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序文

昭和 45年 8月以来、 10年余にわたり調査が継続されてきた千葉ニュータウンは、

船橋市小室地区、白井町堀込地区でその一部が完成し市街地としての景観を呈して

きました。さらに北総鉄道が新京成北初富駅から小室駅まで開通したことにより交

通の面でも次第に整備されつつあります。

埋蔵文化財の調査面では数々の資料を提供し、今回の報告で第七冊目の刊行とな

りました。

従来の調査報告では、先土器時代の石器群と縄文時代の土器、中世、近世の塚群

等がその主な内容でありましたが、今回報告する復山谷遺跡は、出土資料が豊富で

時代的にも多岐にわたるものです。このため、本遺跡の調査は昭和 50年度末から 5

回の調査が実施され、足掛5年に及ぶ長期の調査となりました。

そして、発掘された多量の考古資料からは幾多の新しい知見を得ることができま

した。とくに、先土器時代と弥生時代の遺構・遺物については貴重な資料の提供と

言えましょう。このことにより北総一帯の古代文化が一層明確なものとなり、強い

ては房総の古代文化解明への糸口となることを期待する次第です。またこのような

貴重な資料は、学術資料としてはもとより、郷土の歴史を理解する上での教育資料

として活用されることと思います。そうして変貌する地域社会のなかで後々までも

語り伝えられるような資料となることを願って止みません。

最後に、現地の発掘調査から報告書刊行に至るまで御苦労をおかけした調査補助

員のみなさんと、たえず御協力くださいました千葉県企業庁及び白井町教育委員会

に対し厚く御礼申し上げる次第であります。

昭和 56年 9月

側千葉県文化財センター

理事長今井 正



例盲

し本書は千葉ニュータウン計画区域内の印膳郡白井町復字山谷 1322番地他に所在する復山谷遺跡の調査報告で

ある。

2.調査は千葉県企業庁の依頼により、千葉県教育庁文化課の指導のもとに次のとおり実施した。

第4次調査 (昭和 53年4月1日~同 54年3月31日)

班長種目斉吾、調査研究員田村隆

第 5次調査 (昭和 54年4月1日~同 55年3月31日)

班長古内茂、調査研究員田村隆、太田文雄

整理 (昭和 55年4月1日~同 56年3月31日)

班長古内茂、調査研究員 菊池真太郎、小宮孟、田村隆、問田誠造、岩井正

3.本書の執筆は別記のとおりであり、実測は土器を古内、石器を田村が担当した。また、遺物撮影には菊池が

これにあたった。なお、英文については東邦大学付属高校考古学研究会 成田真澄、石材については千葉県公

害研究所檎井久、千葉県水質保全研究所楠田隆他各氏の御協力があった。

4.本書を作成するにあたり、編集の際に原稿の一部を加筆、補正したことを付記しておく。なお、編集には調

査部長白石竹雄の助言のもとに古内がこれにあたった。

5.発掘調査に際しては、地元の白井町教育委員会及び米井丈夫氏をはじめとする調査補助員に御協力を得た。
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2 121号住居杜土層断面

3 121号住居祉遺物出土状態

図版25 5次 1 122号住居牡

2 122号住居祉土層断面

3 135号住居祉

図版26 5次 1 095号祉(土墳)

2 130・148号社(土横)

3 138号社(土墳)遺物出土状態



図版27 5次 1 土墳群全景

2 141号社(土墳)土層断面

3 143号牡(土壌)遺物出土状態

図版28 5次 1 166号社(土墳)

2 097号祉(溝)

3 097号牡(溝)土層断面

図版29 4次 III層直上出土石器(別図 1) 

図版30 4次 III層出土石器(別図 2・3・4) 

図版31 4次 III層出土石器(別図 5・6• 7・8)

図版32 4次 III層出土石器(別図 8・9・10)

図版33 4次 III層出土石器(別図11・12・13)

図版34 4次 III層出土石器(別図14・15)

図版35 4次 III層出土石器(別図16・17)

図版36 4次 凹層出土石器(別図18・19・20)

図版37 4次 III層出土石器(別図21・22)

図版38 4次 皿層出土石器(別図23・24・25)

図版39 4次 IV層出土石器(別図26・27・28)

図版40 4次 IX層出土石器(別図29・30・31・32)

図版41 5次 凹層直上・ III層出土石器(別図35・36)

図版42 5次 III層出土石器(別図37)

図版43 5次 IV層出土石器(別図38・39)

図版44 5次 IV層出土石器(別図40・41)

図版45 5次 IV層出土石器(別図42・43)

図版46 5次 IV層出土石器(別図44・45)

図版47 5次 IV層出土石器(別図46・47・48)

図版48 5次 IV層出土石器(別図49・50)

図版49 5次 V . VII上層出土石器(別図51・52・53)

図版50 5次 IX層出土石器(別図54・55)

図版51 5次 IX層出土石器(別図56・57)

図版52 5次 IX層出土石器(別図58・59)

図版53 4・5次 1 グリッド出土の土器(縄文時代)

2 グリッド出土の土製品(縄文時代)

図版54 5次 縄文土器(第60図)

図版55 5次 縄文土器(第61図)

図版56 4次 縄文土器(第62図)

図版57 4次 縄文土器(第63図)

図版58 4次 縄文土器(第64図)

図版59 4次 縄文土器(第65図)

図版60 4次 縄文土器(第66図)

図版61 4次 縄文土器(第67図)



図版62 4次 縄文土器(第68図)

図版63 4次 縄文土器(第69図)

図版64 4次 縄文土器(第70図)

図版65 4次 縄文土器(第71図)

図版66 4次 縄文土器(第72図)

図版67 5次 縄文土器(第75図)

図版68 5次 縄文土器(第76図)

図版69 5次 縄文土器(第77図)

図版70 5次 縄文土器(第78図)

図版71 5次 縄文土器(第79図)

図版72 5次 縄文土器(第80図)

図版73 5次 縄文土器(第81図)

図版74 5次 縄文土器(第82図)

図版75 5次 縄文土器(第83図)

図版76 5次 縄文土器(第84図)

図版77 5次 縄文土器(第85図)

図版78 5次 縄文土器(第86図)

図版79 5次 縄文土器(第87図)

図版80 5次 縄文土器(第88図)

図版81 5次 縄文土器(第89図)

図版82 5次 縄文土器(第90図)

図版83 5次 縄文土器(第91図)

図版84 5次 縄文土器(第92図)

図版85 5次 縄文土器(第93図)

図版86 5次 縄文土器(第94図)

図版87 5次 縄文土器(第95図)

図版88 4次 遺構出土の土器(弥生時代)

図版89 4次 遺構出土の土器(弥生時代)

図版90 4次 遺構出土の土器(古墳時代)

図版91 4・5次 遺構出土の土器(古墳時代)

図版92 5次 遺構出土の土器(古墳時代)

図版93 5次 遺構出土の土器(古墳時代)

図版94 5次 遺構出土の土器(古墳時代)

図版95 5次 遺構出土の土器(古墳・歴史時代)

図版96 4・5次 I 遺構出土の土製品

2 遺構出土の石製品・鉄製品



第 l章 序 説

第 1節復山谷遺跡と周辺環境

1.遺跡の位置と環境

復山谷遺跡は千葉県印膳郡白井町復字山谷 1321番地先に位置する。遺跡の環境に就いては既報告に触れられて

いるので、ここでは簡潔に概略を述べるにとどめたい。

房総半島黒滝不整合線以北には第三紀鮮新世以降の上総層群、及びその上に乗る成田層群、関東ローム層など

の諸層が広く分布している。これらを基盤にいわゆる下総台地が形成されている。下総台地は、その標高 20mな

いし 30m、低平な台地であり、現在の水田面からの比高差は 10mないし 20mを測る。水田から坂を登りつめ

ると広大な台地上に出る。現在では急速な都市化の波が押し寄せているが、畑や山林として今なお旧態をとどめ

る処も多い。試みに、これらの畑地を歩いてみよう。処々で土器や石器を採集することができるであろう。

鎌ヶ谷市付近に水源を発する小沢は、中山競馬場近くより北へ下る小流と併走し、やがて神崎川に合していく。

そのまま神崎川を東に辿るなら、印膳沼より南走する新川に合流し、東京湾へ至る。復山谷遺跡はこの神崎川と

その支谷に開析された広大な舌状台地上に占地し、足下の沖積面をへだてて、西に白井、東に小室、そして神々

廻の高台を北に抱くことになる。白井先遺跡群を乗せる小室へは約 120mの水田をわたるなら、容易に致遣する

ことができる。

本遺跡の所在する白井町における考古学的調査の歴史は意外に古い。最近、白井町の文化誌をまとめられた鈴

木普二男氏によれば、明治 33年に坪井正五郎氏が来白され、名内谷津上などの散布地を探訪された由である。し

かし、それ以降は高橋良助氏ら地元の篤志家の方々が折りに触れては遺物の収集に勉められていた程度であった

らしい。ところが、昭和 34年に至り、千葉県教育委員会は文化財保護委員会の助成を得て、印握、手賀沼干拓地

周辺の埋蔵文化財調査を企図し、早稲田大学にその実際が委託された。ここに漸く本地域の埋蔵文化財の概略が

明らかとなった。

その詳細は報告書に述べられているので、ここでは白井町に関連する遺跡を抜粋して、本遺跡の考古学的環境

に概念を与えておきたい。

神崎川河谷及びその小谷

谷田南前原 古式土師の散布地。

掘 込茅山式の散布地、未調査ながら地下式機の所在が知られ、かつて須恵器聾も出土したという。

清 戸切通しに住居牡が露呈し、墨書のある高台付係が採集された。

宗像神社周辺 十余ーにかけて縄文~土師器が散布。円墳が2基知られている。

神 々 廻加曽利E式を主体とした大規模な散布地。他に土師器片も散在。神々廻谷津古墳群37基があ

る。

河原子縄文後期、土師器散布。

折 立総数 12基からなる古墳群。

白井新田 白井第一小学校の南側に大型の方墳状の高まりがある。(本墳は昭和 49年に測量が実施され、

近世の塚である可能性が指摘されている)

法 目 縄文後期の広範囲な遺跡である。(一部については千葉ニュータウン造成に伴う調査が実施され

ている)
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第 1図 復山谷遺跡周辺の地形と主要遺跡、
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現手賀沼南谷沿岸地域

榎之 内 土師祭杷模造品が採集された。他に縄文後期の土器が散布。またこのあたりの水田面下にも包

含層が存在するらしく、土器片が水田中よりしばしば出土する。

向 中加曽干!JE式~堀之内式が散布する。

本 郷土師器片が多量に散布する。美しい磨製石斧も採集されている。

中 LE1 A 

榎 木台

本フt木

l-L 1 井

名内久保作

名内一億台

小名内

住居祉が切通しに露呈している。土師器片が多く、他に縄文中、後期の土器も認められる。

縄文、弥生期の散布地。

円墳 5基。

加曽利B式、土師器の散布地。

黒浜式の散布地。(後日、鈴木氏によって前期末の土器も採集されている)

土師器と共に滑石製祭杷模造品が採集されている。

縄文中期の散布地。

これらの分布調査と併行して、昭和 35年 8月には中酉山遺跡が調査され、和泉期の住居祉が 2棟、各種石製模

造品が検出された。さらに、同遺跡より採集の土器 16個体を集成し、解説が加えられた。これとは別に、真木の

内古墳群、海老内台古墳、平塚船戸古墳など、いずれも箱式石棺を主体とする後期古墳の一連の調査も行なわれ

ている。一方、発掘調査によるものではないが、白井第一工業団地採集の有舌尖頭器や、名内採集のナイフ形石

器が紹介された。また、平塚採集の挟入片刃石斧の紹介も逸することができない。千葉ニュータウン関連の発掘

調査に就いては触れないでおくが、本町に隣接する船橋市、印西町等の調査と併せ、報告書を参看されたい。

周辺遺跡分布図は千葉県広報協会『千葉県埋蔵文化財分布図』に加筆して作成した。図中の番号は以下である

が、いずれも千葉ニュータウン関連の調査済みの遺跡である。

し榎山谷遺跡 2. 白井第一(法目)遺跡 3. 白井先遺跡群 4.池谷津遺跡 5.木苅峠遺跡 6.一

本桜遺跡 7 .榎峠遺跡 8.高根北遺跡

注1.鈴木普二男『白井町の文化誌』昭和 54年

しかし、坪井氏による白井町周辺の調査は明治 32年である。坪井正五郎「下総国手賀沼近傍の古物遺跡」

(r人類学雑誌.114-415)明治 32年

2.滝口宏 金子j告昌他『印膳手賀沼周辺地域文化財調査(本編).1昭和 36年

3.野村幸希「法目遺跡J(r千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書.1III)昭和 50年

4.注 l

5.玉口時雄「印描郡白井村古名内中酉山遺跡J(注 2所収)

6.滝口宏 金子浩昌他『印纏手賀沼周辺地域埋蔵文化財調査(第一次).1昭和 36年

7.熊野正也「真木ノ内船戸古墳一発掘調査概報J(r白井町文化財紀要.1 2)昭和 47年

8.藤岡一雄「千葉県海老内台遺跡群の調査一古墳J(r下総考古学.1 2)昭和 41年

9.茂木雅博「平塚船戸古墳J(r白井町文化財紀要.1 1)昭和 46年

10.鈴木道之助「千葉県印描郡白井町発見の有舌尖頭器J(rふさ』第 2号)昭和 47年

11.高橋良助 古内茂「最近発見された先土器時代資料2例J(rふさ』第 5・6号合併号)昭和 49年

12.注 l

2.遺跡の景観

遺跡をのせる台地は、既に前項に述べたように、神崎}I/と、南北に併流する 2本の支谷とによって刻まれた舌
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状の台地であるが、地形図を観察すると、この舌状台地にはさらに無数の小支谷が貫入している。本遺跡周辺も

その例外でなく東西に樹枝状の浅い谷が入り組み複雑な徴地形を構成している。ひとたび、その谷へ降りてゆけ

ば、人はこれらの谷津にも猫額の水田が営まれていたことを知るのである。

この台地は現在国道 16号線によって、ほぽ中央を南北に分断され、加えて北側斜面部を千葉ニュータウン外周

部をめぐる 25m道路によって失っている。発掘調査の対象とされた部分は、疎林をまじえる荒地となっていた

がかつては畑地として利用されたこともあった。調査の初期には往時の根切溝や畝の痕跡にしばしば遭遇し、ま

た、かつて農道沿いに植樹されたものであろうか、喬木の並木をとどめているところもあった。

復山谷の植生に就いては田辺盛光氏によって、 339種にのぼる植物が登録された。「台地上の林が伐採され、一

方、道路により谷が横断されたため、かつての湿地も今は乾き、植生もススキやトタゃシパなどの中生植物が大半

を占めるようになった。残されていた雑木林に、下総地方に多く見られる谷津田の面影を見ることができた。し

かし、台地上のススキ草原は、自然のたくましい復元力を示すもので、 EP象深かった(;j田辺氏はこのように記し

ている。

注1.田辺盛光「復山谷の植物JU千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書jVI)昭和 53年

第 2節土 層

第四次、第五次調査に際しては、地点を選んでは常総層に達する試掘溝を穿って土層の観察を行った。北総台

地におけるローム層の細分は、佐倉市星谷津遺跡において基本的認識が与えられ、武蔵野一北総聞の直接的土層

交差に途が聞かれた。ここにおいても、なお一層の細分に心がけ、周辺地域の露頭観察を励行し、所説の補正に

勉めた。

基本的層序関係は両次調査に共通し、台地上における安定したテフラの降下、堆積の状況を堆察することがで

きた。しかし、各層の層厚は台地上諸地点で相当の違いがあって、このことが層準認定を困難なものにした場合

もあった。ここでは、最も標準的と考えられた B3 -74グリッドの土層断面図の解説によって、本遺跡の土層を

代表させておく。

I層 表土層として扱われる土層、黒味の強い腐植士であるが、焼土粒子を混入し、乾燥すると灰褐色に変化

する軟質の旧耕伐土と、幾分しまりのある下半部とに区分される。上部を 1a層、下部を 1b層とする。

II層 所謂漸移層に一括される土層であるが、本質的に異質な 2枚の土層から構成されている。上部約 3分の

lが黄褐色の軟質火山灰層である。平均して 10cm内外の層厚を示す。遺存の良好なところではIII層との区別が

難しし3。新期テフラなどと呼んでいるが、正体が良く分らない、弥生以降の遺構は例外なく本層を切っている。

また、本層を切る縄文期の遺構は末だ検出されていない。これをIIa層とする。 IIa)曹を抜くとにわかに土色が暗

くなる。すなわち、 IIb層に到達する。本層は暗褐色で軟質の土層で縄文各期の遺物を含んでいる。

III層 ソフトロームと言われる黄褐色の軟質火山灰層である。本層上面に有舌尖頭器が検出され、いよいよ先

土器時代包含層にさしかかる。本層の基底面に関しては種々の問題があって、 IV層の膨軟化という単純な理解で

は通用しないことが時々ある。 B4区では羽I層上に「皿」層が位置し、 B3区における iIIIJ層と全く異った時

代性が指摘され、土層番号自体の客観的基準が問題となろう。

IV. V層 星谷津以来IV層とV層 (BB1)は一括され、 IV・V層という表記法が採用されている。本書において

もこの表記を踏襲したが、両者の分層に問題を残す。星谷津報文での位置づけを引用する。「下総台地のV層(B

1 )の検出は、まず不可能である。しかし、最西端の市川、松戸での一部地域では検出可能かもしれないとの想

定でV層の呼称は抹消していない。」事実、「最西端」に近い本遺跡においても、地点によってV層を肉眼的に識
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第 2困層序の対比

別することができた。それに基づくならば、 III層、 VI層間に横たわる硬質ロームの大半が、実はV層であり、 IV

層は波状帯聞に痕跡的に遺存しているにすぎないことが判明した。 IV層の過半はソフト化されている。下総台地

における波状帯間産出の文化遺物を検討してみると、例えば星谷津、東内野中層:そして本遺跡例等いずれも武

蔵野台地IV層下半に対比されるものばかりであることに符号しよう。この間の事情を一律に他へ及ぼすことはで

きないかもしれないが、石器の特性ともあわせて今後の詳細な検討が望まれる。
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VI層 黄褐色ローム層、硬質で黄色味が強い。 ATの小ブロックが点在し、上下は激しい波状を呈する。

VII層 立川ローム層第 2黒色帯上部明色部に相当する。台地の西部では薄く、東部では厚くなる傾向が認めら

れる。

VUI層 明確に把握されていない。数グリッドで明黄色のブロックがVII層下に点在する事実が認められたが、判

定が難しい。

IX層 立川ローム層第 2黒色帯下部暗色部に相当する。本層から小醸(イモ石)の混入が始まる。小離は 5mm

大から 20mm大のものまである。

X層 立川ローム層の基底層と言われる。黄褐色を呈しスコリアが含まれる。硬質であるが多少粘性を帯びる。

XI層 以下、武蔵野ローム層へ移行する。

注1.大原正義他『佐倉市星谷津遺跡J昭和 53年

2.篠原正 戸田哲也『東内野遺跡発掘調査概報』昭和 50年

篠原正『東内野遺跡第 2次発掘調査概報J昭和 53年

篠原正 戸田哲也『東内野遺跡第3次発掘調査概報J昭和 54年

第 3節調査の経過

第4次調査 昭和 53年 4月中旬より現地に入り調査を開始した。基本グリッドは第 3次調査時に設定されたグ

リッドを延長して用いた。すなわち、台地北縁を東西に走る 25m道路センター杭を基準にして、台地全面に 40

m四方の方眼をかぶせ、これを百等分して小グリッドとした。基本グリッドは、東から西へA、B、C…北から

南へ 1、 2、 3…として、アルファベットと数字とを組み合せて表示することも前回調査時の方針に従った。ま

た、小グリッドは東北隅を 00として、西から東へ 01.02…09とし、北から南へ 00.10"，90として、一桁の数字と

十桁の数字とを組み合せて表示した。グリッドの南北軸はN-7"30'-Wである。

発掘調査は、まず弥生時代以降の遺構分布を探るために、 20mおきに巾 2mの試掘溝を入れたが、試掘溝にか

かった遺構は少なく、分布は疎であると判定された。さらに、縄文期包含層が新期テフラ下に広く存在する事実

も判明した。このため、 7月以降、パックホウを導入して、新期テフラ上面までの表土層を全面剥取することに

した。住居社の調査は 7月に着手し、 10月未までにほぼ終了し、一方、包含層の調査には 11月までを要した。

II層調査段階で、すでに多数の先土器時代の石器が顔を出し、 III層中ブロックの位置を大略把握することがで

きた。小規模ブロックは縄文期包含層の調査と併行して掘り下げたが、大規模なものは 10、11月の 2ヶ月を要し

た。一方、 IV層以下の深掘は、 III層までの調査に予想外の時間を費してしまったため、 H、 I、J、K各 2.3ラ

インの 8 大グリッドを対象として行なわれたにすぎず、周辺に未掘区を残した。 12 月 ~3 月までの 4 ヶ月を深掘

にあてた。

第5次調査 昭和 54年4月上旬に杭打ち、グリッドの設定を行った。グリッドは先次調査を踏襲した。調査は

前回同様に、 20m間隔に試掘溝を掘って、新期テフラ上の遺構を探した。その結果、遺構は少なく、また広い範囲

に縄文期包含層の存在することが判明し、直ちにパックホウを導入して新期テフラまでの削平を行った。遺構、

縄文期包含層の調査は併行させて 11月までに終了した。

先土器時代の調査は、第4次調査の不徹底性を克服することに主眼がおかれ、 II層調査終了と同時にVI層まで

の試掘抗 (2x 2 m)を調査対象面積の 25%の割合で全面にあけていった。石器にあたった場合は即座に周辺を

広く拡張し、あたらない場合には重機を用いて周囲削平し、ここに新たに杭を打ち、深掘を続行した。この結果

台地全域を完掘に近い状態にまで、徹底的に調査することが可能となった。
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第11章先土器時代

はじめに

2年度に及ぶ復山谷遺跡の第 4次、第 5次調査区域は、既に述べたごとく、巨視的には同一台地上にあるとは

言え、占地条件も一律に論じられず、ここでは便宜的に各次調査区に従って 2分し、第 4次分を西区(以下、 W

区)、第 5次分を東区(以下、 E区)と呼称して両者を区別したしミ。土層番号は前述した基準に従ったがIV層に就

いては、ほとんど肉眼識別ができないために、波状帯前後を比定した。石器の集中する範囲は容易に視覚的に認

識し得るが、ここに感性的に分節し得た遺物の集合をブロックと呼ぶ。、ユニットペ、ブロックかという用語は手

垢にまみれた感をまぬがれないが、他に適切な用語が見あたらないためにこの用語法に従った。

各ブロックは、上に設定された地区名、土層番号、単一土層内における通し番号を組み合せることによって相

互に区別する。ただし、西区III層第 1ブロック (WIII1と表記される)などブロック内で更に細分可能な場合に

はa、b、 C、等の副写を用いた、検出し得た(と言うよりも感性的に区分し得た)ブロックは、西区ではIII層

直上で 2、III層で 9、IV層で 7、VI層で 2、IX層で 8、東区ではIII層直上で 1、凹層で 2、IV層で 15、V層で 1、

VII層で数ケ所、 IX層で 6、全体としては 60近いフ。ロック数となる。単独出土例も内包要素 1の集合であるから、

ブロックとして把握されるが、除外してしまった。

第 1節台地西 (W区)地区の調査

III層直上 相互に独立した 2地点から集中的に遺物が出土した。]2区のものをWIII直上 l、]3区のものを

WIII直上 2とした。石槍が卓越し、これに削器、石錐を加える。土器の伴出は認められず、一応先土器時代の所

産と考えられるが、異論が無い訳で、はない。

WIII直上 lブロック(第 4図) (別図 1-1~1l)

出土状況 ] 2 -54、55グリッドを中心とする半径 3m位の範囲に石器が集中しているが、周辺にも散発的に

分布している。 063号住居祉のためにブロック北半を失っている。また、 WIII3ブロックと接し、遺物の分離が難

しく、相互の混入を否定し得ない。遺物はIIb層から凹層上部にかけて認められる。

出土遺物 遺物の大半は削片である。そのほとんどは新潟県本ノ木遺跡予報において「ポイント製作の諸段階

を裏附けるもの」として芹沢長介氏等によって初めて注意された特徴を示すが、大形のものは無く、製作段階か

ら見れば、最終的な局面での産出削片であると推定される。破損品の修理もあったかもしれない。すべてが玄武

岩製で、これは石槍の石材とも一致している。石槍は 8点あるが、このうち 2点が接合し、 1点は細片である(別

図.1-1~ 4、9、10)。横断面凸レンズ状の両面打製のものばかりであるが、形態的に諸種の変化が見られる。

(1)細身柳葉形のもの(別図 1-4)、(2)細身柳葉形で基部が特に細身に作出されるもの(別図 1- 1 )、 (3)やや幅

広で、尖頭部が著しく突出するもの(別図 1-2)、(4)非対称半月状のもの(別図 1-3)。別図 1-8は石槍の

半製品、もしくは擢ね物であろう。別図 1-6は石錐、同図 7は凹削器、他は剥片である。

小結 本ブロックは石槍作出削片と破損した石槍から構成され、廃棄ブロックとしての性格が強い。完存する

石槍、石錐は周辺部からの検出である。編年的位置は石槍の形態から決定する他にないが、良く分らない。石槍

のうち(1)類、 (3)類、 (4)類等は草創期初頭隆起線文系土器と共伴する場合が多く、これだけを摘出すれば、むしろ

縄文時代の石器とした方が良いのであるが、問題は(2)類であろう。最も近い例は山形県鳥谷約列であるが、加藤
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稔氏の説かrよように、これを有舌尖頭器の仲間とすべきかどうかは分らない。鳥谷沢例もそうなのであるが、

本例の基部は非対称であり、越中山D地点例を介して、山形県今野例と関連するのかもしれなし3。今野例は加藤

氏によって有肩尖頭器と分類され主み、新潟県中林の議加を意識されたものであろう。いづれにせよ、本類が明

らかに土器を伴出した例を欠き、先土器時代終末期に帰属する特殊な形態であることが窺われよう。千葉県南大

溜長}との前後関係に関しても問題を残すが、 (3瀕と千葉県南原知との関連を重視するならば南大溜袋が古く編年

されよう。明確な有舌尖頭器の存否が気にかかるところである。

WIII直上 2ブロック(第 5図) (別図 1-12--._.，20) 

出土状況 J 3 -07、17グリッドにほとんどの遺物が集中しているが、調査中の事故により遺物の多くを失い、

また検出地点を失ったものも多数に上り、正確な分布状況を把握することができなくなってしまった。従って、

第9図は極めて不十分なものであり、参考程度に留めていただきたし〉。辛うじて押えることのできた遺存状況に

依れば、狭い範囲に石槍や削片等が集中し、これから幾分隔たって端削器が出土している。石槍は破損品が多く、

多数の削片と混在状態を示している。産出層位はIIb層中から凹層上位に及ぶが、第 9図に見られるごとく III層

の上面に良く集中している。 WIII層直上 1ブロックとの水準差は認められない。

出土遺物 石槍が 5点ある。第 5図記載の表採とした 1点が実測図からはずれてしまっているが、確実に本ブ

ロックに帰属する。使用痕の認められる縦長剥片も同様。石槍のうち、全形を識り得るものは 2点あるにすぎな

い。形態差から 2類に分たれる。 (1)別図 1-12が相当する。両面打製で左右相称、細身で美しい木葉形を呈する

もの。横断面は凸レンズ状である。 (2)同図 13が相当する。基部が丸く、最大幅を胴中位におき、尖鋭な尖頭部を

もつもの。横断面は蒲鉾状をしている。残余の 4点、に就いては何とも言えないが、おそらく (1)類であろう。破片

からすると相当大形のものも存在したらしい。別図 1-14は縦長剥片の末端部及び両側縁部を加工した端削器で

ある。素材の剥片は背面に残された剥離痕の加撃方向が一定していないところから、石核側面に近い位置から落

とされたものか、あるいは、比較的初期的な剥片剥離過程の所産かと推察される。剥片と言いうるものは少なく

図示した資料がすべてである。背稜の併走するものは少ないが、一連の連続的剥片剥離過程を窺わせる。資料の

大半を占める削片のほとんどは石槍作出時の撮ねものであり、 wm直上 1ブロックで注意したものと等しし〉。使

用石材は珪質の泥岩(頁岩と称する向きもあろう)と黒曜石であり、石槍に泥岩が多く、剥片に黒曜石が目立つ。

端削器も泥岩製であるが、撤密な石質で石槍のそれとは異る。

小結 本フ+ロックの遺物出土状況は、前記WIII直上 1ブロックの状況と近似し、やはり廃棄による形成の過程

を推察することができる。生活社としての証左は何もない。遺物の量も乏しく、その時代的背景を必ずしも明示

することはできないが、石槍の形態、技法はWIII直上 1ブロックとは明らかに異っている。本ブロックの石槍に

最も近いものは、長者久保、神子柴段階のそれであろう。伴出した靴箆状端削器も青森県長者久保、岡県大平山

部に近似例を指摘することができょう。茨城県額田大昔前も近いと考えられる。彫器との複合となる場合が多

いことは周知の事実であるが、そうでないこともある。本県には今のところ対比すべき遺跡は少なく、散発的に

採集されたものばかりであど今後の実態究明が焦眉の課題となっている。 WIII直上 1との前後関係は言うまで

もあるまい。本ブロックの語り得る処は余りにも少ない。

III上層 細石器文化に帰属するブロックを一括する。 H2区から H3区にかけて 3つのブロックを摘出した。

これら 3ブロックは、相互に 10m前後の隔たりをもち南地に分布している。 H2区のものをWIII7ブロック、 H

3-11、12グリット周辺のものをWIII8ブロック、 H3-70グリッドのものをWIII9ブロックとした。 WIII7ブ

ロックとWIII8ブロックには共通母岩 3-1が相当数あり、密接な関連性を予測させる。一方、 WIII8ブロック

中2点の珪質粘板岩資料(母岩番号 3-2)は、 WIII9フゃロック内に 7点の同志を得、これら 2母岩の個体識別

の結果、 3ブロックの同時性が明らかにされるに至った。



WIII7プロック(第6図) (別図 23-18~20 ・ 22 ・ 23 ・ 25)

出土状況 非常に散慢な出方と言えるだろう。 H2-74ポイントを中心とする径 6m程の範囲内に 8点の剥片

類が、そこから東に離れて細石核が 1点検出されたにすぎない。第6図に呈示した投影図では何も分らないが、

だいたい凹層上面から幾分III層に喰い込んだ面から出土している。

出土遺物 18、20、22は黒曜石(母岩番号 3-1)の不定形剥片。 3例とも裂断されており、 18、22は使用痕

が著しい。 19と25は細石核の作出に関連する資料であろう。特に 19は母核(コアプランク)と考えられる。 23

は細石核の残核である。打面は長方形をし、正面から側面に竪縞状剥離が見られる。裏面は母核段階の調整剥離

痕をとどめている。

WIII8プロック(第 7図) (別図 24)

出土状況 H 3-10、11グリッド周辺に広く遺物が散布している。プロックに近接して住居祉や土績が掘り込

まれているが、辛うじてプロック中心部は無傷で残ったらしい。石器の集中する範囲に南接して多量の炭化物片

の散布が認められた。 m層中での炭化物片集中は本地点だけであり、他の石器集中部では、少量の炭化物片の散

布は見られるものの、集中箇所として把握されるには至らなかった。

石器の分布状況は、あまりまとまりがあるようには感じられないが、細石刃や削片類がプロック中央部にある

のに対して、細石核や打割器様の石核が縁辺部に散在している。役立たずは投げ棄てられる運命にあったのかも

しれない。石器の産出層位は第7図下の投影図に示しておいたが、必ずしも実情を反映していない。 IIb層下半

からIII層上部が主要包含層の範囲を示すが、必ずしも確定が容易な訳ではない。常識的にIII上層としたが、今後、

細石器の産出層準には十分な注意を払う必要がある。

出土遺物 1~11、 13~17、 19~21 が細石刃、 12、 26、 28、 29 が細石核、 23 が削器、 32 は打割器様石核。 22、

24、25は剥片。 18も剥片の一種であるが特殊なもの。

細石核は 12、28が典型的なものである。角錐状あるいは角柱状を呈し、打面は剥離作業面からの入念な調整を

受ける。細石刃剥離は一般に石核の正面、側縁に限定され、背面は、原醸面や母核段階での調整剥離痕をとどめ

ていたり、あるいは石核の素材である剥片の主要剥離面であることもある。このような形態的特徴は、いわゆる

野岳、休場型、安蒜政雄氏の分類に従うならば、矢出川型細石核の範曙に属すると考えられよう。

細石刃は 10mm未満のものが多く、完存するもの 1例でほとんどが折断されている。実体顕微鏡にて検鏡し

たが、 9例に使用痕を認めた。 11のごとく、不整な石刃尾部にも著明な使用痕がある。 17は細石刃ではなく、彫

器削片の可能性が高い。

32は初め武蔵野の諸例から片刃打割器と判定したが、その後、神奈川県報思寺の類例が報告され、打割器様石

核と改めた。砂岩の大形の離を節理面に沿って半割し、その面を打面として 27の様な剥片を剥離している。盤状

石核の一種であろう。

WIII9プロック(第6図) (別図 23-21・24、24-31)

出土状況 H 3-70グリッド周辺のまばらな出土状況を示すプロックである。 WIII7 • WIII 8両ブロックが黒

曜石を主体とするプロックであるのに対し、本ブロックは珪質粘板岩が多用され、黒曜石の資料としては、細石

核が 1点あるにすぎない。 III層上面に貼り付くように検出されているものもあるが、 IIb層中へ浮上している石

片も多い。

出土遺物 31は細石核。背面から側面にかけて大きく原醸面を残し、剥片制離は正面から側面に限られる。下

端からハジケたためか、一部に破損部が見える。打面は調整されているが、周辺部からの調整は、石刃未剥取の

原醸面遺存部にも及んでいる。珪質粘板岩の剥片、削片の多くは爪状の石槍作出制片と考えられる。 21はその一

例。一種の石槍削片の可能性が強い。 24は片面打製の石槍断片である。

小結 復山谷遺跡の細石器文化に帰属するプロックは、第2次~第3次調査検出のA・B・Fの3プロックに

- 12-
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第4次分3ブロックを加えて 6ブロックとなった。今回報告の 3ブロックはほぼ同時期に形成されたものと考え

られるが、 A・B・F各フゃロックとの関連性はどうであろうか。これに関しては、個体識別を先行調査分に遡っ

て実施する余裕がなく、幾多の不明な箇所を残しているが、地点毎に細石核に違いがあるように見える。相接し

て同系異質の細石核が作出されていたとは考え難し功〉ら、この違いは時期差に環元されよう。

III中層 凹層上部検出の 5ブロックを一括して田中層とした。細石器文化に帰属するIII上層に先行し、小型ナ

イフを多出するIII下層に後在する文化層と考えられる。しかし、 III下層との層位的関連には微妙な点があり、ま

だ、中、下層という呼称自体が相対的なものである。

この 5つのブロックは、泥岩、黒曜石、メノウ質のチャー卜を母材とする点で著しい共通性が看取され、石材

選択の上からも前後の文化層と区別される。一応、ナイフ形石器主導型の器種構成を示すが、少量の石槍の伴出

に注意すべきであろう。第4次調査時に発掘されている Iブロックも本文化層に編入されることが、個体識別の

結果明白となり、 6ブロックで全体(セトルメント・ユニット)を構成していることになる。

WIII2プロック (第 8図) (別図 14、15)
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出土状況 試掘トレンチ調査中に、 K2-49グリッド IIb層下位より石器が見つかったので、周辺部を拡張し

た結果、第 12図に示した広がりを確認した。遺跡の過半はK2-49グリッド内に収まるが、周辺部からも広い範

囲にEり遺跡が記録された。全体に斜面部に立地しており、土層も相当の傾斜を示している。

産出層位はIIb層下半からIII層上部に及んでいるが、たぶん本来の文化層はIII層の上部なのであろう。また、

ブロック周辺の石器をすべて本ブロックに関係づけることはできないであろうが、便宜的に含めておく。

出土遺物 剥片、削片が大半を占め、 2次加工の認められるものは数少ない。別図 14-1、5はナイフ形石

器、同図 2は尖頭器様削器、同図 3は端削器である。 Iのナイフ形石器は別図 15-6の石核と接合し、別図 14-4 

のようになる。 2の尖頭器様削器はWIII3ブロックに類例があり、前回報告書第 32図4も同趣の石器である。 3

例共にメノウ質のチャートを素材にしている。 3は石刃製端削器。素材を横位に折り取るように刃部が作出され

ている状態は、今島田例と似ている。端削器としては特徴的なものであり、かつて藤森栄一氏等の力説された雪

不知型削器の一部と共通するところがあろう。

石核は 2例、別図 15-6、7に図示した。両例共に組悪な黒曜石製で、 7は原石の状態をとどめている。別図

14-6、8、9、10、別図 15-1、11は泥岩の資料。いづれも大型の剥片であるが、同種の母岩の削片類を欠き

一括してブロック内に搬入されたものと思われる。注意すべきものとして別図 14-6に稜付の石刃、別図 15-1

の打面再生剥片がある。

その他は剥片ばかりである。別図 15-8 ~10 がメノウ質チャートであるが、他はすべて黒曜石製。これらは全

体に泥岩の剥片より小さく、搬入石材による制約を強く受けたものと推定される。別図 14-16は細石刃で混入品

である。

WIII3ブロック(第 9図) (別図 16~20)

出土状況 J 2 -45グリッドを中心とする径 12mを測る大型のフゃロックである。ブ、ロック内には住居杜が穿

たれ、散逸した多数の遺物があったと思われ、惜しまれでしょうがない。第 9図に出土状況を示した。石器の投

影図から分るように、ローム中からの遺物は、 IIb層中の遺物よりも少なく、縄文中期の土器片や醸片と混在し

て多数の石片が採集された。原位置を動いているものが半ば以上を占めているらしい。仮にローム中検出の石片

が原位置を大きく動いていないとすれば、 III層上部にほとんどが集中しているから、この辺を包含層と推定しで

も良いだろう。

第3図のW区III層全体図から読み取れるように、標高 20mラインにWIII1、WIII3、WIII4の3ブロックが

美しく並存している。この延長線上には第 3次調査にて発掘の I、F2ブロックが位置し、台地西緩斜面上に 5

つのフ.ロックが並び、先土器時代のブ'ロック展開の一典型を示すものと考えよう。

出土遺物 遺物はすべて石器で、離を含んでいなしミ。このことはIII中層全ブロックを通して言えることで、凹

下層が多量の破砕醸を含んでいるのと好対照を成している。以下器種ごとに説明する。

ナイフ形石器 完形品、若しくは接合の結果完形となったものが 13点、破片が 7点ある。完全な二側縁加工の

ものがほとんど見られないことが著しい特徴であろう。刃潰しの部位を基準に分類すると、 (1)対応二側縁に刃潰

しの施されるもの(別図 16-3、10、17、19)。刃潰しを加えられた縁辺が平行する場合 (16、 3)とそうでない

場合 (17、19) とがある。後者は載頂石刃に近しミ。 12は10と同一個体であるが、接合しない。 10の尖端部欠損

により 12が形成され、 10には更に尖頭部が再生されている。砂川の類例が著名である。 (2)ー側縁加工のもの(別

図 16-2)。背面基部の剥離は素材の厚さを減らす目的の剥離であろうが、特異なもの。裏面基部加工はー側縁集

中型で、刃潰しを有する側縁と逆位から施されている点に注意したい。 (3)ー側縁に部分的に刃潰しの施されるも

の(別図 16-9， 13) 0 9の背面右側縁の剥離痕は刃潰しではない。本例は素材縁辺を残さず、石槍的調整剥離を

併用する点で、ナイフ形石器とも石槍ともつかない石器である。 13などは(1)類b種に近似した刃部構成を示して
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いる。

これらのナイフ形石器とは別に、周縁部に微細な調整剥離の施された類ナイフとも言うべき一群がある。別図

16-7、14、別図 17-3などがこれに該当する。何れも縦長の剥片を素材とし、基部両側縁を中心に小剥離痕が

連続している。一般的刃潰しからは遠いが、形態的にはナイフ形石器との区別が難しい。仮に(4)類としておく。

最後に、 (5)縦長剥片を折断した胴部破片の折断面の片側に微細な調整剥離を加え、全体が台形に近い横刃の石

器を指摘しておく(別図 16-16、18、別図 17-6、7)。剥片の横位折断の実態は、別図 17-9に図示した接合

資料からよく窺うことができょう。

削器 少例しかない。別図 16-1は尖頭削器。同図 2と近接してフwロック周辺部から検出された。また、両例

は同一母岩の可能性がある。別図 17-1は端削器か。同図2はナイフ形石器(別図 16-17)との接合状況を示し

た。破損後に再加工されている。製品破損に伴う、この種の再加工は別図 16-3、4の大形のナイフ形石器にも

看取されるところである。他に簡単な打調のある剥片もあり、不定形の削器と考えられる(別図 16-15、別図

17-4、5、11など)。

剥片は多量にあるが、石核は 2例しかない。共に接合関係を有している。

接合資料 1 (別図 20-1.-..__ 7) 6が石核で、この石核に 5点 4個体の剥片が接合する。 7が全点接合の状

態。これを始点とすると、剥片 3の剥離は、接合図正面に見られる 3枚の剥離面形成と一連のものと考えられる。

剥離作業は頭部調整と打点の移動を繰り返しながら進められるが、打面は一貫して平坦な自然面である。剥片 3

は、織笠氏の言われる「し」の字剥片であり、石核高を大幅に減少させると共に、石核の形状そのものにも大幅

な変更を迫る場合がある。剥片 3に連続して剥片 2が剥離されているが、剥片 2の剥離に先行して石核の側面調

整が行なわれている。石核6の側面部に観察される大きな剥離面もこの段階に形成されたのであろう。側面調整

の必要性は、作出剥片の企画性と表裏一体のものと考えられ、石刃に近い縦長剥片を目的とする‘剥離工程に必然

とされるものであろう。 WIII2ブロックの稜付き剥片も同様の意識を背景としている。引き続いて剥片 1、剥片

2が剥離されるが、打面が平坦な自然面に固定されている反面、頭部調整は良く施されている。

接合資料2(別図 20-10.-..__15) 石核 15に打面修正剥片 1、剥片3、ナイフ形石器 1が接合した。珪質の泥岩

を素材としている。同種母岩は多いが、打面修正作業に関ると考えられる求心的剥離痕をとどめるものがほとん

どあり、一般の剥片とすべきものは少ない。さて、本接合資料中、ナイフ形石器の接合状況に注意する必要があ

る。このナイフ形石器は別図 16-9に図示したもので、明らかに打面修正剥片を素材にしている。このナイフ形

石器の素材剥片に引き続いて、剥片 10が剥され、打面が確保される。この打面から作出されたのが剥片 11であ

る。接合資料 1に見られた剥片と同様に頭部調整が著しい。

接合資料3 別図 17-16に3点の接合状況を示しである。本例もナイフ形石器の接合があり、別図 16-13の

ナイフ形石器と 2点の剥片が接合した。問題は剥片打面に観察される入念な調整痕である。また、剥片に頭部調

整の全く認められない点にも注意する必要があり、前に提示した石核2例から推察すると、これらの剥片及びナ

イフ形石器も、実は打面修正剥片と、それを素材としたナイフ形石器であるのかもしれない。そうすると、同じ

特徴を呈する別図 18-3の大到の剥片も同類であろう。

このように資料を検討してみると、このフゃロックの剥片剥離技法の実態が少しづっ明瞭となってくる。石核は

単打面を原則とする。ただ、別図 17-10の剥片には上下2方向の剥離痕があるから、上下両設の石核も存在した

のかもしれない。打面修正は頻繁に行なわれる。ただし、剥離作業面と接する打面部の細調整は行なわない。ま

た、石核を輪切りにするような打面の更新を示す資料もない。さらに、時々側面調整をも加えて石核側縁の突出

を除去している。剥片剥離は打点を左右に振りながらすすむが、この間に入念な頭部調整を伴っている。ただ、

作出された剥片のほとんどが搬出されているらしく、その実態に踏み込めないが、遺存する少例からすると、側

縁部の平行する石刃状のものであろうと考えられる。

。。



最後に削片中に石槍作出削片と考えられるものが少例あることを指摘しておく。別図 17~20 にこれらのうち、

2点が接合した状態を示した。間接的ではあるが、石槍の存在を示唆するものであり、重要な意味をもつものと

考えられる。

WIII4ブロック(第 10図) (別図 21、22)

出土状況 J 2 ~83 グリッドを中心としているが、遺物の出土は周辺 7 グリッドに及び分布の範囲が広く、か

っ遺物の集中度が低い。更に、器種的、母岩的偏在性を欠き、 WIII3ブロックと共通の在り方を示している。層

準はWIII3ブロックよりも安定しており、 III層上部検出のものが多く、遺物集中部ではやや深くまで石器が包含

される傾向が認められた。出土石器の母岩別整理結果によれば、本フゃロックの石器の過半は母岩番号 3~9 の泥

岩である。この泥岩には青灰色の特有のパッチが認められ、母岩識別は容易である。 WIII3ブロックに少例混入

していた。また、既に触れたように、前回報告の Iフ*ロック中にも多く混在し、これから 3フゃロックの時間的関

係を明示している。

出土遺物 ナイフ形石器は 9 点 8 個体ある。破損品が多く、完全は 2 点。また、別図 21~ 7は本フ*ロックと接

する、 071号住居祉覆土中採集であるが、同図 13の流紋岩製削器と同一母岩であるため、本ブロックに入れてお

いた。同図 I、2は一応二側縁加工と考えられる。 2は爪型有背尖頭刃器と言えよう。 5、6は先に(4 )類と

した円基のもの。 7は(2 )類、 14は(1 )類a種に分類されるが、 10のような載頂石刃にも近い。

削器は 2 例で、別図 21~ 3と80 3は彫器の再利用の可能性が高し '0

同図 4に石槍の基部破片が入っているが、ブロック周辺部検出であり、括弧付きで本ブロックに帰属させた。

ただし同図 21、22のごとき石槍作出剥片が共伴しているから、石槍が存在したことは疑い得ぬであろう。事実、

Iブロックには 3例の石槍が伴った。

剥片は多い。なかんずく、別図 22に図示した諸例に見られるように、良好な石刃様の資料が注目される。打面

の大きいもの(別図 22~ 1、2)はWIII3 ブロック例と似ているが、別に点状打面に近いものがある。別図 22~ 3 

7 、 15、 16などを典型例とするもので、これらの良好な接合資料がある。別図22~14に 5 点の接合状況を図示した。

5点の構成は、

上位打面からの剥片 2点。

上位打面からの折断剥片 I個体2点(ナイフ形石器 l、剥片 1)。

下位打面からの剥片 1点。

であり、両設の石核からの剥離工程の一端を窺うことができる。剥離の順序は、次のようになる。

( 1 )上位打面からの剥片剥離で、剥片 10→剥片 15の順である。背面剥離痕の切り合い関係から、打点は左

日右とし寸左右の移動の繰り返しで、その聞に頭部調整を反覆している。

(II)石核は反転され、剥片 16が落とされるが、この剥離の意味に関しては、既に戸沢充則氏の御指摘があり

ここでは角虫れない。

(凹)石核は更に反転され、石核末端に及ぶ大型の剥片が剥離されている。このような剥片の意義についても

戸沢氏の述べられた通りであろう。剥片は 3分され、頭部はナイフ形石器に加工され(別図 21~ 10)、尾部

(おそらく内湾の著しい「し」字状を呈していたであろう)はどこかに捨てられたと考えられる。

同図 11にも 3点の接合状態を図示した。僅か 3点の接合にすぎないが、色々の事を教えてくれる。剥離の順序

は自明である。背面と腹面の剥離方向が逆だから、石核は反転され、最初の剥片が剥離されたことがすでに分る。

次いで打面の再生と側面調整が行なわれたらしい。最初の剥片にも側面調整痕が認められるから、この種の調整

はごく一般的であったにちがいなし、。また、打面再生に際しては、腹面の打点の位置から考えて相当部厚い剥片

が剥離された可能性がある。あるいは、ここに石核の輪切りが想定できるのかもしれなし'0WIII 2フゃロックにあ

る打面再生剥片は、この種の石核輪切りと関連づけて理解することができょう。
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石核は二例ある(別図 22-19、20)020は出土状況図には誤って加工痕のある剥片となっているが、黒曜石製

の部厚い剥片を素材とする石核である。最終的な残核からは何も分らないことを痛感させられる。

WIII5プロック(第 11図) (別図 23-1 ~ 8) 

出土状況 J 2 -59、12 -50両グリッドを中心とする小規模なブロック。削片をまったく含まず、剥片を主

体に、 WIII3ブロックに同一個体を分有するナイフ形石器 1点から構成される。 14点の資料中、母岩番号 3-9

の泥岩と、 3-8の黒曜石が 10点を占めている。両母岩はWIII3ブロックに共存しているから、両プロック聞に

は密接な関係があったにちがいない。層準は凹層の最上位である。

出土遺物 2 はナイフ形石器。接合してみるとよく分るが、割れてから再加工されている。 l 、 3~8 が剥片。

何れも縦長の石刃状のもの。

WIII6プロック(第 12図) (別図 23-9 ~17) 

出土状況 J 2 -45グリッドに大半の遺物が集中している。本プロックに限り出土層準が安定しており、 III層

中にほとんどレベル差をもたず遺物が出土した。母岩番号 3-10の乳白色のメノウ質チャー卜が、全 16点中 11

点を占め、 WIII3ブロックとの関係が注目される。

出土遺物 ナイフ形石器破片が 1点(同図 17)ある。小破片であるが、メノウ質チャート製で、今島田のナイ

フ形石器と似ている。 9、10、12は側削器とすべきもの。他は剥片であるが、完形のものは少なく、折断されて

いるものが目立つ。

プロック外(別図 25)

すべてを凹中層に帰属させることはできないが、相当量の石器がブロック周辺部から採集されている。一部を

図示した。

石槍(2、6)、削器(1、3、4、5、8、9、10、14)、剥片(7、11、12、13、16、17)、加工痕のある醸

片(15) など。

小結 前回調査分の Iプロックを含めて 6つのプロックを検出した。 III層に関しては台地全掘に近く、本層準

のプロックのすべてを掘り出したと見てよし〉。ブロックは、大小の較差が大きく、 WIII3、WIII4プロックのよ

うな大規模プロックと、 WIII5、WIII6などの小規模ブロックに二分される。規模の大きなものは、全体的なま

とまりがなく、雑然と石器が散布しているように見えるが、形成の過程が不透明である。

石器の組成は、ナイフ形石器を主体とするが、これに少数の石槍が伴出するらしい。石槍は Iプロックの実例

から両面打製と片面打製との両方がある。報告書VIの第 32図1に両面打製の一例が掲げられている。この図の左、

基部から右側縁部にかけてファシツト様の剥離痕が認められる。別図 25-6の典型的な東内野型尖頭器は単独出

土であるが、もしかすると Iブロック例の仲間なのかもしれない。

石槍近似の石器として 3例の尖頭削器が注目される。類例は極めて乏しいが、山形県草林、山梨具天神量例が

近いと考えられる。今、直ちに 3者の関連を論じることはできないが、諸種の理由から時期的にも、また系統的

にも 3者は密接な関係を有すると考えられる。

後述する E区III層には、東内野型尖頭器を母核とする多量の削片系石器を保有するプロックがあり、 W区III中

層との時期差が問題となる。茂日系ナイフ形石器文化と武井II 仙川 東内野上層段階の石槍文化との先後関係

から、だいたいの見通しはつくが、 E区田層には砂川近似のナイフ形石器があり、同時存在の可能性を否定でき

ない。

WIIIlプロック(第 13図) (別図 2~13) 

出土状況 J 2区東北部コーナーに 3つのプロックを検出した。遺物はIII層上面附近から出始め、次第にその

数を増しIII層中位でマキシマム状態となり、 III層下位では急激に出土量が減じて、波状帯聞には及んでいない。

遺存状態は極めて良好で、ほとんど後代の撹乱を受けていないと考えられる。剥片が折り重なるように検出され、

円
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第11図 W1II5ブロック石器分布図

石核は集積状況を呈していた。この 3ブロックを総じてWIIIlブロックと呼んでしまったが、 3ブ、ロックは相対

的に独自の位相を有し、全体として一つのセトルメントユニットを構成すると考えるのが妥当であるから、この

用語は適当とは言えない。そこで、各ブロックにサブブ、ロック名を冠して、相互に区別することにした~>0 すな

わち、 J2 -06グリッドを中心とするものをWIII1 aブロック、 J2 -09グリッドを中心とするものをWIII1 b 

ブロック、そして J2 -18グリッドを中心とするものをWIII1 cブロックとしたい。そして、これらの総称をW

IIIlブロックと仮称しておくが、 WIII1ユニットと呼んだ方が良いのかもしれない。各フーロックの解析には手が及

んでいない。詳細は今後に委ねられた。また、各フゃロックの概要は個別に述べたが、遺物に関しては全ブロック

一括となってしまったという不手際があり、石器の個別的研究も将来問題となってしまった。

WIII 1 aプロック 規模は径 14mの円形の範囲から大量の遺物が検出された。第 10図に見られるように、ブ

ロック南半に醸が、北半に石器が集中しているが、重複している部分もある。醸の大半は砂岩の破砕瞭で、ほと

んどは細片化し、黒色の硬い付着物のパッチが認められる。これを母岩番号 3-9に一括したが、その量から、

同種異母岩の存在を予想させるが、肉眼識別は不可能である。砂岩 3-9はWIII1 bブロックにも多量に存在す

るが、 WIII1 cフゃロックは醸を欠落している。他に数種の円醸もあるが、いず、れも赤変が著しく、割れているも

のが多いが、ブロック内で接合し完形になる。

石器の過半は泥岩 3-35、泥岩 3-36で、剥片、削片を多く残し、フ‘ロック内での剥片剥離から製品化への諸

過程を追跡できたが、石核は遂に見い出すことができなかった。また両母岩はWIII1 cブロックにも共存し、 W

III 1 cブロック内で剥離作業が行なわれた形跡が無いところから、搬出、搬入の過程を想像するのは自然であろ
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一方、製品としてはナイフ形石器が含まれるが、 5点のうち 3点が泥岩 3-35、2点が泥岩 3-36であり、不

定形なものが多く(例えば、別図 2，-7 、 14~16) 、未製品、あるいは援ね物と考えられ、共存する多くの剥片と

も考え併せて石器製作に供された空間として本フゃロック北半を規程して良いと考えられる。火所の傍で石器が作

られていた。

WIII 1 bブロック フ辛口ック南半に砂岩 3-9から成る破砕醸群があり、これに接して北半には石器類が分布

するという構成をとり、前のブロックと著しい類似を示している。ブロックの規模も同等であるが、破砕醸の数、

広がりは劣っている。

石器の分布を見ると剥片、削片は少なく、逆に石核が多数認められる。石核はフゃロック北限に打割器破片と共

に、集積されていたが、剥離された剥片の少ないもの、あるいは 1例も無いものばかりで、理解に苦しむ。しか

し、このことはWIII1 aブロックにおける石核の欠落と表裏一体の状況とも理解され、剥片の移動距離よりも石

核の移動距離が長かったと考えればよいであろう。
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しかし、ブロック内で剥離作業が遂行されたことは、メノウ 3-37の剥片、ナイフ形石器未製品あるいは接ね

物(別図 2-5、21、23)の存在から検証されよう。また、この剥片の一部がWIII1 cブロックへ搬出されてい

ることも、泥岩 3-35、3-36と同様で、ある。また、 WIII1 a、W1lI1b両ブロック聞には共通する石材が少な

いことも重要で、あろう。 WIII1 cブロックとは共存する場合が多いにもかかわらず、このような現象が生ずる理

由は何であろうか。この問題はWIII1 cブロックの性格規程と同義反復であるのかもしれないが、分析が不足し

ている。

WIlI 1 cプロック 前述した両ブロックの中央南側に位置し、径 4m位の円形の分布を示している。離を含ま

ず、石器のみで Iブロックが形成されている。石器には多くのナイフ形石器完成品が含まれると共に、剥片と少

量の削片等がある。母岩別分布の特徴は、諸種の母岩が少量ずつ認められることで、前 2者と異ったあり様が注

目される。

W区凹層中でもっともまとまった遺物が検出された。量的にも多く、また器種、石材の変化も多様で、編年的

標準資料として十分な内容を示していると考えられる。器種毎に概観し特質を指摘する。

ナイフ形石器 28点あり、すべてを別図 2-1 ~28 に示した。ただし、 19 は分離される可能性がある。形態的

に数種の別がある。また、未製品と思われるもの、小破片は除外した。

(1) 2側縁加工のもの(別図 2-1、2、4、8、12、20)。剥片打面部を尖頭部方向にとるものが多い。打面

部を基部に一致させている 2の場合に限って、裏面基部加工がほどこされている。 1、4、12のように尖頭

部と接する背部にノッチを入れ、背部中央に屈曲点を有するものが注意される。

(2) 1 側縁加工のもの(別図 2-3 、 6 、 7 、 9~11、 17、 27、 28) 。本類は更に細分される。( a) 1側縁に

連続的に剥離のほどこされるもの(3、6、7、9、11、17)0 (b) 1側縁に部分的に剥離のほどこされる

もの(10)0 (c)植刃様の有背刃器 (27、28)。

(3) 載頂石刃、若しくは斜断剥片とすべきもの(別図 18、21、22)。

(4) 台形様の折断剥片(別図 2-24、26)。

削器 少量あるにすぎない。別図 4-10は断面三角形の稜付き剥片の一種の末端に刃部を付すもの。端削器と

してよいが、典型的なものとは遠い。同図 15は部厚い剥片の末端部を折り取るように切り立った刃部が認めら

れる。同図17は側削器の好例。 18は大形の剥片周辺を調整した台形状の石器。刃部の加工は少ない。類例は乏しい。

彫器 これも少ない。別図 4-12~14 に 3 例を図示した。 12、 14 は同趣のもので、刻打を交叉させるアング、ル

グレイパー。 13はあるいはナイフ形石器の再利用か。刃潰し部(背部)から斜めに刻打を入れている。別に、別

図5-2、別図 8-9の両例を候補者としておくが、分明ではない。

模状石器 多数あり、形態的にも多様で、 4類に分たれる。

(1) 剥片の上下両端からの剥離の認められるもの(別図 3-16~20、別図 4-3~5 、 7 )。板状を呈し、縦断

面紡錘形を呈する。ピエスエスキーユとしてはもっとも一般的なもので、量的にも多し〉。接合例が 2個体分

ある。別図 3-16と19が接合して 17になる。同図 20は、別図 4-3と7が接合し、更に別図 3-18の削

片がくっついた。両例ともに上下からの激打に結果する割裂状況を示すと共に、後者から割裂片が更に同様

の工作に供された経過を知ることができる。

(2) 側面に調整剥離が加えられ、上下両端からの加撃痕をとどめるもの(別図 4-6、 9)。

(3) 2側縁に加撃痕をもつが、それが上下の関係を示さぬもの(別図 4-8)。加撃痕と対応する縁辺部には線

状の磨耗痕が観察される。

(4) パンチ様のもの(別図 3-15、別図 4-1)。同様のもの 2例の検出。尖頭部と平坦な基部に加撃痕がある。

片刃打割器 4例あるが、割裂しているものばかりである。横に半割された撲の一端に細い剥離をほどこして

状の刃部を形成している。また本例で特に注意したいのは、瞭面に細い敵打痕の観察される点で、台石として
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用いられたと考えられる。別図 9-3は縦に割れた離の一端に付刃された粗雑なもの。別図 10-]、2は同趣の

特徴を示し、円際、あるいは節理面で剥がれた操を素材として、山形の切り立った刃部をもっている。石核かと

も推定したが、これから剥離された剥片は l例も思い出せなかった。

剥片と石核 非常に豊富な資料を得た。剥片は大体同一母岩毎に配列しである。また石核は後半に一括してお

L、Tこc

別図 2-29~33、別図 3 --1 ~14 は母岩番号 3 -35の泥岩。ただし別図 3-5は別なもの。別図 2-31、別図

3-9が目的的剥片。別図 2-29、30、32、別図 3-1、2、13は大形の打面修正剥片、別図 2-33は両者の接

合状況である。石核は失なわれていた。別図 2-31は一見、いわゆる Cleaverflakeを想起させるが、剥片末端

に際面をとどめているから、下位打面からの剥離は石核調整の段階に関与する可能性が高く、単設打面の石核の

存在を予想すべきであろう。打面修正の頻繁さに注意すべきであろう。頭部調整は一部の剥片に認められる。

別図 5-6 ~10、 12、 13 、 15、 16、別図 6 -1 ~14 は泥岩 3 -36。別図 5-16に同図 9、10、15の接合関係

を示した。剥片剥離の実態は良く分らない。

別図 6-15~21、 23、 26、別図 7-1~6 は砂岩 3 -41。別図 7-3は貝殻状剥片 5点の接合状況。打面形成

に関係するものかと推定される。作出された剥片は別図 6-15、別図 7-5他の縦長で、頭部調整の認められるも

の。 5などは打面と剥離面との入れ換えの工程の存在を匂わせる。

石核を見ると単打面角柱状のものが主体的である。打面は複数の剥離面によって構成されるものの、細かい打

面調整は行なわれていない。打面の転位は稀で、別図 12-7に90"の転位が観察される。同図 6は円盤型石核で、

特異なもの、両例共に石核のみの検出。他に石核形成の初期的段階を示す例、同一母岩異個体の例などもある。

磨石 磨製石器は 2点の出土で、両例とも磨痕のある礁で、一応磨石とした。別図 9-1は5点に割れている

が接合の結果、完形となった。比較的大型の円醸の平坦面及び側面に軽微な磨痕をとどめている。割れた原因は

火熱によるものと考えられ、表面の赤変が著しし 3。同図 2は側面に平坦な磨痕をもっ半割礁でやある。磨痕と共に

打撃痕をもとどめ、手持ちの蔽打具、あるいは磨石と考えられる。

小結 先土器時代ブロックの形成過程は、小林達雄氏のごとくプラクゃマテ 4ツクな類型化や、一方、岡村道雄

氏のように特殊例を一般化した廃棄論を両極とする意味付与によって解明することは難しいでトあろう。勿論、そ

れらを作業仮説として理解するのであれば、有効性はあるであろうが、先験的理念として受容することはできな

い。現状としては、安蒜政雄氏や鈴木次郎氏等による具体的資料の精織な観察に立脚した、ブロック理解の方法

を支持したいと思う。

編年観も不明のことばかりで、安定しないが、月見野 Iとの密接な関連性だけは指摘しておきたしミ。月見野は

全般に詳報を欠き、立ち入った比較など勿論できないが、本フゃロックの小型ナイフの一群を月見野 1B 1下に求

めたいと思う。

これらのナイフ形石器と比較し得る類列は下総、武蔵野両台地にはなく、今のところでは対岸の相模野との著

しい類似に注意すべきであろう。かつて鈴木道之助氏も彼我の類似性を示唆されたが、本フ、、ロック資料を加えて

ようやく具体的資料を挙げて異同を論じうる水準に到達したと言ってもよいであろう。

ところで、月見野 Iは南関東における東内野型尖頭器の確実な初現期に相当する。ほぽ同層準に寺尾IVが位置

し、砂川併行期と東内野型尖頭器との時間的関係を考える上に重要であろう。本遺跡ではE区凹層で東内野型尖

頭器が出現し、 W区III中層はその直前、若しくは同時期と考えられるから、その前夜に相模野系統の石器文化の

波及を想定することは甚だ示唆的であるように思われる。また、後続する段階に砂川的様相の一端を垣間見るこ

とも、砂川併行期の時間的限定性と東内野上層文化の成立を考察する上に重要な影響をもっと思われるが、この

間の情勢には中部、関東北のそれとの絡みがあり、詳述は差し控えたい。
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IV層 発掘区全体で6地点の石器集中部と 1地点の楳片散在部とから構成される。これらをブロックに区分し

たが、各ブロックの分布状況は小フゃロック散在という状態で、資料数も少しブロック聞の関係も把え難いもの

がある。ほとんどのブロックはその内部に、あるいはそれと近接して炭化物片の集中部を伴っており、後述する

IX層の諸ブロックと近似する両者の相関関係を示している。

WIV 1ブロック(第 16図) (別図 26-1 ~19) 

出土状況 1 3 -29ポイントを中心とする小範囲に集中している。石器の垂直分布は、 III層最下部から出始

め、 VI層に及ぶが、波状帯聞に収束する傾向を指摘し得る。石器集中範囲とほぼ一致して微細な炭化物粒が分布

していた。調査時にその大半のポイントをおとし、かつレベルを記録したが、分布は平面円形を呈し、投影形態

は紡錘状を示していた。レベル差は石器のそれよりも大きいが、もっとも集中するレベルはやはり波状帯聞に認

められた。

出土遺物 剥片、砕片が多いが、 2次加工の認められる石器が 8点ある。石材は細粒砂岩、凝灰岩、チャート

の順で、黒曜石は一例あるにすぎない。各母岩共に石核を欠き、更に剥離工程の全過程を示す例も無い。単独の

黒曜石は製品搬入であろう。凝灰岩とチャートは各々同一母岩と見られるが、両母岩資料はその内部に剥片剥離

過程の初期のものから製品化されたものまでを含むにもかかわらず、多くの過程的産物を欠落している。このこ

とは細粒砂岩に関しても言い得るのであるが、この種の石材は母岩認識が極めて難しく、すべてを単一個体に環
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元し得るか疑問の残るところである。ただし、本種の細い削片が製品化の過程で、残された可能性は高く、剥片の

2次加工が本フゃロック内で行なわれたと推定される。

遺存器種は角錐状石器(尖頭器様石器) 5点、ナイフ形石器 2点、加工痕ある剥片 1点という内容で、特に角

錐状石器(尖頭器様石器)の占める割合が高い、角錐状石器は 2類に分けられる。(1)全周加工のもの(別図

26~ 1) 、 (2)斜めに未加工の刃部を残すもの(別図 26~ 2、4)。両類共に部厚い横剥の素材を用いているが、

l、4には腹面剥離がほどこされているが、やや異例であろう。同図 5は同種の破片か。同図 13は全周加工の尖

頭器。偏平であるため角錐状石器の仲間に入れることは蒔賭されるが、 (1)類に近いであろう。これには剥片(別

図 26~ 9) が接合し(別図 26~10) 、 90'の打面転位過程を示している。

ナイフ形石器も 2 類に分別される。 (1)部厚い横長の剥片の打面部に刃潰しを加えた半月状刃器(別図 26~ 3)。

(2)剥片基部に簡単な打調をほどこしたもの(別図 26~ 7) 。別図 26~5 は黒曜石の折断剥片を利用した台形様石器

である。

小結 束内野遺跡第 1次発掘調査において、東内野型尖頭器の下層から一群の石器が検出された。角錐状石器、

ナイフ形石器、石核、剥片等を内容とし、下総台地では未見の石器群であり、東京都溜湖、坂下例との類似が指

摘され、また、遠く大阪府津之江南との関連性も注意されるに至った。その後、東内野に近い星谷津で角錐状石

器を含む石器群が検出されたが、東内野例とは細部に差異があるようである。さらに、復山谷と隣接する白井第

一語動が調査され、良好な類似例を得ることができた。白井第ーでは岩宿II近似の内容を示す 006ブロックの下

層に、復山谷例に近い角錐状石器を含む 022ブロックが層位的に出土した。 006ブロックにも角錐状石器破片が含

まれるから、本地域でも角錐状石器にある程度の時間的幅が推定されるが、 WIV1ブロック例はその前半に編入

される。そして、もっとも近い類例は東内野(中層)という事ができょう。

WIV2ブロック(第 17図) (別図 26~20~30)

出土状況 1 2 ~73 ポイントの周辺、径約 2m の小範囲に少量の遺物が散布していた。石材は細粒砂岩と黒曜

石の 2種 2母岩に限定されるが、そのうち細粒砂岩はWIV1ブロックの個体と肉眼識別困難であるが、同一母岩

とするには臨踏させられる。一方、母岩番号 4~3 とした黒曜石に関しては、 WIV 4ブロックに明らかな同一母

岩資料が含まれている。層準は波状帯問である。

出土遺物 黒曜石細片がほとんどであるが、ナイフ形石器、尖頭器様の石器、側削器(鋸歯縁石器)各 1点が

含まれている。 28はナイフ形石器、横長の剥片の打面側に刃潰しがほどこされている。刃潰しは打面除去を目的

とする粗雑なもの。尖頭部を欠損している。 29は尖頭器様の石器としたが、むしろナイフ形石器とすべきであろ

う。やはり横長剥片を素材にしているが、本例の場合は 28例と異って、打面は残置され、打面と対応する縁辺部

に刃潰しが加えられているが、刃潰しは部分的であり、側縁中位より尖頭部に至る範囲に限定される一側縁部分

型で、このことは 28例と共通している。 26は削器としたが、本期に特徴的に見られる鋸歯状の刃潰を有するナイ

フ型石器との評価もできょう。

剥片には好例を欠くが、 27のように縦長のもの、 20、25のように横長のものもあるが、どちらともつかない破

損品が目立つ。剥片から想定される石核は高さの低い両設打面を有するものであろう。なお剥片の類別に、横長、

縦長という旧態依然たる 2分法を採ってしまったが、まったく便宜的なものであると言うことを付記しておく。

削片は長さ lcm前後のものが大半である。剥片剥離に関与したものか、剥片の製品化の過程に匹胎したものか、

判定が難しい。

小結 すでに触れたように、このフ守ロックはWIV4ブロックと密接な関係をもっていたに違いない、発掘区が

限定要因となり、間ブロック的連関を明示できないのが残念であるが、後述するように両ブロックの構成要素に

大きな差異が認められる点に留意する必要があろう。これらに就いてはWIV4ブロックの項にて検討を加えたい。
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WIV3ブロック(第 18図) (別図 27-1'"'-'10)

出土状況 J 2 -68グリッドにほとんどの遺物が集中している。石器と醸片とから構成されるが、両者の分布

は一致せず、石器の集中箇所に接して瞭片がまとまって出土している。際片はすべて同一個体に属し、ほとんど

が接合したが、本来の約半分を欠いている。火熱による赤変が著しい。検出層位はやや深く、波状帯下 VI層に

及ぶが、波状帯間検出のWIV5ブ令ロックに同一個体別資料が認められ、また、調査時点でIII層を重機で削平して

いることから、フやロック上部をとばしている可能性が強い。破砕際分布と重複して多量の炭化物片が集中摘出さ

れており、醸の赤変との連関が注目されよう。なお、近接する J2 -76グリッドから 32点の剥片が出土している

ので、仮に本フゃロックに編入した。

出土遺物 遺物の大半が黒曜石の砕片、削片である。長さ lcm以下、重量 0.1g前後の微細なものが多く、

肉眼的に 3種類の母岩を識別し得たが、 4-5とした灰黒色を呈する均質なものの占める割合が高い、ただし、

この母岩は本ブロック内で完結していて、 4-6としたものがWIV5ブロックと共通している。

母岩番号 4-5に帰属するものとしては、 3、4、7の3例を図示した。 3は一種のナイフ形石器か。縦長剥

片を斜位に 3分割しており、このうち 2点が接合する。 4は剥片、 5は残核である。 6、9、10は母岩番号 4

6。やはり剥片と残核である。接合資料を 9に示した。 1は凝灰岩製の使用痕ある剥片。打面の 90。転位を示す

好例。 8は白色メノウ製石核。妻子を転がすように打面を選んでいる。 1、8共に単独母岩である。
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5 )。他にも資料が存在するが、削除した。共に同ーの母岩の本フゃロック近傍採集の剥片を 2点図示した(2、

5にはいわゆるパン資料である。あそらく両例共に原石分割による一次打面からの石核調整用の剥片であろう。

チコージが認められる玄武岩製。

終局的残置核と削片、破砕陳とから成るフゃロックと総括される。廃棄物の集積がブロックとして評価さ小結

れている訳であるが、一次的廃棄(結果的廃棄)空間とすべきか、二次的移動による廃棄(目的的廃棄)に起因

さらここでは、炭化物片集中に伴う赤化破砕離がこの空間内で形成され、する空間とすべきかが問題であろう。

にその一部が他へ搬出されたという推定を重視して、前者の立場を採りたい。

WIV4ブロック(第 19図) (別図 27-11~21)

このグリッドは調査区域南限に接し、

調査終了間際の休憩小屋周辺内部の試掘溝発掘によって、ブ、ロックの存在が確認されたにすぎず、周辺部に広い

未調査区域を残してしまった。 WIV2ブロックと通有の母岩の認められることは既に指摘したが、両ブロック共

に台地斜面より約 80mも隔たっており、

1 4 -80グリッ卜内からほとんどすべての遺物が出土した。出土状況

このような台地平坦面奥深くにブロック群の存在することは予想外の

ことであった。

初め111層中位より数点の資料が出土し、凹層を包含層とするブロックかと思われたが、波状帯聞に至り遺物が

またWIV2フ集中し、 IV層を石器包含層準とした。石器のレベル差は 0.5m近いが、同一母岩資料が認められ、
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ロックの産出層準との対比からもIV層としてよいであろう。石器散布面と一致する状態で炭化物細片が検出され

たが、密度は疎であり、必ずしも集中として評価することはできなかった。

出土遺物 本ブロックの特徴は削片に対する製品、若しくはそれに準ずる狭義の石器の比率の高いことであろ

う。ナイフ形石器 (11、13、18)，小形角錐状石器(12)、削器(19、21)、剥片(14--.....17、20)などの種類があ

る。 3例のナイフ形石器はし 3ずれも横長剥片を素材とし、破片である 18はともかく、刃潰しはー側縁部分型であ

る。 11は水平な刃部をもっ特殊な形態を示し、 17の折断剥片と同趣の石器と見られる。類例は野川IV-36、前原

IV Middle -2、西之台 Loc，BIV Middleなど、武蔵野台地IV層中位に多く見られる。系統的には切出型石器の影

響下に形成された形態と考えられる。 12の横長剥片製小形角錐状石器も武蔵野ではIV層中位に多出する。

剥片は 5例を図示した。石器の素材に横長の剥片が多用されるのに反し、製品化されなかった剥片は縦長のも

のが目立っている。折断されているもの (16、17)、著しい使用痕を留めるもの (15、20)がある。 14、20は泥岩

製の搬入品であり、本ブロック内で制離されたものではない。 19、21は削器。ただし、 21は石核の再利用であ

る。

小結 ここで認定された 3母岩のうち、泥岩 (4-8)製剥片2点については刃器として搬入されたものと推
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定した。残りの 2母岩(黒曜石) 4 -3、4-7に関して検討する。まず、 4一7は本フゃロック内に完結的に存

在している。内容は削器再利用の石核 1、角錐状石器 1、剥片 1、削片 3であり、資料総数は少ないが、石核の搬

入から製品化そして石核の再利用への一連の工程を窺うことができる。しかし、接合関係は無いから、不足する

理念的剥片、削片の搬出、異空間への廃棄を想定する必要がある。

一方、母岩番号 4-3はどうか。この母岩に環帰可能な資料はナイフ形石器3、剥片 4、削片 3であり、剥片

の多くが 2次的折断、使用痕の認められるものである点も重視される。 WIV2ブロックでは、この母岩はナイフ

形石器 l、尖頭器様石器 1、剥片 6、削片 23という内容を示し、両ブロック聞に著しい構成差を感じさせる。こ

のことは両ブロック聞に石核の移動があったとするよりも、 WIV2ブロックからWIV4ブロックへの移動があっ

たことを示すものと考えるのが自然であろう。この移動を占拠集団の移動と理解すべきか、あるいは石器のみの

搬出一搬入関係とみなすべきか、見解の分岐するところとなるが、ブロック内完結型母岩の存在や、両ブロック

の石器組成の差異から、ここでは後者の見解に従いたい。

また、石器群の編年的位置に関しては、先にWIV1ブロックを白井第一 022ブロックと対比したがWIV2、W

IV 4ブロックは白井第一 006ブロックと近いから、白井第一の層位的出土状況から、両者に時間的先後関係をも

たせ、 WIV1→WIV2、WIV4という序列を推定しておく。この推移は東京都前原でのIVLower→IV Middle-2 

という層位関係に対応するものと言えよう。従って、本地域では東内野中層、白井第一 022ブロック、復山谷W

IV 1ブロックなどがIV層の古い部分に、星谷津IV下、白井第一 006ブロック、復山谷WIV2、WIV4ブロックな

どがその新しい部分に編入され、基本的には武蔵野台地と同様の推移を辿ることが明らかとなった。

WIV5ブロック(第 20図) (別図 28-1 -----15) 

出土状況 J 2 -44、45グリッドにまたがって石器、炭化物片の集中が認められた。上層にIII層に帰属する石

器群の集中(WIII3ブロック)が重複しているが、両者の分離は容易であった。遺物の平面分布を見ると J2 -44 

グリッド東側に、炭化物片集中と重なるように石片の集中が認められ、この集中に東接して J2 -45グリッド内

に別の小規模な集中が存在し、このブロックが2つのサブブロックから構成されていることが理解されよう(第

23図)。仮に J2 -44グリッド内の集中を a群、 J2 -45グリッド内のそれを b群としよう。両群にレベル差は

無く、また共通の母岩 (4-6、 4-9， 4 -10など)が存在し、接合関係も認められるから、これらの同時性

を疑う余地はないであろう。しかし、両群分裂には何らかの背景があったのかもしれない。

出土遺物 a群には、剥片 11、石核 1、削片 35、機片 2が含まれている。これを母岩別に見直すと、黒曜石 4

6 30、泥岩 4-10 7、玄武岩 4-9 4他となっている。 b群は剥片 4、石核 1、削片 6、醸片 1で、母

岩は玄武岩 4-9 9、泥岩 4-10 1、黒曜石 4-6 1他である。これを分り易く言い直すと、 a群には泥

岩の石核、剥片と共に多くの黒曜石の削片があり、 b群には玄武岩の石核と剥片が主体的に内包されているとい

うことになり、 a、b群を異った意味をもっ空間とする必然性を裏付けていよう。

検出資料は石核と剥片、削片、牒片のみで、製品化されたものはない。 6は両設打面の石核で、剥片 2個体分

3点の資料が接合した。上部は単一剥離による平坦打面、下部は自然打面であり、剥離面の切り合い関係から下

部の自然面が最終打面であることが分る。接合する 2剥片は員殻状の不整なもの。、 15も石核である。本例にも剥

片2点が接合した。接合状態から、この石核は横に長く、一部に醸面をとどめた平坦打面を有するものと考えら

れるが、 13の剥片に関しては剥離面と打面との置き換えによる作出剥片とすべきか、打面の更新に際しての修正

剥片とすべきか、性格が判然としなし当。剥片の多くは平坦打面をもつが、このことは上記の石核の分析とも一致

し、頭部調整や打面調整はまったく認められず、原石分割、あるいは打面入れ換えによって準備された打面を用

いて剥離作業がすすめられたと考えられる。

剥片には 2例の接合例がある。 10は5と9が接合したもの。 5にはWIV3ブロック検出の剥片が接合してお

り、合計3点の接合例である。 10より明らかなように、打面は旧剥離面の転用であり、石核長軸に沿うような直
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線的打点後退を認めることができる。 5は側縁を折断され、 9も尾端に折断痕を残し、ほぽ同形、同大である。

?と 8も接合して 12となった。本例は貝殻状剥片の接合例で、打点の移動はやはり直線的後退を示している。

小結 このブロックは a、b群に二分したが、 a群の黒曜石削片(母岩番号 4-6) とWIV3ブロックの多数

の黒曜石削片とが共通母岩であり、また、 b群の玄武岩剥片とWIV3ブロックの聞に接合関係が見い出された。

先に WIV3ブロックの性格を一次的廃棄空間と規定したが、本ブロックもまたそのような性格を色濃く帯びてい

ると推定される。ことに a群のブロック構造はWIV3フ守口ツクの構造と近く、一次的廃棄空間としての規定性を

妥当なものとし得るであろう。一方b群の構造はやや異質と言うべきで、剥片剥離、あるいは製品加工の証跡を

とどめず、 a群、廃棄行為に前後する目的的廃棄若しくは遺棄によるものと推定したい。

WIV6プロック (別図 28-16・17)

出土状況 H2-72、H2一73両グリッドから各 1点ずつ遺物が出土しているにすぎず、また、調査時にこの

グリッドの周辺はIII層下部までパックホウで削平してしまっているために遺物の多くをとばしてしまった可能性

があり、フ9 ロックとは言うものの不完全なものである。産出層位は波状下位帯で、むしろV層と言った方が良い

のかもしれない。

出土遺物 16は黒曜石の五角柱状の自然離である。上下を欠失している。性格不明。 17は細粒砂岩製のナイ
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フ形石器。縦長剥片の側縁部に沿って弱い鋸歯状の刃潰しがほどこされている。打面部を欠いている。

小結 ブロックの性格については何も語れない。ナイフ形石器は例えば野川IV4の例と似ている。もっと似て

いるのは大阪府塚原例となろう。

VI層 VI層帰属の石器数は極めて貧しく、 H3~41 グリッドにてAT と同一層準で 7 点の黒曜石製剥片、削片

を得た他、 J2 ~ 4 3、 52両グリッドから各 I点、計 2点のこれも黒曜石製剥片を検出したにとどまった。 H

3 ~21 の玄武岩製剥片はVI層下部、 VII層に接し、層位に問題を残す。 H 3~41、 J 2 ~43 両グリッドからは多量

の炭化物片が見っかり、石片の分布と重複した。また、 H3~41 グリッドの資料はすべて同一母岩 (6~ 1) 

で、 J2 ~43、 52 グリッドの 2 例も接合する。

IX層 1 2区を中心として大小 8ブロックを検出した。第3次調査時の検出ブロックである Jブロック、 I区

ブロック外とされた資料も本層検出ブロックであり、 W区に関してはこの層準のブロックは全掘したと見られる。

第3次調査資料に就いては充分な再検討をする余裕がなかったが、通有母岩の存在を確認し、 l例の接合関係を

見い出すことができた。従って、本層準に帰属するブロック群の全体像を得るためには、前回報告書を併読、参

照していただきたし〉。なお、前回では、第 2黒色帯を一枚として扱っているが、今回はこれを 2分したことは既

に述べたが、前回VII層と今回のIX上層とは文化層として同一層異称であることをお断りしておく。

フやロックの配置は、台地が支谷へ突出する尾根上にほぼ環状の分布を示し、これに寄り添うごとく炭化物片集

中が存在している。石片、炭化物片集中の中央部は径約 12mの無遺物地帯であり、精査を重ねたが何らの遺構、

遺物をも検出することができなかった。また、室内整理の段階では、母岩織別を徹底したが、その結果約 20種の

石材が搬入されていること、更に、多数の母岩が間ブロック的に存在している事実が判明し、これらのフ9ロック

群がほとんど同時期に形成されたものであり、ある一時期に形成されたブロック群の全容を掘り出し得たという

心証を持っている。以下ブロック単位に概観する。

WIX 1ブロック(第 22図) (別図 29、 30、 32~ 5) 

出土状況 Iブロックとしたが、実際は 2つの小フ、ロックから形成されている。 12 ~11 グリッドを中心とす

るものを a群、 1 2 ~22 グリッドを中心とするものを b群としておく。

a群は 12 ~11 グリットを中心に径約 4m の範囲を占める。石核 2 、模状石器 1 、 2 次加工のある剥片 1 を含

み、他は剥片、削片である。W1X5、W1X6両ブロックと接合関係がある。また、 b群やW1X3、W1X8ブロッ

クと共通の母岩が認められる。

b群もほとんどが剥片類であるが、 Jフやロックと接合関係があり、前回調査時の資料との層準対比を裏付ける

ことができた。 b群も径約 4mの範囲に収まり、資料数も a群とだ、いたい同じである。

産出層準は a群、 b群ともにIX層の上部と考えられるが、 a群の方が幾分低いように見える。両群の同時性は

疑うことができないから、そこに自然的、あるいは人為的背景を想定しなければならない。と同時に、層位的上

下関係の相対性という問題につき当ることになろう。

出土遺物 製品化されたものは極めて少し大半が剥片類である。 2 次加工の認められるものは別図 29~ 1、

4 及び、別図 32~ 5の3点である。 Iは一種の打面修正用の剥片に不規則な剥離をほどこしたもの。背面中央を

通る稜は石核の打面と剥片剥離面とを画する稜線で、打面は異方向 2面の剥離によって構成されていることが分

る。剥片剥離は図の上から下へ順次打点を移動して進行している。緑色のチャート製であるが、チャートと言う

にはやや粒子が大きく、秩父古生層産出のチャートとはやや印象が異なる。 4はメノウの剥片の一端に加工を加

えた削器。別図 32~ 5もW1X1ブロック a群の石器となる。一種の模状石器であろうが、尖頭部とその反対側に

剥離痕が認められ、タガネ、若しくはパンチとして使用された可能性がある。
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石核は 2例あるが、両者はまったく異質な剥片剥離工程を示している。また、 b群と接合関係のある Jブロッ

クには、前 2者とはまた異なる工程を示す石核があり、これに関しても再観察の所見を加えておきたい。更にW

IX 8ブロックの接合資料もまた独自の技法を示しており、本期の剥片剥離技法の多様性に注目する必要があろう。

まず、別図 30-3の接合資料を観察しよう。この接合資料は別図 30-8の石核(一見、石核には見えない)と

1 、 2 、 4~7 の剥片が接合したものである。素材はチャートの大型剥片であり、背面の半ばに原瞭面を留め、

残り半分は大きな剥離面によって被われている。石核の厚さは 15.8mmとうすいが、打面側はもっと厚かったに

ちがいない。

剥片剥離はまず、剥片打面から剥離腹面側へ打面作出用の剥離を加えることから開始される。この剥離の意味

は良く分らないが、打癌の除去による平坦な打面の確保にその目的があったのであろう。打面が作出されると、

次いで剥片剥離が開始される。剥片の剥離順序は右から左へ打点を移動し、 2~3 枚の剥片を落とし、再び左か

ら右へ打点を戻している。要するに、打点を左右に振りながら作業をすすめている訳であるが、この間に打面修

正は認められず、当初の作出打面を固守している。

本接合資料で重要なのは、接合資料がWIX6ブ、ロック中にも存在することである。この母岩 9-3はWIX1ブ

ロックに 30点、 WIX6ブロックに 28点あるが、 WIX6フゃロック内の資料の大半は削片である。また、接合資料

を見ると、剥片剥離の順位から言えば、 6→1→4→5→7→(8)となるが、 WIX6ブロックには 6と4があり、

確実に IもWIX6ブロック内で剥離され、本ブロックに搬入されたと判断される。あるいは、すべての剥離作業

がWIX6ブロックで行なわれ、有用剥片と石核のみがWIX1ブロックへ搬出され、残余はそこに廃棄されたのかも

しれなし'0 1、7、8に使用痕の観察されることはその聞の事情と関係があるのかもしれない。

別図 30-9の石核は粗悪な玄武岩製の石核である。ほぽ妻子状を呈し、一面に原醸面が残されているが、他の

五面はすべて剥離面によって構成されている。別図 29一7、15も同一母岩 (9-4)であるが接合しなし当。この

母岩もまたWIX6ブロックに削片があるから、前例と似た境遇に置かれたものと推定される。

各面を構成する剥離面の方向と切り合い関係をもとに剥片剥離工程の一端を再構成することができる。まず、

側面2面を構成する剥離面は正面(左から 2番目)と背面(一番右)の剥離によって切られている。従って、正

面、あるいは裏面が最終剥離面と考えられるが、正面の剥離を進行させた打面が、背面を切っているらしく、お

そらく背面→打面形成→正面と言う順序となろう。

ところで、両側面の剥離は原醸面を打面とする剥離面と正面、及び背面を打面とする剥離面とから成り、前者

が新しい、このことから、正面、背面が旧打面としての機能を帯びていた段階(1段階)→原操面が打面となっ

た段階(2段階)→側面が打面に転じられた段階(3段階→この段階の末期に再度原牒面が打面に選ばれている

-4段階)→新しい打面形成(5段階)→正面の剥離作業の進行(6段階)という 6つの段階を復元することが

できる。これは実際には石核の回転による多打面型石核の形成過程として理解し得るもので、いわゆる石神型刃

器打法と言われるものであろう。別図 29-7例も、一見打面再生剥片風であるが、上較の多打面形石核に伴う剥

片である。

最後に前回報告の Jフ事ロックの石核について再検討を加える。この資料は報告書VIの第 37図に掲げられている。

素材は玄武岩の部厚い剥片、向って左側が主要剥離面である。この面を腹面とし、他を背面とする。背面を構成

する剥離面は一次的剥離面と打面形成を企図する剥離面とに 2分される。実測図からは良く分らないが、背面右

側縁に併走する稜線が両者の分岐線である。この打面形成剥離は図による限り上から下に抜ける一撃による剥離

のように見えるが、実際は上下両方から加えられている。

この背面に加えられた上下両端からの剥離によって、山形を呈する打面が形成された。次いで、この山形の稜

上が加撃され、横長の剥片が一枚落とされる。この剥離面が腹面右側の剥離部に相当するが、図ではリングが良

く表現されておらず、上から加撃されているごとき印象を受けるが、左側縁中央に陰癌が明瞭に看取される。別
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図32-13にWIX6ブロックの横打的石核を図示したが、後述するように明確なものでなく、本例を以って横打剥

片用石核の代表例としておく。

剥片に関しては多くを述べる必要はないが、別図 29-12、13などは石核の回転の結果を良く示していよう。別

図30-10は凝灰岩の大型剥片。母岩番号は 9-7で、同母岩は明司X6ブロックに多量に認められた。大半が削片

で、 10にも 2片の削片が接合する。おそらく、本資料はWIX6ブロック内で剥離され、 WIX1ブロックへ持ち込

まれたのであろう。母岩番号 9-4、9-5と同様の関係が成立する。

WIX2ブロック (第 23図) (別図 31-1 ) 

出土状況 1 2 -14グリッド北側に集中している。第 3次調査 I区ブロック外とした石器の一部が本ブロック

の北半を形成することになるが、第 4次調査分に限って記述しておく。石核と削片が少量あるにすぎず、分布範

囲も狭い。石器出土範囲と重なって炭化物片の集中がある。また、東 4mを隔ててWIX3フゃロックが位置する。

両ブロック聞には大量の炭化物片が散布し、土層断面を観察するとこの部位が落ち込み状を呈し、何らかの遺構

の存在を示唆しているように思われた。

出土遺物 石核(別図 31-1)、流紋岩製の残核である。前回報告の I区ブロック外資料の石核(報告書第 39

図27--.....-29)は同一母岩である。チャートとしているが、再鑑定の結果流紋岩と訂正しておく。回転系多打面型石

核であろう。剥片はほとんどなく、ことごとく持ち去られたとも考れられるが、逆かもしれない。

WIX3プロック(第 23図) (別図 31-2・3) 

出土状況 前項で触れたように、 WIX2ブロックに東接し、 12 -15グリッドにある。

出土遺物 2点あるにすぎない。別図 31-2は黒色の泥岩製の石核、厚手の剥片を折断し、さらに剥片側縁部

に鋸歯状の剥離をほどこし成形している。最初の折断面は何ら調整されることなく打面として利用され、折断面

長軸と直交して剥片剥離がすすめられている。母岩番号 9-1で、 WIX1ブロックに仲間が居る。他の一例(別

図31-3)は玄武岩製の剥片。母岩番号は 9← 8で、 WIX6ブロックに同種母岩が認められる。 2に関しては石

核再利用の削器としての可能性があり、削器と目的的剥片との組み合わせから本ブロックの性格が視えるのかも

しれない。

12-14 在:額・
. . 

。

12-15 

合 A島

4m 

20.0m 

間?十三と三己三三協
第23図 WIX2-3ブロック石器分布図
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WIX4プロック(別図 31-4・5) 

出土状況 1 2 -24グリッド内で 2点の剥片が相接して検出され、これをWIX4ブロックとした。石器等の集

中部からやや隔たって 2点の遺物が検出されたのは、前記WIX2ブロックの他にWIX7ブロックがそうで、削片

を含まず剥片を主とする構成をとるという共通性を指摘することができる。 WIX2ブロック及び羽司X3ブロック

には近接して炭化物片の集中箇所が認められたが、 WIX7ブロックはまったくの単独出土である点が違う。

出土遺物 黒曜石の同一母岩(9 -13)の剥片。この種類の石材は他のブロックになく、 2点のみが搬入され

たものと考えられる。両例共に小剥片であり、特に記すべきことはない。

WIX5ブロック(第 24図) (別図 31-6 ~ 8) 

出土状況 1 2 -43グリット内にすべての遺物が分布している。母岩別構成は、以下となる。

母岩番号 9-3 (チャート)……剥片 2、削片 2 (合計 4) 

母岩番号 9-8 (玄武岩)……石核 1、剥片 1、削片 2 (合計 4) 

母岩番号 9-10 (チャート)……剥片 2、削片 5 (合計 7) 

これを器種別に整理すると、石核 1、剥片 5、削片 9となる。母岩番号から明らかになるように、本ブロック

はWIX1ブロック、 WIX6ブロックと共通の母岩ばかりから構成され、 WIX1ブロックとは接合関係が認められ

る。また、ブロック内での接合率も高く、母岩 9-3は3点、母岩 9-8は2点、そして母岩 9-10も2点接合

し、本フゃロックの形成にかかわる作業内容を暗示している。このことは、このブロックがWIX1ブロックとWIX

6フキロック聞に位置するという状況とも関連するであろう。

出土遺物 6、7は大型剥片の断片とその接合状況を示している。素材である剥片はチャート製 (9-3)で

打面部及び背面右側縁部に旧剥離面を留めるところから、先に分析を加えた回転系多打面型石核から剥取された

ものと見られる。背面を広くおおう旧い剥離面が旧打面に相当しよう。 ~J片の分断には極めて特殊な技法が使用

されている。すなわち、背面中央にタガネ様の剥離具をあてがい、これをハンマーによって強打することにより、

素材を 3分割することに成功している。タガネ痕は割れ目の集束する点に認められるが、そこはアパタ状に潰れ、

打撃の強裂さを示している。分割された 3剥片のうち、 1点はその場で簡単な加工を加えられ、削器として機能

し、他の 1点はWIX1ブロックへ搬出されている。

8も6と同趣の石器と見られる、素材(9 -10) はチャー卜円礁の磯皮を留める不整形の剥片であり、打面周

辺に粗し唄l離が加えられ、へラ状の形態にととのえられている。この調整段階の削片が接合した。比較的大型の

剥片に粗雑な剥離を加え、未調整の縁辺を機能縁とする石器は、本期には良く見られるものである。

9は剥片と石核との接合関係を示している。最終的には両設打面石核のように見えるが、下設打面を被う剥離

面は石核側面を打面とした剥片剥離に結果するものと考えられ、固定的打面を企図としたものとは認められず、

7のごとき剥片の母体、すなわち、本例も回転系多打面型石核の範囲書に帰属するものと考えられよう。

WIX6ブロック(第 24図) (別図 32)

出土状況 1 2 -73、74の両グリッドにまたがり、東西 4m、南北 2mの範囲に密集して石片が分布してい

る。石片の分布は、細かく見ると決して一様に散在しているのではなく、東西 2箇所の密集部と、その周辺に分

布するものとから構成されていることが分かるが、この東西 2群の分立は決して偶然的なものではなく、伺らか

の背景を想定する必要があるように思われる。例えば母岩構成に着目してみると西側の一群がチャート(9 

3 )、凝灰岩 (9-7)と共に多数の玄武岩 (9-4)を含むのに対し、東側の一群はほとんどチャー卜 (9-3) 

と凝灰岩 (9- 7) とによって構成され、更に石器分布図に加えた接合線も東西各ブロック内に自立的に認めら

れる点からも、この間の事情の一端を窺知し得るであろう。近接した時間差をもった 2度に及ぶ廃棄の結果とし

て一つのブロックが形成されたと見てはどうであろう。

出土遺物 ほとんどが小さな削片ばかりで、図示した資料が比較的大型のもの。削片の大半は剥片作出段階の
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撞ねものと考えられる。石器として加工されたものは更に少なく、 7のナイフ形石器破片、 11の模状石器の 2点

にとどまり、剥片としたものに就いても自体的使用に供された可能性をもつものはほとんどなく、僅かに 1、3

に使用痕を認めたが、 2例共にブロック周辺部の出土で、母岩も石片集中箇所に看取されるものと異なっている。

石核は一例の検出にとどまったが、 WIX1ブロックへ搬出された仲間が居ることは既に指摘した通りである。

遺存例に就いて観察する。

13に4点接合後の実測図を掲げた。母岩番号は 9-7、石材は凝灰岩である。同種母岩は合計 103点もあり、

本フ+ロックの主流派を形成している。器種別内訳はナイフ形石器 1(7)、石核 2(13)、剥片 3 (14、15他人削片 97

となっている。破砕状態のものが多いのは母岩の粗悪さに由来するものと考えられる。原醸面を留めるものの比

率が高いが、剥離段階に対応するものか、あるいは原石の大きさに由来するのか不明であるが、おそらく原石粗

割りに際して作出されたものが多いと考られる。

石核の素材は部厚い剥片と推定される。一面に大きく節理面が残っているから、節理面に沿った原石分割を石

核作出の最初の階程と考えて良いであろう。剥片剥離はまずこの節理面を打面に選び、縦に裁断するように 2枚

の板状の剥片を落とすことから開始される。落とされた剥片の一方は石核に用いられており、本石核が石核作出

剥片としての性格を帯びていた可能性がある。次いで石核は側転されて石核転用剥片を落とした剥離面を打面に

転位している。ここで再び板状の剥片が剥離されている。作出剥片が横長の板状を呈すものの、喜朗l離原理は回転

系多打面型の範囲毒に帰属しよう。

W医 7ブロック(別図 33-1・2) 

出土状況 1 2 -77、12 -86グリッドから 1点ず‘つ剥片が検出された。他のブロックから遊離して 2点の剥

片が残されていたことになるが、この状態はWIX3、WIX4両ブロックと共通し偶然の所産とはみなし難いもの

があろう。

出土遺物 1は剥片、泥岩製で同種母岩は他ブロックにはない。一面に大きく原醸面をとどめているが、打面

は背面からの一撃によってとばされている。 2も剥片。チャート製(母岩番号 9-11)であり、 WIX6ブロック

に同種母岩の削片が 2点あり、本ブロックとの時間的同一性を疑いえないものとしている。打面は旧剥離面であ

り、本例もまた回転系多打面型石核から剥離されたものと考えられる。打点を右→左→右と移動しながら後退さ

せているが、打面に認められる旧剥離面の遺存状況から、本例作出までには 2"-'3枚程度の剥片しか得ていない

ことが窺われよう。尾端はヒンヂフラクチュアーで、左右両側縁の刃こぼれが著しい。

W医 8プロック(第 25図) (別図 33-3 "-' 8、34)

出土状況 H 2-40グリッドに大半の資料が集中している。ブロックの長径は 3mに近いが、特に密な分布は

H 2-40ポイン卜南東部を中心とする径 1m位の部分である。 2点の異種母岩を除くすべてが単一母岩で占めら

れ、接合率も高く、原石搬入から剥片剥離に到る諸工程をこの場に想定できょう。岡村道雄氏の剥片剥離に伴う

飛散実験によれば、剥片や削片の飛散範囲は径 0.7mとされており、本ブロックの石片集中部径と大きな懸隔は

ない。

出土遺物 まず、 2点の異質分子について観察する。別図 33-3は母岩番号 9-8の玄武岩製の加工痕のある

剥片である。この母岩の石核はWIX5ブロックにあり、そこで最終剥離が行なわれたと推定されるが、 WIX3、

WIX8両ブロックに 1点ずつ良好な剥片、及び加工された剥片が搬入されていることになる。別図 33-5は

チャートの部厚い剥片。同種母岩は第 3次調査資料中(第 38図 19)に認められる。

上記 2点の他はすべて単一の玄武岩(母岩番号 9-17)ばかりであり、 3組の接合例がある。うち 1組は 15点

の接合により、本層にて呈示した 3種の剥片剥離技法とは異質な、第 4の工程の存在を明らかにすることができ

た。
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別図 34に接合関連を石器をまとめた。 10が全点接合後の状態、 9右が中間のー状態、 9左は石核、そして 1"-' 7 

が石核から落ちた剥片。別図 33-4、6、7も、この石核から剥離されるものであるが、接合関係はなく、おそ

らく別図 34-10の状態に先行する段階での剥離作業に結果するものであろう。以下剥離の進行状態を復元する

が、資料番号は別図 34の番号に一致する。

剥離は打面の位置関係を基準に前後 5段階に分けることができる。これを段階 1"-'段階Vとする。

段階 1 4、 1、6の剥片が相ついで剥離された段階である。 4、及び6の資料の背面に観察される剥離がこ

れら一連の工程に先行して行なわれているが、遺存しなし迫。この先行段階での剥片は 3"-'4枚と考えられ、背面

には大きく際皮を残していたであろう。打点は左→右へ移動するが、左端から右端への移動を I単位移動とすれ

ば、 2単位移動によりこの工程を終了している。この段階での作出剥片数は 5枚前後と推定される。

段階II 段階 Iで形成された石核上のネガティブな剥離面が打面に転じられ、 5の剥片が剥離されている。 5

の剥離以降剥離された剥片のすべてが失なわれている。

段階III 石核は再度反転され、 7、8の順で剥離がすすむが、?と 8の聞に 1枚の剥片が失なわれている。合

計3枚の剥片が得られたのであろう。

段階IV 7と8によって形成されたネガテイブな剥離面を打面に 2、3が剥離された段階である。 2と3の接
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合関係は特殊で、 2、3は本来 1枚の剥片であったらしく、剥片を一種の石核に転用し、 3分している。 2の背

面左の剥離面は段階IIの作業によるもの。この工程での剥離枚数は僅か 1枚である。

段階V 剥片剥離の最終段階であり、段階IIによって作出されたネガテイブな剥離面のうち、段階III、IVによっ

て切り取られなかった僅かな部分を打面に 3枚位の小剥片を落としているが、 2点を遺存している。 9は最終相

を示す残核である。いわゆるチョツパー状の石核の典型的な形態を示している。段階Vの後に、一面から他面へ

4回の連続的打撃による剥離がほどこされているが、打面の新しい作出を意図したのかもしれない。

要約すると、この技法は剥離作業の結果生じるネガティブな剥離面を打面化することを繰り返しながら、連続

的に剥片剥離を進めるものであり、実際には石核の反転による表裏交互の剥離を重ねるものである。これは回転

系多打面型の剥離技法とはまったく異質の技法と考えられ、ここでは仮に置換系打面交代型の剥片剥離技法と呼

んでおく。また、その石核を置換系打面交代型石核としておきたい。

このような技法下に生産される剥片の多くは惰円形に近い形態を示し、打面は平坦打面、若しくは、 2枚の剥

離面から構成される稜っき打面をもち、打点の移動単位が 1~ 2単位であることが多いため、剥離の全工程を通

じて磯面の一部を背面にとどめる場合も多く、陳面の存在から直ちに原石調整段階の剥片であるとする安易な規

程に再考の余地を与えている。ただし、原石が十分の大きさを確保している場合は別であろうが、本来この種の

剥離技法は剥片剥離と打面準備とを一体化し、原石の形状に沿うように剥離を進行させるという省資源型の技法

なのであろう。

小結 第 3次、第 4次両調査の結果、台地上のフーロックは完掘されたと見て良い。ブロックは最低 2点の剥片

から成る小規模なものから、 100点を越えるものまで、いろいろな位相差をもち、その機能と関係性の多様さを想

わせる。

製品化された石器はほとんど残されておらず、不明の点ばかりであるが、遺存した多くの剥片と石核とから、

ようやく本地域における該期の剥片剥離技術の実態を究明し得た点こそ、最大の成果であろう。しかし、本遺跡

にすべてが尽くされたとは限らないから、今後の資料増加に伴い更に歩を進めねばならないであろう。
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第 2節台地東 (E区)地区の調査

III層直上 遺物の総数は少ない。 B3-11グリッド及びその周辺部に lフ。ロック (EIII直上フやロック)を検出

した以外には散発的な遺物採集にとどまった。後述するように、縄文草創期の石器群を含んでいるが、便宜的に

ここで記載しておく。

EIIl直上ブロック (第 26図) a群(別図 35- 1~ 3)、b群(別図 35-6・9~ 1 7) 

出土状況 B 3-11グリッドのIII層上面にて 3点の有舌尖頭器がまとまって検出された。周辺部を精査したが

B 3 -00グリッドを中心とする径 7mの範囲内に 10点の石片類が同一層準で検出され、前記の有舌尖頭器のブ

ロックは別な一群を形成するらしいことが判明した。前者を a群、後者を b群とした。

出土遺物 まずa群の尖頭器に就いて観察する。 1は尖頭部と舌部とを欠失する有舌尖頭器である。泥岩製。

形態は逆刺の発達した有茎$0活lである。 2も泥岩製の小形の有舌尖頭器であるが、 lとは石質を異にする。外部

に突出する特有な逆刺が印象的である。本例もまた尖頭部と舌部末端を失っている。 3は黒曜石製であり、両側

縁からの規則的剥離痕を重視して有舌尖頭器と判定したが、上下から両極的な剥離が入札模状石器に転用され

たものかと推定される。本来の形態は全く不明であるが、 l、 2同様の小型品であったらしい。

b群は凝灰岩の剥片、石核、削器とから構成される。 10点の資料はすべて接合して剥離工程を復元することが

できた。素材は節理面に分割を受けた大形の剥片である。ほぽ 60mm X 90 mm位の大きさであったろうか。剥片剥離

はこの節理面を打面に、際皮をそぐように時計廻りに連続的加撃を重ねている。剥離は一周したところで中止さ
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れ、 15の残核が残され、剥片の一部は 14に見られるような 2次加工を受けている。また、 11例のごとく比較的

整った剥片はそのまま使用に供されたと考えられる。接合し得た 10点以外に、最低5枚の剥片が得られたと思わ

れるが、プロックの内外に遺存せず行方不明になっている。

EIII直上プロック外(別図 35-4・5・7・8)

4， 5は有舌尖頭器， 7は有舌かどうか分らない尖頭器、 8は植刃である。 5はIII直上ブロック a群に近い時

期の所産であろう。 4、8は多少遡行しよう。 7の帰属は不明である。

小結 a群、 b群に分けて概観したが、両者の同時性を検証し得る資料を欠き、むしろ、他人同志とした方が

良いであろう。

有舌尖頭器を含むa群はその形態から帰属時期を推定することができる。不明確な 3は除外するとして、 1、

2と近似する資料は、神奈川県花見r東京都なすな京ハヶfZど南関東の縄文草創期初頭の遺跡に見られる。

良く分らない花見山は除外して、なすな原、ハケ上は微隆起線縄文土器を伴っているから、 a群もその噴におい

て良いだろう。千葉県内ではこの段階の土器の実態は未だ良く究明されていない。

皿層 W区にて多数のプロックを本層中より検出したので、 E区でも期待していたのに僅か2プロックしか出

てこなかった。他にブロック外より比較的多数の石器を得た。細石刃が単独出土していることも確認された。

EIII1プロック(第 27図) (別図 36)

出土状況 C 5-54グリッドから検出された。本プロックより南西に 2mを隔ててEIII2プロックが位置し、

両者は密接に関連している。プロックの遺存状況は良好で、ほとんど後世の擾乱を受けず、プライマリーな状態

を保っていると考えられる。検出層準はIII層上半で、 III層の中位より下からは出ない。

出土遺物 削片の数量が多いが、石槍、ナイフ形石器、彫器、削器などの製品も少なくなく、非常にまとまり

のある内容を示している。石材は泥岩(頁岩と通称されている)がほとんどで、それも母岩番号 118、119の2種

が卓越し、素材加工に係る一連の作業を背景として形成されたブロックであろう。

石槍は最低6個体である。完形品は 1例、他の 5例は小破片であるため実態究明を困難なものにしている。他

に石槍と密接な関連を有すると思われる特殊な削片の一群(石槍削片)がある。遺存する石槍は大きく 2類に分

けられるが、石槍削片から類推される仮想類を加えるならば3類に細分される。

(1)横断面が蒲鉾状をした半両面打製のもの(別図 36ーし 21)0 1は未製品かもしれない。

(2) 周辺加工のもの(別図 36-2， 6)0 2は石槍削片を素材とするもので、極めて稀な例であろう。

(3) 別図 36-4， 15を典型例とする石槍削片の存在から、東内野型尖頭器の存在が想定されるので、これを仮

想類とする。

ナイフ形石器は 3例。別図 36-3は基部破片であろう。両側縁に刃潰しがある。同図 5は完形品であり、非常

に重要な意義をもっ石器と考えられる。素材は縦長剥片で石器基部と素材打癌部とを一致させている。背面左側

縁に連続的刃潰しが、腹面左側縁には平坦な腹面剥離が認められる。この加工によって全形は木葉形に近く仕上

げられているが、左右対称とはならず、少しくー側縁が突出する。また尖頭部より刃部にかけて微細な樋状制離

が観察されるが、それが如何なる性格のものであるかは分らない。同図 8も基部破片か。

彫器は 6例を数え種々の変化がある。大きく (1)通常の剥片を素材とするものと、 (2)削片系彫器とに 2分される。

各類3点ずつある。

(1)類別図36-7例。肩平な比較的大きな剥片を折断して素材としている。一辺には細かい剥離を重ねて、折

断面とこの剥離の加えられた一辺とによって三角形の 2辺を構成している。残る一辺が樋状剥離の加えられる辺
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状剥離の加えられる辺であり、樋状剥離は現存する剥離痕から 2回にEる剥離の結果であると考えられる。最初

に折断面側から、次いて守剥離の加えられた側縁部側から加撃されている。ただし、折断面を打面とする剥離は、

前後 2次に及んでおり、第 2次の剥離と逆方向からの剥離との先後関係は良くつかめなしミ。同図 9は、縦長の剥

片を周辺剥離によって整形して、上下両方から樋状剥離を入れるもの、同図 12は2点が接合して完形となった。

素材は石刃に近い整った剥片である。並行する腹面剥離が認められるが、打面部折断との新旧関係は不明で、ある。

樋状剥離は前例とは全く異なり背面尾端部へ斜位に横断する状態で認められる。同図 7例と共に Burin trans-

versalの一種として良い。

(2)類別図 36-4は石槍削片を折断して、その折断面を打面として上下より刻打を入れている。同図 10、11は

削片をそのまま利用し削片打面部側から刻打を加える例である。彫器作出に伴う削片もある(同図 30~32) 。この

種の削片は時として細石刃と誤解される場合がある。

削器は貧しく同図 13、14などを端削器の仲間として指摘し得るにとどまった。

剥片も少ない。同図 16、17、23、33、34など、何れも縦長剥片であるが、背稜は I本、あるいは乱れたものが

多く、資料数も少ないから、同期の剥片生産の実体をどの程度反映しているか疑問であろう。 33は非常に部厚い

折断剥片であるが、もしかすると石槍の素材として持ち込まれたものかもしれない。

石槍削片は 13例を図示したが、(同図 2は除外)更に分類される。削片のうち完形のものは 3例にすぎず、し

かもこの 3例のうち 2例は前述した彫器であり、 I例(同図 20)は折断には不適かと思われる小型で部厚いもの

で、使用痕が著しい。残余の 10例はすべて折断されている。このうち彫器転用のものが 1例あり、 9例が折断削

片である。折断は頭部、若しくは尾部を折断されているもの(2分型)がほとんどであるが、胴部破片(3分型

か 同図 25)もある。この傾向は彫器削片にも該当する。国示した 3例のすべてが折断削片であり頭部 1、尾部

1、胴部 Iという組成を示している。

EIII2プロック(第 27図) (別図 37-1 ~12) 

出土状況 C 5-63グリッド検出。径 4m位でEIII1ブロックと同規模であるが、遺物は破砕醸を中心として

散慢な分布を示している。第 29図を見ると遺物の相対水準が高いように投影されているが、これは地形の傾斜に

起因するもので、 EIII1ブロックとの差はない。

出土遺物 彫器が l点、他には石核、剥片、削片が若干あるにすぎず、大半が破砕擦によって占められている。

傑は火熱を受け赤変が著ししユ。また、 EIII1ブロックとは母岩番号 3-116、3-117、3-118、3-119、3-124 

など数種の共有母岩があり、このうち 3-119には直接的接合関係がある。

別図 37-1は彫器。素材は石槍削片の可能性もあるが断定できない。素材打面部に刻打を交叉させている。同

図 2 、 3 は石槍削片、 3 は頭部、尾部を落としている。 4~6 、 10~12 は剥片。 5 、 9 は部厚い剥片を横割りに

した同趣の折断技法を示し、一種の石器素材として作出されたものかもしれない。 7は残核、 8は彫器削片。

E区プロック外(別図 37)

ブロック外の石器のうち EIII1 、 EIII2 ブロックと関連すると考えられるものは別図 37-14、 15、 17、 22~25

である。同図 16、21などは同時期の所産なのであろうが、直接的関係は不明である。

14、16は石槍。特に 16は東内野型尖頭器の優品である。 21、23、24は彫器。このうち 23、24は(1)類、 21は(2)

類である。また 24は、 Burintransversalで本層 3例目。 13も彫器の可能性があるが判然としない。 19は側削

器、 17、22、25は剥片(し〉ずれも U フレである)015は石槍削片、 18と20は良くわからなしミ。

小結 E区III層の 2つのブロックを中心に概観したが、石器を中心に問題点を指摘しておく。

最初にこれら 2ブロックの編年的位置を考えねばならなしミ。既にW区田層の項にて検討したように、 W区III層

は大きく 3枚の文化層に分離された。そのうち最も古期に帰属する文化層は月見野 Iに併行し、最も新期のそれ

は、仮に相模野との関連を求めるならば報恩寺に並び、月見野IvX、塩田?相模野No.149下選挙とも密接な関連を
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有することも指摘した通りである。月見野 Iは相模野Bl下を産出層準とし、報恩寺では遺物の上下移動が著し

いが、相模野BO上面が主要包含層と認定された。従って、今のところ類例を欠く W区III中層は月見野 Iから報

思寺との問、層準としては相模野B1から BOの聞に編入されよう。

ローム層の細分のすすんでいる相模野を例にとるならば、従来石槍の出現期は本琴川 L2とされてきた。その

後下九沢山谷第IV文化層から 4例の石槍が検出され、その初現は相模野B、B2に遡行することとなった。一方、

武蔵野では野川の層位的出土例から野川IV-lが石槍出現期と考えられ、野川IV-2が砂川近似のナイフ形石器

を含んでいることから、少くとも砂川併行期以降に石槍が盛行するであろうと予想された。ところが、西之台B

地点ではIVUpperに砂川型ナイフが出土し、その下層IVMiddleに石槍が出現して、従来の見通しの一部が崩

れてしまった。ところで、再び相模野の状況に戻るが、相模野方面で砂川併行期と考えられる寺尾IVは相模野B

1 下~L2 に比定され、下九沢山谷IVに後在し、月見野 I に先行するから、相模野、武蔵野方面では、今のとこ

ろ砂川併行期直前に石槍が出現し、それに後続して石槍の盛行をみると考えられる。

周辺地域のこのような情勢を背景として下総台地の石槍出現期の前後を整理してみよう。良く知られているよ

うに、木苅峠での石槍の出現は木苅峠III3期であり、木苅峠IV1期には未だ石槍は主要器種として登場していな

い。この地域で他にソフトローム層中で石槍を伴なわず、ナイフ形石器を多く出す遺跡は、今島田、雨古瀬、獅

子穴VIなどが知られている。これらがほぼ木苅峠Vll期に相当するのであろう。復山谷W区III下層もこの期と併

存する可能性が高いが、直接的対比は無理であろう。今島田はかつて東山と比較されたことがあったが、むしろ

砂川に近く、雨古瀬と並びに本地域における砂川系文化の波及を示すものと評価すべきであろう。

以上の内容を要約すると、下総台地では石槍出現期は砂川併行期の地域的編年基準である木苅下Vll期に後れ

る。そして、下九沢山谷IV、西之台B地点IVMiddleに対比すべき資料は未検出と言うことにな，う。こうした

背景を踏まえて初めて EIIIl，EIII2ブロックの位置付けが可能となろう。

ここで再びEIII1ブロックのナイフ形石器に注意したい。刃潰しと腹面剥離(裏面基部加工)との対応関係は

砂川期の諸例と密接に関連し、共伴する石槍が相対古期に遡る可能性を示唆している。これに近い例は流山市桐ケ

谷新田であろう。石槍の組成も一致し、(l)~(3)類を網羅している。残された最大の問題はW区凹中層との関連で

あろう。 W区凹中層もまた本地域での石槍出現に関る重要な問題を内在しているが、今の段階では、 E区田層の

削片系石器が東内野上層と密接に関連するところから、 W区III中層のナイプ形石器主導型石器群に後在すると考

えるのが常識的であるから、 W区凹中層→E区凹層という変遷を考えたい。かくして、復山谷遺跡III層は 4期に

区分され、最終期(細石器文化)は更に 2亜期に細分され、 5時期に亘る変遺をたどることができる。

最後に削片系石器に関して簡単に触れておく。石核としての石槍とも評価可能な有樋尖頭器の機能的研究は大

平山元IIを曙矢とするが、その後東内野での多量の石槍削片の分析が公表され、具体的な工程腹元にまで至って

いる。男女倉技法とも仮称され、その特殊な技法の系統関係にも発言が及ぶようになった。湧別技法など持ち出

すのも良いが、その前提としてそれらの技法が、諸地域における石器群変遷の裡で如何なる位置を占めるのかを

吟味しなければなるましh

IV層 第5次調査時において主体的に遺物の検出をみた層準である。 C4、C5、B4、B5の各大グリッド

に及び、約 2，000m'の範囲内に 14のブロックがやや隔たって 1ケ所の炭化物片集中に伴う削片2点からなる小フ9

ロックが検出された。未調査区域内に存在するかもしれない。不可視のブロックは別としても、調査指定区域内

に関してはすべてブロックを捨っていると考えられ、同一層準に含まれるフ。ロック形成の諸過程を知り得る好資

料であろう。

EIV 1プロック(第 29図) (別図 38、39)

出土状況 C 4 -32， 42グリッドを中心に分布しているが、西側が調査区域外にかかっている。ブロックのー
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第29図 ENlプロック石器分布図

部が未掘であるが、大半の遺物は収納されたと見てよいだろう。

出土遺物 石器の主要材質はチャート(母岩番号4-13) と珪質粘板岩(母岩番号4-21)である。ナイフ形

石器(別図 38-2) と削器(同図-1)の他は剥片、石核、削片ばかりである。剥片と石核に接合例が 3例あ

る。

EIV2プロック(第 30図) (別図 40-1 "-'13)。

出土状況 C 4-43グリッド周辺の石器の集中をEIV2プロックとした。珪質粘板岩の他に玄武岩(母岩番号

4 -23) と黒曜石がある。黒曜石の肉眼による母岩識別は非常に難しく、小片に至っては全く不可能と言ってよ

い。本ブロックの黒曜石も不確実性を帯びているものの母岩番号4-100、としたものが含まれている可能性が高

し ~o
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出土遺物 石器としては、石錐(別図 40-8)が1点、他は石核(同図-10) と剥片類で、他は離が2点あっ

た。石核は剥片の腹面を打面として、幅広の剥片を剥離するもの。また、同図一 2の剥片からは置換系打面交代

型石核の存在が予測される。

E IV 3プロック(第 30図) (別図 40-14~30)

出土状況 C 4-46ポイントを中心としているが東に隔たって剥片、端削器、離の出土があった。削片は少な

くほとんどを図示(別図 40-14~30) した。石材は母岩番号 4 -21の珪質粘板岩が多いが、泥岩 (4-14)、破

璃質安山岩(4 -17)、黒曜石(母岩不明)などを少量交じえている。珪質粘板岩 4-21はEIV1ブロックにも多

数あり、石核や削片も多く含まれるから、 EIV1→ EIV 3という流れを想定できょうか。一方、破璃質安山岩4

-17は、 EIV5、EIV13両ブロックに分有されている。

出土遺物 石器としては、部厚い大型の剥片を用いた端削器、ナイフ形石器の基部破片があるのみで大半は剥

片である。

EIV 4ブロック(第 30図) (別図 41-1・2) 

出土状況 C 4-37グリッド北東コーナーの 4点によって構成される、ナイフ形石器、蔽石、剥片、削片各 1

点ずつ。

出土遺物 ナイフ(別図 41-2)は横打剥片製で打面部と対応尾縁に刃潰しが施されている。珪質粘板岩製で

あるが、母岩は良く分からない。敵き石は細長い醸の上下に打痕が認められるが、本ブロック内での剥片剥離の

形跡は無く、あるいはナイフ形石器の修正用か。

EIV 5プロック(第 31図) (別図 41-3 ~24、 42)

出土状況 E区IV層最大のブロックであり、多数の石器や礁から構成されている。分布域は、 C4 -55~58、

B 4 -66~69 に及び東西に長い状態であるが、石器が特に集中するのは C 4-57、C4-67の両グリッドに限ら

れる。産出層準はIII層からVI層に及ぶが、 C4-56の配離はVI層上面にあり、他のグリッドの遺物が波状帯下に

集中するのに対しやや深い。また、 C4-57ではIV層上面のレベルが異状に低く、従って、遺物もその分だけ沈

んでいる。 C4-56の配醸構成は他と共通しているから(例えば安山岩 4-85)、時期差をもつはずは無く、何ら

かの掘り込みが存在したと考えるのが妥当であろう。また、 C4-57グリッドの異常層位も掘り込みと見るべき

であろう。すなわち、本ブロックを居住祉、あるいは居住行為に関連する何らかの遺構と考えたい。

母岩構成を見ると、玄武岩 4-23、凝灰岩 4-25を主体としている。黒曜石、珪質の泥岩もあるが少ない。別

フネロックとの母岩共有関係に注意したい。共有関係を有するものは、 5母岩ある。

母岩番号 4-17、EIV3ブロック EIV 13ブロック

母岩番品 4-23、EIV6ブロック、 EIV10ブロック、 EIV11ブロック、 EIV14ブロック

母岩番号 4-24、EIV6ブロック、 EIV10ブロック

母岩番号 4-26、EIV7ブロック、 EIV8ブロック、 EIV10ブロック

母岩番号4-100、EIV8ブロック、 EIV10ブロック

これらの現象の背景に関しては、居住空間の移動、搬入石材の分与、石核の移動、剥片の集団聞の移動、製品

化の過程と製品の流通関係等にEる検討を要するが、今後に委ねられた。

出土遺物 別図 41-3~ 5、10、12はナイフ形石器、同図 6、8、9は切出形石器、同図 7、11は角錐状石器

とすべきもの。石核は同図 18、別図 42-8、16の3例。 8はプロック周辺の単独出土であるが便宜的にここに含

めた。 3例共に異った剥離規範をもつが、本層準の例品としてはあたり前のもの。別図 42-10、11の接合例 13

も、周囲 16と同種の石核の存在を明示している。別図 42-12は磨石

EIV 6ブロック(第 32図) (別図 43-1 ~ 4) 

出土状況 EIV 6ブロック、 C4一76グリッド検出の小ブロックで、 EIV5ブロックに南接しており、その延
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長と考えられないこともないが別にした。ナイフ形石器2、切出様折断剥片 1、剥片3、削片 1、醸片 2からな

る。

出土遺物 ナイフ形石器(別図 43-1)はWlV1ブロック出土例に似ている。同図一3は大型のナイフ形石器

の胴部破片であろう。たぶん東内野中層の大形の類例と関連があるのだろう。このような大きいナイフ形石器は

多摩蘭坂にもあり、津之江南に併行する段階の畿内からの影響があったのであろう。

EIV7プロック(第33図) (別図 43-5 ~29) 

出土状況 C 4-94ポイント周辺の削片群を本フ.ロックとしたが、周辺からも広範囲に遺物が検出されてい

る。遺物は黒曜石の削片が多いために、母岩の確定し難いものが多いが、だいたい母岩番号4-99か4-100で

はないかと推定される。

出土遺物 5は切出形石器、 6は二側縁加工のナイフ形石器、 12は模状石器、 29は敵打具であろう。剥片の多

くが破片化、あるいは破砕されている。人為的折断との分別が難しい。

EIV 8、IV9プロック(第 32図) (別図 44、45)

出土状況 C 4-85グリッドにあるものをEIV8プロック、 C4-86グリッドのものをEIV9プロックとし

た。両ブロック聞は 0.5mと近接しているが、視覚的に分離し得ることは明らかである。両プロック共に黒曜石

の占める割合が高いが、少量の粘板岩、凝灰岩、珪質泥岩、玄武岩を交じえている。

EIV 5プロックは黒曜石(大半の母岩は識別不能)主体で、大量の微細な削片と少数の剥片とから構成されて

いる。一方、 EIV9プロックも黒曜石の削片を主体としているものの、珪質泥岩母岩番号(4 -14)の剥片も 23

片あり、相互に接合するものもあるから、黒曜石と泥岩の工作に関与していると考えられる。また、黒曜石製の

ナイフ形石器破損品(別図 44-5~ 7、10)が4例あるところから、この工作に製品加工の段階の含まれること

も考えられるが、削片の分析は行っていない。

出土遺物 石器組成は、前記したナイフ形石器の他には彫器(別図 44-11)が1点ある。他に使用痕のある大

型の剥片(同図-14、16、17)があるが、この 3点は本プロック内で生産されたものではない。剥片や接合する

資料の観察から、置換系打面交代型石核の多用を窺知し得るが、石核は残されていない。ただ、プロック状の黒

曜石の破砕片が数例あり、あるいは石核は最終的につぶされている可能性がある。

E IV 10、IV11プロック(第34、35図) (別図 46)

出土状況 EIV 10ブロックはEIV4プロックの南方に近接している。 C5-06グリッドに大半の遺物が集中

している。凝灰岩、泥岩、砂岩から成る小配醸があり、この配離と一致して削片が分布し、周辺部から剥片の検

出される傾向が認められる。

EIV 11ブロックはEIV10に南接する。 C5-26グリッド周辺から小量かつ散漫な出土状況を呈している、 III

層中に浮遊している遺物が多いが、 IV層としてよい。黒曜石の剥片主体で、製品化されたものは別図 46-10に示

した削器のみ。

出土遺物 lはナイフ形石器、 7は彫器、 5は石核で残りが剥片。黒曜石に関してはほとんど母岩識別が不能

であったが、黒曜石 4-99、4-102の2種を同定し得た。 4-99は5プロックに分有され、 4-102はEIV5プ

ロックと接合関係がある。

EIV 12プロック(第34図) (別図 47-1 ~11) 

出土状況 C 4-98グリッドにて検出された。近傍に古墳時代の竪穴住居祉が掘り込まれており、必らずしも

遺存は良好とは言えない。黒曜石が多いが、細片が多く母岩の同定が難しい。 I点のチャートの様、 17点の削片

の他は剥片と削器、ナイフ形石器とから構成されている。

出土遺物 1と2は削器である。 1が縦長剥片のー側縁を加工し削刃を作出しているのに対し、 2は石核の再

利用であるらしく、剥片剥離による凹部を削刃に転用している。 5はナイフ形石器。基部に打面を大きく残し、
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基部に接する側縁部に刃潰しが加えられているが、全体に幅広で特異な形状を示している。類例は神奈川県小園

前畑、野川IV3 bなどに散見される。

E IV 13プロック(第 36図) (別図 47-12~14、 48)

出土状況 B 4-70、B4-80グリッドを中心とする。広範囲、高密度の炭化物片集中と一部重複している。

削片は 8点と少なく、ナイフ形石器、削器、模状石器、使用痕のある大形剥片などから構成される。炭化物片集

中も認められた。炭化物片に密度の高低があり、高密度部にIV、V層の落ち込みが看取された。

出土遺物 石器は別図 47-12、13、14、別図 48に示した。ナイフ形石器は 3点ある(別図 48-1~ 3)0 1は

基部加工、 2、3はー側縁加工で切出形石器の影響を感じられる。同図 5は側削器としてよいであろう。同図 4、

6は打稜付きの縦長剥片、打面と剥離面との置換による交互剥離の石核の 90"打面転位による作出剥片であり、石

核の側面調整痕を有する稜付き剥片とは本質的に異なっている。

石核は 2例(別図 47-13、14)で、同一母岩異個体のもの。岐璃質安山岩(4 -17)で、この石核から剥離さ

れた剥片はEIV3、EIV5両ブロックに搬出されている。両例とも残核に近く、求心的剥離痕をとどめている。

EIV 14プロック(第 37図) (別図的、 50-1~33) 

出土状況 B 4-82に密集状態で大量の削片、ナイフ形石器などが出土した。他に周辺部の若干の資料をも含

めて EIV14プロックとした。黒曜石製の剥片と削片がほとんどすべてであるため、母岩の識別は困難であった

が、おそらく母岩番号 4-99が圧倒的に多いのであろう。

出土遺物 ナイフ形石器は 8点ある(別図 49-1~ 6、8、10)。基部加工とー側縁加工のものが主体的で、横

打剥片を圧倒的に多く用いている。破損品が半数を占めている。同図 9は角錐状石器とした。 10もその可能性が

ある。同図 7は玄武岩製の特殊な石器の基部破片であり先端部は不明。あるいは石槍様の石器であったのかもし

れない。同図 11、12は端削器、 13は彫器様の石器、 14は模状石器、 18は敵打具である。また、別図 50-1は剥

片の一端を尖らせた石錐。

剥片は主として別図 50に示した。不定形で小形、割れているものが多い。削片も非常に微細なものが多く、石

器製作、なかんづくナイフ形石器の製作に関与するものが多いと思われる。残された剥片は、石器素材としては

不適であるものとして捨てられたのかもしれなし、

E IV 15ブロック

出土状況 B 3-10グリッドから 2点の削片(母岩番号 4-15)が検出されたので、これをEIV15プロックと

した。 EIV1~EIV14 ブロックとは遠く隔っているが、 2 点の珪質粘板岩の削片は、 EIV 1ブロックと分有関係

が認められ、時間的同一性が検証された。削片の由来は良く分らないが、この場で刃付け、あるいは石器修正が

行なわれたのかもしれない。削片を 2点だけ遠くへ廃棄する人間は居ないであろう。

EIVプロック外 (別図 50-34~37)

出土遺物 プロックから隔たっている単独例、揖乱による帰属不明の遺物がある。これらの一部を別図

50-34~37 にまとめた。 34 はー側縁加工左刃のナイフ形石器。 35 は EIV 14プロックにも類品のある一種の彫

器、古墳時代の遺構覆土からの採集品。 36、37は剥片である。覆土採集品はともかく、単独例はその背景を探る

必要がある。

小結 E区IV層に検出された 15のプロックに関して概観したが、これらには規模の大小、構成器種の異同等に

よって、種々の機能的差異のあることが知られた。一方、厳密な母岩識別と接合関係の追跡は、これらの諸プロッ

ク聞に多種の共通母岩が存在し、プロック形成が同時に、あるいは継起的になされたものであることを明らかに

していった。

この形成過程の荷担者の現実的態様は今後の分析をまたねばならないが、ここに基礎的資料を客観的に報告し

得たことは、今後の先史集団の動態把握に寄与するところが大きいと思われる。特にIV層に関する限り、西台地
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の諸フーロックが孤立的、自立的傾向を帯びていたのに対し、東台地では相互に脈絡を有する多数のブロック群を、

一つのセトルメントユニットとして掌握し得るという対照は、狩猟世界におけるキャンプの構造と、カレンダー

との関係性を写す鏡のように考えられるであろう。

V層 VI層直上部検出石器をV層としてまとめた。再三述べたように、一般に本地域ではハードロームとソフ

トローム聞の波状帯に僅かにIV層が遺存し、 VI層より上のハードロームの大半はV層、すなわち立川ローム層第

1黒色帯であるから、 VI層直上層の石器はV層に帰属すると考えるのが妥当である。本報告土層解説に際して、

IV、V層という旧表記を踏襲したが(lV)、V層とでも表記すべきであったかもしれない。

EVブロック(別図 51-1"-'7)

出土状況 検出した石器集中部はC4-44グリッドを中心とする小規模な，もの 1箇所のみ (EVプロック)

で、他に単独でナイフ形石器2、削片 1がある。この削片はナイフ形石器の一例と同一母岩(母岩番号5-5) 

であるため本層に編入した。

出土遺物 1 "-' 5がEVブロックの石器である。本ブロックの石器は図示した剥片 5点ですべてである。母岩

は3種類あるが、すべて良質の黒曜石であり、 IV層の黒曜石が不純物を多く含む組悪なものばかりであるのと対

照的である。 1、2のような幅の広い不整なものと、 3"-'5のごとく整った縦長のものとがある。 4は折断され

た胴部破片、 5の尾端も折断され、側縁部は使用による小剥離痕が著しい。

6は単独出土のナイフ形石器。乳白色を呈する良質の黒曜石を用いている。背面に認められる 5枚の剥離面か

ら、素材は両設打面の石核から剥がされた縦長の剥片であると推定される。刃潰しは二側縁に施されているが、

基部両側縁及び尖頭部片側縁に施されたと見るべきであろう。打癌は完全に飛ばされている。また、尖頭部寄り

の刃潰しが表裏両面から加えられていることに注意すべきであろう。

7も単独出土であるが、全周加工のナイフとして、やや特殊なものであろう。素材はやはり良質の黒曜石を用

いた縦長剥片である。打面の一部が残されている以外は全周に刃潰しが加えられている。腹面を観察すると、器

体上半分の側縁部に限り小さな刃こぼれが著ししまたこの部位はなんとなく磨減した印象を受ける。一方、器

体下半には刃こぼれは全く観察されぬのに対し、基部に近い両側縁部にのみ石器長軸と直交して線条痕が多数認

められる。近年アスフアルト付着のナイフ形石器の検出があったが、本例もまた着柄と使用とに関係する痕跡を

とどめた好例である。

小結 南関東の諸遺跡を通観すると立JlIローム層第 l黒色帯の前後で、ナイフ形石器の形態と組成とが大きな

変貌を遂げるらしいことが指摘されて久しい。 VI層以前のナイフ形石器の検出例が少いという事情もあり、この

間の石器群変遷の実態究明は今後の一課題として良いであろう。

下総台地では古く三里塚 No.55例の報告がありながら、その後この期のナイフ形石器の検出はないとされ、

No.55例は「確実に Phase1に属するものは本例のみ」と評価されてきたのであった。しかし、このような見解

に疑義が無い訳ではない。木苅峠の最下層、 IV2期の 3プロックの帰属はどうであろう。報告書によれば、第 1、

第3、第 7の各ユニットの検出層準は「黄褐色硬質のロームJであるIva層であり、添付の遺物投影図を見ると

IVa層の下部に著しい集中が認められる。現在の層序区分と異るところが多く、必ずしも対応関係を見い出せな

いが、木苅峠のV層は確実に立川ローム層第2黒色帯である。 IVb層はおそらく現在の区分ではVI層とVII層との

漸移部であろう。そのような推定が正しいとするならば木苅峠IV2期の 3ブロックの帰属層位はATの前後、 VI

層中と考えてよいように思われる。少くともIV層ではあり得ず、もっと古い時期と考えてよい。もしそうである

なら、「後半期から終末にかかるナイフ形石器)という従来の認識を根抵的にあらためる必要があろう。

このことを石器の形態、組成から再検討してみたい。木苅峠IV2期のナイフ形石器は 5例ある。第 1ユニット

と第 7ユニットとに分かれるが、両ユニットは同時存在であるとされているから、一括して扱う。ナイフ形石器
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の形態は基部加工のもの 1例、二側縁加工のもの 3例。部分加工のもの 1例。基部加工のものは尖端部片側にも

刃潰しが認められる。これを東京都鈴木遺跡都市計画道路小平2・1• 3号線内調査区VI層検出資料と埼玉県砂

川遺跡の資料と比較してみよう。

鈴木遺跡のナイフ形石器中、細身の石刃ナイフの存在が注目された。二側縁加工のものが多く、尖端部加工を

併せもつ基部加工のものが次ぐ、側縁部に屈曲をもたない柳葉形に近い形態を示している。腹面剥離が少数のも

のに認められる。素材である石刃を大きく折断する場合と、石刃の形状をあまり変形させぬ場合とがあるが、後

者が多い。一方、砂川の場合、二側縁加工のものが多い点は同じであるが、次いで部分加工のものの比率が高く、

基部加工、一側縁加工のものは少ない。二側縁加工の場合、胴部に屈曲を示すものがほとんどであり、また刃潰

しが両側縁で平行化する特徴を指摘できる。また、この種柳葉形石刃ナイフに限り腹面剥離が著明で、約半数に

認められる。素材である剥片、若しくは石刃の対角線を石器長軸に一致させる傾向が強く、従って折断による素

材変形も著しい。

このような両者の差異を踏まえて、再び木苅峠IV2期のナイフ形石器を見直してみたい。まず形態は、側縁部

屈曲のない細身のものが多い。 1例やや屈曲の著しいものがあるが、刃潰しは平行化せず、対応側縁部の直線的

刃潰しから直ちに鈴木遺跡例を想起し得るであろう。また、素材の方向と石器の軸がほぽ一致しているものが多

く、更に器種構成の上からも全体的印象は砂川遺跡に遠く、鈴木遺跡に近いように思われてしかたがない。ただ

し、木苅峠遺跡自体、資料数も乏しく、比較の対象としては不適当なものかもしれないが、ここでは木苅峠VI2

のナイフ形石器の帰属時期が、鈴木道之助氏の言われるごとく新しいものでは決してないとする。産出層準への

疑義の傍証に留めておきたい。木苅峠VI2の剥片剥離技法も砂川遺跡近似と考えられたが、同趣の剥離技法が鈴

木遺跡のVI層から検出され、この面からも旧説が怪しくなった。

V11層 IV層調査段階の土層断面用溝切りに際し、 C5-07、08グリッドVII層上部から石片が採集され、該期の

プロックの存在が確認された。その後広範囲に亘り発掘を行ったが、 C4-98、99、C5-17、18グリッドなど

で小規模な集中箇所と遭遇したものの、特に著しい遺物の集中部は認められず、広範囲からの散漫な出土にとど

まった。遺物は少量であるが、本地域で初めてVII層の石器を検出した意義は大きい。

E VII上ブロック(第 39図) (別図 51-8~14、 52、 53)

出土状況 ブロックの認定が難しい。明らかに認識し得たC4 -99グリットのものを a群、 C4 -98グリッド

のものを b群、、 C5-17、18グリッド周辺を c群としよう。

a 群は剥片、石核とナイフ形石器 1 点、機片 3 とから構成される。 ~J片と石核は母岩番号 7-2 の珪質凝灰岩

製で大半が接合する。同一母岩の剥片は b群、 c群に l点ずつある。ナイフ形石器の母岩(7 -8)はc群に 1

点あるが、やはりナイフ形石器であり、他には同一母岩を欠き、製品化されたのちに搬入されたものと考えられ

た。際片は a群内にしか同一母岩はない。

b群は剥片が 1点あるが、離片主体のブロックである。離片は母岩番号 7-29の石英斑岩、及び7-26の花嗣

岩である。同一母岩は c群にある。剥片はチャー卜製(母岩番号 7-12)でC群の剥片と接合する。

c群は最も規模が大きく、径 6m位ある。ナイフ形石器 2、剥片 5、折断剥片 2、使用痕ある剥片 1、石核 1

使用痕ある陳(2片 I個体)、他に少量の醸片や削片がある。剥片類の多くが玄武岩(母岩番号 7-1)製で、他

ブロックには認められない石材である。

ブロック外ではナイフ形石器や大形剥片、台石などが単独で出土している。これらの多くは a~c 群と母岩を

共有していない。産出層位はほぼ一致するが、それらの残されるに至った背景は何も分らない。

出土遺物 ナイフ形石器が 6例、剥片、石核、台石、敵打具等から構成されている。削片は相対的に少量で、

台石や敵打具の存在から予想される石器製作の過程を必ずしも反映していなし〉。しかしながら、母岩番号 7-2
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等の接合資料もあり、剥片剥離作業がそこで行なわれていたことは否定できなし功、ら、残余の削片などはどこか

別の所に捨てられたのかもしれない。

ナイフ形石器(別図 51-8 ~13) は全例縦長の剥片を素材としている。何れも剥片の打面側を基部と一致させ

ているが、打面を残置しているものはない。 8、9、11は二側縁加工のもの。 9は完形と言って良いが、 8と11

の基部端の剥離痕を人為的なものとするべきか疑問が残る。背部は刃潰しの連続する側ではゆるやかに外湾する

が、基部に刃潰しの限定される側では、 8のように素材の湾曲に沿わせる場合と、ノッチを入れる場合とに分か

れる(9、11)0 3例共に尖端部は両側縁部からの細い剥離により尖鋭に仕上げられている点も注意されよう。 10

は基部加工の類、 13 はー側縁加工、 12 は部分加工かと見られるが詳らかではな ~lO 12の尖端部加工は 8，9，11 

の諸例に通ずる。また、 9にのみ腹背両面からの刃潰しが認められるが、素材の厚さに制約された所作であろう。

剥片中、大型良好な資料はすべて単独出土であり、全例に使用痕が認められる少数の例しか得られず、必ずし

も特徴を明示できないが、石刃に近い縦長のもの(別図 51-14、別図 52-1、2、4、別図 53-5)、横に長い

不整なもの(別図 52-6、別図 53-2 ~ 4)に大別される。前者をA類、後者をB類とする。

A類剥片 打面は平坦打面で別図51-14のように小さいものもあるが、この種は稀で大半が大きい。打角は直角

に近いものもあるが、一般には大きく、 100'を越えるものがほとんどである。背稜は 1条を原則とする。背面を構

成する剥離面の加撃方向は、打面部側からのものが多いが、側方から、また打面と逆方向からの場合もある。こ

の種の剥片はいわゆる目的的なものと考えられるが、ナイフ形石器の素材のすべても本類と考えられ、作出剥片

が素材と自体性というこ重性を有する点に注目する必要があろう。

別図 52-7 ~13 に図示した接合資料も A類に帰属する、 12 が初期の姿で、石核と 5 点の剥片の接合状況を示し

ている。 12の上段左に打面を図示した。新打面は 4枚の剥離面から成るが、各面は併走し旧打面(13が旧打面の

一部である)から時計廻りに順次剥離されたことが分かる。石核の背面は原醸面に被われているが、この旧打面

からの剥離は石核を半周、すなわち醸面残置部の一端から始り、 4枚の剥片を落として、離面の他端に到り停止

している。次いで石核は 90'転ぜられ、この剥離面を打面に転位させ、 13→ 11→ 8の順番に、今度は逆時計廻り

に連続的に剥片を制離している。 13はA類にはふさわしくないが、一見打面再生剥片と良く似た特徴を示してい

る。同種剥片に関しては、神奈川県地蔵坂遺跡例を挙げた鈴木次郎氏の御指摘がある。この石核から剥離された

最終的な剥片は 10である。 10は13が剥離された面を打面に転用して剥離されているが、この打面からの剥離は

この 1伊jにとどまったようである。

B類剥片 実体は良く分からない。別図 52-5は本類の石核の可能性があり、いわゆるチヨッパー状の石核、

また、別図 53-4は同図 2、3の接合状況を示している。接合例では、比較的幅の狭い自然打面をもっ石核か

ら、直線的な打点後退によって台形状の剥片を相次いで剥離しており、前者とはやや異質の剥離技法を窺わせる

が、立ち入った考察は不可能である。

間接的生産用具としては台石 2、敵打具 1がある。別図 53-1は砂岩製の台石。重量 1Kgを越える大型の砂

岩醸の両面及びー側縁部に、被加撃痕と推定される窪み状の小潰痕の集合が観察される。潰痕集合は表裏2ケ所、

側縁部 1ケ所、合計5ケ所に存在する。出土位置からまったくの単独遺物である。使用痕のある側面部を上に水

平状態で出土した。 10も台石としたが、被加撃痕は前例と異って、一箇所に集中せず、表面に広く認められ、前

例とは異質の機能、使用法を考えさせる、一端から小剥片が剥がれているが、小剥片の醸表にも、また、剥落本

体の面にも小潰痕が観察されるから、本例が機能中に剥落し、剥落後も機能は続いたと解釈されよう。砂岩製。

9は敵打具の一種か。チャートの円醸の両端に加撃痕が遺存している。加撃痕は台石の被加撃痕と照応し、微細

な点状を呈する小潰痕、及びその集合痕から構成されている。先にここの種の台石と敵打具の存在から剥片剥離

行為を想起したが、あるいは異った用途の推定がより妥当であるのかもしれない。台石や敵打具を剥片剥離に結

びつける必要性もあるまい。
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小結 VII層上部を産出層準とする石器群の検出は下総台地では初めての経験であり、類例は南東関でも決して

多いとは言えない。同一層準にある遺跡としては神奈川県寺尾遺跡VIが著名であるが、埼玉県打越遺跡KA地点

も時期的に近接している。寺尾遺跡や打越遺跡との直接的対比を行うには、資料的制約が大きいが、剥片剥離技

法は寺尾で抽出された技法と共通するところが大きい。もっとも、寺尾遺跡で指摘された 2種の剥片剥離技法は、

既にW区IX上層石器文化で検討し、後にE区IX層石器文化の項にでも分析するように第 2黒色帯全層を通じて看

取される。最も一般的な剥片剥離技法と言って良く、これの存在をもって、直ちに彼我の連関は論じられないで

あろう。しかしながら、寺尾遺跡と本遺跡との剥片剥離技法を並置してみるとき、寺尾遺跡で黒曜石を石材とす

る剥片剥離技法と総括された技法、すなわち、回転系多打面型剥庁剥離技法の工程において、頭部調整が多用さ

れるとし寸指摘があり、別図 52-1、別図 53-5等を頭部調整の加えられたものとするならば、両者に一脈の関

連性を想定できるのかもしれない。本遺跡IX層の同種剥離技法には頭部調整は認められず、 IX~VII層間の技術的

変化を、そこに見い出すこともできょう。ところで、打越遺跡の石刃を見ると数例に精鰍な打面調整、頭部調整

が認められ、また美しい両設打面系の石刃もあり、鈴木遺跡VIにより近接した石刃作出技法の存在を思わせる。

本遺跡例や寺尾遺跡と打越との先後関係は俄かには決し難いが、打越遺跡は系統的に鈴木遺跡VIと直結するが、

前2者と鈴木遺跡との聞には大きな断絶があるように考えられる。

IX層 C2区から B2区にかけて大小 6ブロックが並存している。 6フゃロックは北向きの緩斜面部に位置し、

東西に長く分布しているが、東側は未調査区域ギリギりまで遺物が出土しており、必ずしも全ブロックを完掘し

たかどうか分らなし〉。

出土層準は、 IX層と認定されたが、 E区では全般的に第2黒色帯暗色部(lX層である)の層厚が薄く、これを

直ちにW区IX層に対比可能かどうか、はなはだ疑問であろう。一般に黒色帯中遺物の出土レベルは安定している

と言われるが、本遺跡の場合上下移動が大きく、 IV層からX層に及び、また、 EIX4フ守ロックのように風倒木痕

によると考えられる古い撹乱を蒙り、多くの遺物が浮上している場合もあって、正確な帰属層準が決定し難い。

このように不利な条件が重なっているが、比較的遺存状態が良好と考えられる EIX1フ守口ツクの産出条件、な

かんづく大型擦の産出層位がIX層であり、また EIX3ブロックではIX層下部からX層にかけて遺物が集中してい

る。従って、これら 6ブロックの形成は、そこに含まれる石器の母岩識別によれば、ほぽ同一時期と言って良い

から、 IX層と認定しておきたい。なお、土層断面観察によれば、問題のIX層は斜面部で消滅し、第2黒色帯は単

一色調の土層となることが確認された。

EIXlブロック(第 40図) (別図 54)

出土状況 C 2-59グリッドを中心にして南北に細長い分布を示している。分布図を見ると B2-50ポイント

を中心とする一群と C2 -59グリッド南側を中心とする別な一群とに分かれていることに気が付く。前者を a

群、後者を b群とする。

a群の構成はまったく削片を含まない点に特色を求められよう。剥片 3、敵打具 I、加工痕のある剥片3、石

核 1、離4からなる。剥片の一例はEIX4プロックの剥片と接合する。宮町J片類のすべてが使用に耐えうるものば

かりであること。同工異曲の削器が2点含まれていることなど、生活域のなかでその機能を特定し得る性格を帯

びている。

b 群は剥片主体のプロックである。削片は 11 と少なし ~o 2次加工のある石器は 2点で、ナイフ型石器、及び石

錐。削片は b群南端に集中し、大形の離が接して置かれていた。剥片、削片のほとんどが母岩番号 9-45のチャー

トで占められている。 EIX6ブロックにもこれと同一母岩の剥片がある。剥離作業とこれに伴う選別の行なわれ

た可能性がある。母岩という点から見ると、本群は a群とはそれほど関連性が認められない。

出土遺物 a群は棟以外のすべてを図示した。製品としては尖頭削器(1 )、折断剥片打面部にノッチを入れて
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折りとる特殊な削器(7、13)、両端に激しい敵打痕を有する円醸 (18)がある。剥片は 5、10、19の3例がいず

れもチャート製、石核のみ玄武岩製である。醸皮を残す部厚い折断剥片の折断面を打面にしている。剥離された

剥片は 1枚にすぎず、石核とすべきか異論があり、むしろ折断剥片とすべきか。

b 群の剥片は 4 、 6 、 8 、 9 、 11、 14~17 など。形態は不整で、剥片背面の先行剥離面の方向を見ると、剥片

長軸と斜行する場合が多く、打面が必ずしも水平位に保たれぬことが多かったのであろう。節理面、自然面を打

面に選ぶことが多く、平坦打面がこれに次いでいる。打面調整や頭部調整もまったく観察されていない。

2は石錐とした。横に長い不定形剥片の側縁部末端を加工し機能点を作出している。 3は小形のナイフ形石器。

菱形に近い形状で、打面部の一部を刃潰しによって折断している。

EIX2プロック(第 40図) (別図 55-1~ 5) 

出土状況 B 2-70グリッドを中心とする極めて小規模なブロック。 EIX1ブロックの南東 4mに位置してい

る。離2点が同一個体に属する凝灰岩である他はすべてチャート製の剥片、削片、ナイフ形石器、石核等から構

成されている。剥片には母岩番号9-23のものが5例認められるが、本種はEIX1ブロック a群に分有されてお

り、これがEIX4ブロックの同一母岩と接合することはすでに述べた。

この母岩に属する個体は上記3ブロックの他、 EIX5フホロックに折断剥片と石核が l点ずつある。剥片には楳

皮を留めるような初期的様相を呈するものはなく、ある段階まで作業の進展した状態で持ち込まれ、各ブロック

聞を転々としたのかもしれないし、あるブロックから他へ分与されたものかもしれない。

出土遺物 1はナイフ形石器。剥片基部両側縁に刃潰しが施されている、刃潰しは背面から腹面に向い、尖頭

部にも微細な剥離が認められる。また刃潰しは打面部にも及び、打面は完全に除去されている。 2~4 は剥片、

3には 2次加工が看取される。 5は石核である。打面と剥離面との入れ換えが行なわれているらしいが、詳しく

剥離の実体を知ることはできない。

E医 3ブロック(第 41図) (別図 55-6 ~18) 

出土状況 B 2 -43グリッド南西隅、径 2mの範囲に遺物の集中が認められ これを EIX3ブロックとした

が、周辺部からも散発的に遺物が検出されている。 IX層ブロック群中では最も斜面部寄りに位置し、 B2-43グ

リッド北端においてIX層は層厚を失うと共に肉眼識別ができなくなり、第 2黒色帯は単色化してしまう。

第 40図の断面に示されるように、石器類の検出層準は深く、 IX層下部からX層にかけて集中するように見え

る。しかしながら、本プロックを構成する母岩識別の結果、母岩番号 9-22、 9-27、 9-28、 9-31、9-38 

など他のブロックと共通するものがほとんどで、時期的な相異を認めることはできない。

出土遺物 剥片、削片がほとんどで、他に模状石器 l、石核 l、台石 1がある。石核と剥片には同ーのもの(母

岩番号9-38)が多いが接合しなし泊。石材はほとんどチャートであるが、台石が砂岩、模状石器が玄武岩、剥片

に珪質泥岩が 1例ある。

遺存した唯一の石核 (18)は、板状を呈し狭長な打面は方向を同じくする 2枚の剥離面からなる。表裏両面に

陰癌をもっ剥離面があるが、表面は 1枚、裏面は 2枚の剥片剥取面が観察され、背稜の乱れた幅広の剥片が剥離

されたと考えられる。打面を構成する 2枚の剥離面や、表面左側縁部の数枚一組の剥離面は、いずれも旧剥離面

と想定され、頻繁な打面転位、剥離面の組み換えを示すものであろう。 EIX2ブロックの石核と良く似ている。

打面と剥離面との入れ換えの過程は、 17の剥片からも良く窺うことができる。一見、直接的な打点後退による横

打剥片かと見えるが、背面は旧打面で、この面から新打面を構成する剥離痕を残した剥片剥離が行なわれている。

次いで石核は横転されて、打面部にある自然面と剥離面との形成する稜上を加撃することによって、本剥片は得

られたものである。従って、横打剥片とはまったく無縁の置換系打面交代型石核の所産と評価できょう。なお、

本資料は剥離後に縦に 3分割されている。 7、12は不定形の大型剥片。打面、打角共に大きい。一方、これらの

剥片とは別種の整った細長い小剥片の一群がある。 10、 11、 13~15 などで、特に折断されている 13、 14 などは細

'
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13、14などは細石刃を想起させる。 13と15は18の石核と同一母岩であるが両者は一致しないように見える。あ

るいは、同一母岩別個体の石核があったのかもしれなし〉。

剥片以外には、 6の台石、 7の模状石器の 2点がある。台石は砂岩の半割醸を用い、原瞭面側にアパタ状の小

8は模状石器としたが、背面右側縁部には鋸歯状の小剥離痕が連なり、あるいは潰痕を観察することができる。

2次的機能を帯びているものかもしれない。

EIX4プロック(第 42図) (別図 56、57)

B 2 -64グリッド南西隅から大量の石片が検出され、周辺部の資料とあわせてこれを EIX4ブロツ出土状況

クとしたが、その後整理をすすめた結果、 B2-64グリッドの一群と B2-64、74東側の一群とに 2分されるこ

とが判明したため、 B2-64グリッドの一群を a群、他を b群として区別したい。両群共に、そして特に a群は

出土レベルが高く、 IV、羽l層に大半の遺物が浮上している。これは第 41図の土層断面に見られるように、近接し

たところにローム中の風倒木痕があって、その間接的影響によるところが大きいらしく、遺物の一部は原位置を

b 2群に分けた意味もなくなるということになるが、構成母失っているものと考えられる。そうすると上でa、

岩の差異を重視してあえて 2分しておきたい。
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a群にはナイフ形石器、加工痕のある剥片各 1点が含まれるが、両群の大半は剥片と削片である。これを構成

母岩の分布状況から見直してみよう。 a群には母岩番号 9-24、9-28が多く、興味深いことには、両者の分布

にも微妙なずれが認められる。すなわち a群西半には 9-24のチャートが、そして東半には 9-28のチャートが

濃密に分布している。一方、 b群の母岩構成は 9-22のチャートが半分以上を占め、 9-24、9-28は少量ある

にすぎず、更に a群には存在せぬ 9-23、9-34、9一46、9-82等の母岩別資料を含むなど多彩な構成を示す

ばかりか、削片の比率も a群に比し低いという特徴を指摘することができる。

出土遺物 石器のうち、 2次加工のあるものはナイフ形石器(別図 57-1)のみである。母岩番号 9-2の

チャートの縦長剥片を素材とする。基部は剥片の打面部側に選ばれ、両側縁部に刃潰しが加えられているが、基

部両側縁部では通常の刃潰しであるが、尖頭部両側縁部では微細な調整剥離になり、 EIX2ブロックのナイフ形

石器と共通する手法が用いられている。 a群に帰属する。

石核は b群に 1例ある(別図 56-16)。明らかに打面と剥離面との交代が観察される。 W区IX層で置換系二打面

型と仮称したものに近いが、残核から剥片剥離の実体を窺うことは不可能であり、断定は避けたい。

剥片は多量にあるが、形態的に統一性がない。これは節理面が縦横に入るチャートを素材にする場合が多いと

いう、言わば自然的条件に規定されている点に起因するものと考えられようが、剥離技法という文化的条件によ

り密接に関連しよう。剥片打面を構成する剥離面の走行を観察すると、別図 56-10、14、18、別図 57-4、7、

15など打面長軸に平行もしくは著しく斜行する例がある。また、別図 57-7、10、17などの背面剥離痕の走行

は、剥片長軸に直交、斜行あるいは逆行しており、これらを剥離した石核の打面位置が 90。を 1単位とする諸転位

を遂げていることを明示している。これはおそらく回転系多打面型と仮称した剥片剥離技法に起因するのであろ

つ。

一方、先に石核の記載に際して指摘したように、置換系打面交代型の剥片剥離技法の存在を示す例もあり、本

層を特徴づける剥片剥離技法には、基本的に 2種類あることが明らかとなった。これはW区IX上層と一致し、本

地域におけるIX層石器文化の剥片剥離技法にある程度の見通しを与えることができょう。

EIX 5プロック (第 42図) (別図 58、59-1~ 3 ・ 5 ・ 7 ・1l~13)

出土状況 B 2-54グリッドを中心とする。 2mx 4m位の範囲から剥片を主体とする遺物が検出された。

EIX 4、EIX6ブロックの中間に位置し、両ブロックとは共通の母岩構成を示しているが、母岩番号 9-25、9

-27などEIX6ブロックとの共有関係が目立ち、特に 9-27はブロック聞に接合関係が認められる。

出土遺物 2次加工の認められる剥片が2点ある(別図 58-2、3)0 2は剥片のー側縁に刃潰し状の調整剥離

をほどこされたもの、 3は横長剥片打面部にノッチを入れて頭部を打ち欠く石器で、 EIX1ブロックにまったく

同種の石器があり、今後の類例検出に期待したい。

石核は一例(別図 59-5)。板状を呈し、多方向からの剥片剥取痕が認められる。回転系多打面型の石核として

よい。剥片には原醸面を残した楕円形のものが目立つ。この種の剥片には 2例の接合資料がある(別図 58-9， 

ll)。

9は背面をほとんど原醗面で被われた剥片 2例の接合状態を示している。原棟面の状態からチャートの河原石

を原石として用いていることが分る。接合状態から 4度に及ぶ打面転位の状況を知ることができる。

(1) 上側の大形の剥片の自然面を打面として、剥片打面部に遺存する剥離面の形成が行なわれる。

(2) 上側の大形の剥片が剥離される。

(3) ( 2 )で形成された面を打面とする一連の剥離がすすめられ、下側の小形の剥片の打面が形成される。

(4) この小形剥片が落とされる。

この(l)~(4)の総過程こそ置換系打面交代型剥片剥離技法そのものである。

IIの接合資料は上の過程で産出された不定形剥片が縦位に分断され、使用に供された実例である。一方、別図
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58-6のごとき整った長い剥片もある。非常に小形の縦長剥片の存在については既に述べたが、別図 59-13に示

した接合図から作出状況を窺知することができょう。

この接合資料は同図 11の剥片と、同図 12の剥片 2点の接合関係を示したものである。 11から観察しょう。 11

は単一資料で3次に及ぶ打面転位の実体を明示している。

(1) 背面を打面として(打面は失なわれているが)、剥片側面部に残置されている剥離が行なわれる。

(2) 次いで、側面部剥離面を打面とする一連の剥離が進展する。剥片背面を構成する横位の剥離痕はこの段階

に形成されたものである。

(3) 最後に、石核は 90。回転され、旧い剥離面を打面に選ぶことによって、本資料が剥離されている。

(1)→(2)の過程は置換系の剥離過程であり、 (2)→ (3)のそれは回転系の過程を示し、ひとつの石核の形成に異種の

剥片剥離技法の関与する場合のあることを明示している。

次いで、 13の接合資料の打面、すなわち、上で述べた(2)段階の打面に相当するのであるが、これを見るといわ

ゆるパンチコーンが認められ、剥片剥離によって得られる打面の突出部にパンチを用いて打点を集中させること

によって、目的的な剥片の剥離を行っていることが理解されよう。しかし、多くの場合は、 freeflakingによる

剥片剥離が行なわれたのであろう。

EIX 6プロック(第 42図) (別図 59-4・6・8~10) 

出土状況 B 2-55グリッド北東部にあり、発堀区最東端に位置し、 EIX5フゃロックに近接している。削片を

まったく含まず、全点剥片から構成されている。剥片 7点のうち、使用痕の明僚なものが 5点を占める。

出土遺物 剥片ばかりで、特に注意すべきものはない。

EIXブロック外の遺物(別図 59-14)

B 2-82グリッドから単独出土した。チョッパー状の大型の石核である。素材はチャートの円離。置換系打面

交代型石核の典型的な例で、剥片剥離はあまりすすんでいない。この石核から剥離された剥片は検出されていなしユ。

小結 W区IX上層石器文化と共に本遺跡の下限を示す石器文化として、このE区IX層石器文化は統括すること

ができる。下総台地では、著名な三里塚 NO.55遺跡、白井南石神遺跡と共に、第 2黒色帯中石器文化の基礎的資

料として今後重要な意味をもっと考えられる。該期の資料は下総から上総にかけて多くの遺跡で多量に発掘され

ているが、ほとんどが未公表のものであり、整理の進展に伴い、幾多の新事実を告知することとなろう。

本層の石器組成はナイフ形石器、石錐、削器、模状石器などから成り、これに多量の剥片と石核、台石、厳打

具等を加える。石斧の存在は確認できなかった。ナイフ形石器や剥片を見て、先ず埼玉県打越遺跡LA地点、 IX

層中の石器群が想起された。

打越遺跡LA地点のナイフ形石器は 3例ある。何れもユニット Aからの出土品である。 3例中 2例は縦長剥片

の基部を加工するもの、 1例は横長剥片の打面部に加工するもので、奇しくも本遺跡の 3例とその組成が一致し

ている。ただ、打越遺跡の基部加工例は打面を大きく残置しており、基部の形態にも大きな差異が感じられる。

剥片の形状に関しても両遺跡は酷似しており、小形の石刃状縦長剥片、中型の比較的幅広の一群、そして大型

のものという階級差を指摘できるが、本質的な技法的関連性に就いては、なお不分明な部分を残している。しか

し、打越遺跡の母岩別資料 Iなどは明らかに回転系多打面型の構造を呈し、同資料の接合例2は置換系石核の打

面作出剥片であると考えられるから、剥片剥離過程の実体も共通する部分が多いのであろう。

しかしながら、 LA地点ユニット Bにある横長剥片用石核は未検出である。むしろ、 W区IX層で指摘しておい

た横長剥片用石核と関連するものかもしれない。

一方、プロック群の形成過程に関しては、ここでも未解決のまま終ってしまった。 6~8 個のブロックが相前

後して残されたことは確実であるが、その背後に潜む個体的、集団的表現像抽出の異様な困難さは何処に発する

のか、まずこの点の考察から始めねばならないのであろう。
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第111章縄文時代

第 1節遺構の概要

1 . 住 居祉

縄文期の住居杜は、第 5次調査に際して検出された 2棟のみである。相互に切り合っているため、一括して記

載する。

150・151号住居祉(第 47図)

C 5-69ポイントが 150号社中央に位置する。

110号祉に南接して不整形のしみ状の落ち込みが認められた。このしみには 2ケ所に焼土粒の密に分布すると

ころがあり、はじめ、これを複数の炉穴の切り合いと推定したが、周辺精査にかかわらずプランが定まらなかっ

た。止むを得ず、焼土中央にセクションベルトを残し掘り下げたところ、ソフトローム中に床面と考えられる固

く踏みこまれた面やピット等を検出し、ようやく遺構の実態を掌握することができた。

全体の形を見ると瓢箪の様な形に掘り上った。基底部のピットの配列を検討すると、壁に沿って円形に配列さ

れていることから、 2棟の円形を呈する住居祉が重複していると考えるのが自然である。土層断面にみられる両

者の異差もこのことを裏付けているが、両者の新旧を断定することはできなかった。ただし、時期的にはかなり

近接したものであろう。南側のものを 150号社、北側のものを 151号牡とした。両社はその出土遺物より、縄文

早期終末頃のものと考えられる。

150号住居祉 径 4.2mの円形プラン。検出面から掘り込み約 O.lm。壁は東から南にかけては良好な遺存を

示し、ほぽ垂直に立ち上っている。一方、西側は削平が著しいため、不明確で、一部推定によるところがある。

床面は炉の周辺が堅撤であるものの、周壁部では多少軟化していた。また凹凸も目立つ。中央から東側に焼土の

堆積が2ケ所あり、炉と考えた。焼土は 2---....3cmの層厚を示し、床面を掘りくぽめている。柱穴は壁の近くに穿

たれたピット群と考えられるが、一部揖乱の所産であるものもある。ピットの平均深度は約 30cm。ピット中よ

り磨石、チャートの板状離が一括検出されている。

遺物(第60図8---....19) 

大半は条痕文土器の細片である。 1片のみ浅い沈線によって格子目文を描くものがある。磨石は花闘岩製。

151号住居祉 径 3.5mの円形プランを呈する。壁は東側の一部に遺存するにとどまり、柱穴の配列からプラ

ンを推定したところが多い。床面、柱穴、炉の状況は、 150号牡と近似している。ただ、柱穴は 150号祉にくら

べ、やや住居社内側に配列されている。柱穴の深さは 30cm前後のものが多く、やはり 150号杜に近い。

遺物はほとんどなく、床面上より条痕文の付された土器細片を若干採集した。

覆土

1.褐色土層 ローム粒子を含有。

2.暗褐色土層 焼土・ローム粒子を多く含有。

2'.暗褐色土層 ローム粒子を多く含有。

2.炉穴

3.暗褐色土層 2層より明るく、焼土・ローム粒

の他に炭化材の細片を含む。

4.暗褐色土層焼土を多量に含有する。

本遺跡で検出された炉穴は、計 27基に及ぶが小規模で掘り込みも浅い。このため、土層断面も一層しか確認で

きない炉穴もあり、土層断面を省略してしまったものもある。また、個々の炉穴についての記載も土層だけにと

どめた。
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103号祉(第48図)

1.暗褐色土層 焼土粒・炭化粒を少量含み壁側に

はソフトローム粒を混入する。

106号祉(第 48図)

1.褐色土層 3層に類似するがやや粗く明るい色

調を呈する。

2.褐色土層焼土粒も少量、テフラ粒、ローム粒

を若干含む。

108号祉(第 48図)

1.暗褐色土層 ソフトローム粒を若干含みしまり

がある。中央部は黒味を帯びる。

125、126号祉(第 48図)

1.暗褐色土層 スコリアを含む。

2.焼土混入土層 赤色化した焼土を含む。

3.黒色土層 若干の焼土粒、スコリア、ローム粒

を含む。

4. ローム混入土層

140号祉(第 48図)

1.暗褐色土層 焼土、炭化粒を含み暗赤褐色を帯

びる。

142号祉(第 48図)

1.暗褐色土層焼土プロックを多量に含む。

146、167号祉(第 48図)

1.暗褐色土層焼土粒を若干含む。 167号祉の覆土

である。

2.暗褐色土層 1層より焼土ブロックを多く含む

ためやや明るい色調を呈する。 146号祉の覆土で

ある。

147号祉(第 48図)

1.暗褐色土層焼土粒を若干含む。

2.明褐色土層焼土粒を僅かに含む。

157号祉(第 48図)

し暗褐色土層ハードロームプロックを含みしま

りがない。撹乱と思われる。

2.暗褐色土層 ソフトロームを含み、しまりがあ

る。

3.焼土混入土層焼土粒、焼土ロームプロックを

多量に含む。

-84-

2.焼土層 スクリーントーン部分、赤褐色に変色

し硬質化した焼土である。

3.暗褐色土層 テフラプロック、ローム粒を若干

含みしまりがある。

4.褐色土層 多量の焼土プロックを含む。

5.明褐色土層 粘質のよごれたローム層である。

2.明褐色土層 炉穴全底をおおう層で3層の基層

も2層であろう。

3 黄褐色土層 朱色の焼土プロックを多量に含む。

5.ローム土層

6.暗褐色土層 l層と類似するがロームプロック

を含む。

7.ローム混入土層

2.ローム土層 火床部で焼土が混入して多少赤味

を帯びる。

2. ローム土層 火焼によって硬化している。

3.暗褐色土層焼土粒を僅かに含む。 146号祉の覆

土である。

4.暗褐色土層 2層に比して、やや明るい色調を

呈する。

3.焼土層 火熱を受けた硬質のロームプロックと

暗褐色土の混合した層である。

4. ソフトローム混入土層 黒色土中にソフトロー

ム土を斑点状に含む。

5.ハードローム混入土層 ハードローム粒がソフ

トローム土中に含まれている層である。

6.ハードロームプロック土層



158号祉(第 48図)

1.暗褐色土層 ハードロームが焼土化したものを

含む。

159号祉(第 48図)

1.焼土混入土層 あまり明確な焼土層ではなく焼

土粒が点在する。

160号祉(第 48図)

1.暗褐色土層焼土粒を若干含む。

161号祉(第 49図)

遺物(第 60 図 20~24)

2.暗褐色士層 いわゆる IIb層を含む層である。

2.暗褐色土層 IIb層に近似するがしまりがない。

3.暗褐色土層 ソフトローム土が主体の層である。

2.暗褐色土層 ソフトロームを若干含む。

20~23 は胎土中に多量の繊維を含む縄文の土器。 24 も胎土中に繊維を多く含むが孤状隆起線文の土器である。

1.暗褐色土層 4.暗褐色土層 焼土ブロックの混入が少ない層で

2.火焼を受けて硬化したローム層部分的に赤変 ある。

する。

3.暗褐色土層焼土ブロックを多量に含む。

162， 168号祉(第 49図)

遺物(第 60図30)

チャート製の石鍬であり、 168号社から出土した。

し暗褐色土層焼土粒を若干含む

163、164号祉(第 49図)

1.暗褐色土層焼土粒を若干含む

2.明褐色土層 焼土粒を僅かに含む。

165号祉(第 49図)

土層断面はとらなかった。

169号祉(第 49図)

遺物(第 60図31)

チャート製の石鍛である。

1.暗褐色土層焼土粒を若干含む。

2.明褐色土層焼土粒を僅かに含む。

171号祉(第 49図)

1.暗褐色土層焼土粒を若干含む。

2.明褐色土層 焼土粒を僅かに含む。

3.火熱を受けた硬質ロームブロックと暗褐色土の

178号祉(第 49図)

遺物(第 61図2) 

繊維を含まない。文様は不明。

180号祉(第 49図)

し暗褐色土層 若干焼土粒を含みしまりがない。

2.暗褐色土層焼土粒を含み 1層より赤味を帯び

る。

5.褐色土層 よごれたソフトロームの層中に少量

の火焼ローム粒の散った層である。

2.明褐色土層 焼土粒を僅かに含む。

3.火熱を受けた硬質ロームブロックと暗褐色土の

混合した層である。

4. 164号祉に切られた面である。

3.焼土と硬化したロームブロックの混合した層で

ある。

混合した層である。

4.暗褐色土層 1層に類似するが 1層に比して焼

土の割合が高い。

土層断面はとらなかった。

3.褐色土層 ソフトロームの層に焼土粒を含んだ

層である。

4.焼土層 火床部で赤色を呈する。
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184号祉(第 49図)

1.黒色土層 火床部と思われる赤色硬質化した焼

土を多量に含みしまりがない。

185号祉(第 49図)

1.暗褐色土層 しまりがなく多量の焼土粒、ロー

ム粒を含む。

2.焼土層 火床部の焼土で硬質化したロームであ

186号祉(第 50図)

遺物(第 61図 15)

2.暗褐色土層 ソフトロームを多少含みしまりが

ない。

る。

3.暗褐色土層焼土を少量含み 1層より明るい色

調を呈する。

表裏両面に太い条痕を斜走させている。条痕の幅は 5皿前後であるが施文具は貝殻ではあるまい。早期終末の

土器。

1.暗褐色土層 微量の焼土粒、ローム粒を含みし、

まりがある。火床部と思われるものが見当たらな

し ~o

3.小竪穴状遺構

109号祉(第 50図)

2. ローム混入土層 ソフトロームを含みしまりが

ある。

B 3-20グリットにおいて検出された遺構である。長径 3m、短径 2.4mの卵形の平面プランを呈する。深さ

は約 O.lmを測る。 III層上面からの掘りこみは 0.2m位と推定される。床面はソフトロームで平坦であるが軟弱

である。壁は、ゆるやかな立ち上がりを示し西北部に深さ 0.2m程度の小ピットが認められる。他の付属施設は

ない。床面検出の土器片から縄文草創期後葉に比定される小竪穴状遺構としてよいであろう。

覆土

1.よごれたソフトローム層床面全体をおおう層 である。

177号祉(第 50図)

C 4-94グリットで検出された遺構である。 IIb層下位より III層にかけて掘りこまれたものと推定される。平

面プランは長径 2.8m、短径 2.4mの不整円形を呈する。深さは約 0.2mを測る。ソフトロームを浅く切りこん

でいるので壁、床面の検出が困難であった。床は、ほぽ平坦であるが軟弱で壁の立ち上がりは甘い。壁沿いに小

ピットを 9つ検出したが、本社に伴なうものか判定に困難なピットもある。覆土内に炭化粒、焼土粒が混入し遺

構検出の目安となった。土器片から早期末~前期初頭に位置づけられる。

遺物(第 60 図 32~48)

35~42 は条痕文の土器。 43 は裏面条痕、表面縄文の土器。 44~47 は縄文の付された土器であるが羽状縄文が 1

点ある (46)。すべてを同時期とする訳にはいかないかもしれないが茅山上層式を遡行する土器ではない。土器の

時期の特定は困難で確実に前期に下降するが黒浜式よりは古い。

覆土

1.暗褐色土層 ソフトローム粒を若干含み、焼土

粒を少量含む。しまりがあり、土器片が多量に含

まれていた層である。

2.褐色土層 床面にソフトロームを多量に含む。

土器片の出土は少なかったが石銑の出土した層で

ある。また焼土粒も若干認められた。本層は床面

全体をほぼ被覆している。

3.褐色土層 2層に比しソフトロームの割合が高

I.-~。
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4 .土壌

本遺跡では多数の土墳が検出され、第4次及び第5次の合計で、 52基を数えることができた。これらの中には

確実に所属時期を把握できるものもあったが、ほとんどが遺物を含まず正確な時期を認定するまでには至ってい

ない。いわゆる「落し穴」と言われる長方形を呈した深い土墳が主体となっている。所属時期の判定をできる土

墳には縄文時代前期に属する小土壌がある。これは以前調査した土壌群(墓杜)と同様な性格をもつものかもし

れない。他には前述した炉穴との関連もあり縄文早期に属する土壊も存在しょう。

このように本遺跡では様々な性格をもっ土壌が検出され、ほぽ縄文期の所産と考えられるところから、これら

の土壌を一括して扱った。なお、本項では炉穴祉同様遺構の概要は省き、堆積土についてのみ記すこととする。

049号祉(第 51図)

1.褐色土層

2.暗褐色土層 軟質であって撹乱と思われる。

3.暗褐色土層 多量のテフラフゃロックを霜降状に

含み堅轍である。

050号祉(第 53図)

1.撹乱土層

2 .褐色土層 IIb層に類似する。

3.暗褐色土層 少量のテフラを含む。

052号祉(第 53図)

1.暗褐色土層 ローム粒を多量に含み粘性を欠く。

2.褐色土層 ローム粒を多量に含み粘性を欠く。

3.黒褐色土層 ローム粒をほとんど含まず粘性を

欠く。

4.黒褐色土層 ローム粒を若干含む。

5.黒褐色土層 3層に近似する。

6. ソフトローム土層 黒褐色土を僅かに含む。

7 ハードロームブロック及びソフトローム土層

057号祉(第 51図)

し暗褐色土層 少量のテフラを含むが粘性はない。

2.褐色土層 多量のテフラを含む粘性はない。

066号祉(第 51図)

1.黒褐色土層 小ローム粒を若干含む。

2.黒褐色土層 小ハードロームブロック、ソフト

ローム粒、炭化粒を含む。

3.暗褐色土層 小ローム粒、ハードローム粒を 1

067号祉(第 51図)

土層断面はとらなかった。

068号祉(第 51図)

土層断面はとらなかった。
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4 .暗褐色土層 3層に類似するがテフラの含有が

少ない。

5.褐色土層 4層より明るいテフラ質である。

6.黄褐色土層 テフラ質を呈し、ややよごれた感

じで軟弱である。

4.暗褐色土層 少量のテフラを含み 2層に類似す

るが、やや明るい色調を呈する。

5.暗褐色土層 軟質のテフラを含む。

6.褐色土層 テフラ質である。

8. ソフトローム土層 6層に近似する。

9.黒褐色土層 4層に近似するがロームの量が多

しミ。

10. よごれたソフトローム土層

11.褐色土層 ハードロームブロックを若干含む。

12. よごれたソフトローム土層 ロームブロックを

多量に含む。

3.黄褐色土層 テフラ質であって粘性がある。

層と同程度含む。

4.黄褐色土層 軟質のローム化した土層である。

5.黄褐色土層 よごれたソフトロームの土層であ

る。



070号祉(第 51図)

土層断面はとらなかった。

080号祉(第 51図)

1.暗褐色土層 少量のローム粒を含み極めて撤密

である。

081号祉(第 53図)

1.暗褐色土層 少量のソフトローム粒、細かいハ

ードローム粒を含む。粘性はないが極めて轍密で

ある。プラン確認面である。

2.暗褐色土層 土質は l層と同様であるが色調は

ず、っと暗い。

3. 1層と 2層の漸移層 ソフトロームを含み暗褐

色を呈する。

4.黄褐色土層 純粋なソフトロームである。

5.黄褐色土層 ソフトロームに大粒のハードロー

ムブロックが混入した層である。

083号祉(第 51図)

1.暗褐色土層 IIb層と色調、土質ともに類似す

るがローム粒を多量に含む。

084号祉(第 51図)

土層断面はとらなかった。

088号祉(第 54図)

1.黒褐色土層 少量のローム粒を含み轍密である。

2.暗褐色土層 1層に類似するがやや多くのロー

ムを含み轍密ではないがしまりがある。

3.黄褐色土層 多量のソフトローム粒および微量

のハードロームブロックを含みしまりがない。

089号枇(第 54図)

1.黒褐色土層 少量のローム粒を含み撤密である。

2.黄褐色土層 よごれたソフトロームの層である。

3.暗褐色土層 ローム粒を若干含みしまりがある。

粘性もやゃある。

4.褐色土層 ローム粒を多量に含みしまりがある。

粘性が多少ある。

090号祉(第 54図)

1.黒褐色土層 少量のソフトローム粒、ハードロ

ーム細粒を含み撒密である。

2.暗褐色土層 ソフトローム粒を若干含むがハー

ドローム細粒は僅かである。しまりなくザラザラ

の層である。
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2.褐色土層 ローム粒を 1層より多く含み、やや

粘質で 1層より軟弱である。

6.黄褐色土層 よごれてはいるがソフトローム質

の土層である。

7.黄褐色土層 ハードロームブロックが主体の層

である。

8.暗褐色土層 腐植質で粘性、しまりともに乏し

い層である。

9.明褐色土層 粘性のローム質を呈する。 7層と

壁との接触部のローム化したものと考えられる底

面と接する最下層である。

2.黒褐色土層 よくしまりローム粒を含まなし冶。

ピットの底部に達する。

4.褐色土層 ローム粒を多少含み大粒のものも若

干含む。しまりは比較的あるが1.2層ほどではな

~>。

5.褐色土層 4層に類似するがより轍密な層であ

る。

5.黄褐色土層 2層と類似するがハードロームブ

ロックを多量に含み粘性が強い。

6.黄褐色土層 よごれたソフトロームの層である

がハードロームはほとんど含まない。粘性は強い

が5層に比して撤密である。

3.暗褐色土層 ソフトロームおよび 5cm大程度

のハードローム粒を多量に含みしまりがない。

4.暗褐色土層 ソフト、ハードのローム粒の含有

量は 2層と 3層の中間程度であってしまりがない。



5.黒褐色土層 少量のローム粒(主としてソフト)

を含み、下位には焼土を多量に含む。やや轍密で

粘性がある。

091号祉(第 54図)

1.黒褐色土層 少量のソフトローム粒、ハードロ

ーム細粒を含み轍密である。

2.暗褐色土層 1層に類似するがソフトローム粒

をより多く含む。撤密でしまりがある。

3.ハードロームブロック土層

4.暗褐色土層 ソフトローム粒、ハードローム粒

093号祉(第 51図)

土層断面はとらなかった。

094号祉(第51図)

1.黄褐色土層 多量のハードローム粒を含みボサ

ボサである。

2.暗褐色土層 少量のハードローム粒、若干のソ

100号祉(第 55図)

1.ローム土層 097溝の底である。

2.黒色土層 101号祉の覆土と類似した色調を呈

する。

3.黒色土層 ローム粒を若干含む。

4.暗褐色土層 ローム粒を若干含む。

5.暗褐色土層 4層に類似するが 4層よりローム

粒の量が少ない。

6.暗褐色土層 ロームプロックを含む。

7.黒色土層

8. ロームブロック土層 以下の層はしまりがない。

105号枇(第 50図)

遺物(第 60図 1--..7)

6.暗褐色土層 ロームの含有量は 4層に近似する

が、よくしまり粘性がある。側底部と接する部分

ではローム化し明るい色調を呈する。

を多量に含み、しまりがない。

5.褐色土層 よごれたソフトロームの層に多量の

ハードロームプロックが混入した層であってザラ

ザラである。

6.暗褐色土層 2層に類似するが、ややしまりが

ある。

フトローム粒を含む。腐植質でしまりがある。

3.明褐色土層 よごれたソフトローム的な土層で

しまりがありやや粘質である。

9.暗褐色土層 ローム粒を若干含む。

10. ローム粒含有土層

11.ローム崩壊土層

12.黒色土層

13. ロームプロック土層

14.暗褐色土層

15. ローム粒含有土層

16. ローム粒含有土層 15層に比して、しまりがな

し〉。

17.黒色土層 ローム粒を若干含みしまりがない。

18. ローム混入土層

撚糸文の破片ばかりである。 1は口縁下に無文帯をおいている。 7については絡条体の回転方向を変え、幾何

学的モチーフをつくる可能性がある。全例とも稲荷台式であろう。

1.褐色土層 ローム粒、テフラ粒を含み 2層に近

似するが、やや明るい色調を呈する。

2.暗褐色土層 ロームプロックを霜降状に含みし

107号祉(第 50図)

1.暗褐色土層 ソフトローム粒、炭化物を多少含

む。

2.明褐色土層 ソフトローム粒を多く含みやや粘
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まりがある。

3.黄褐色土層 ローム質でやや粘性がある。

性がある。

3. よごれたローム層 木の根による撹乱と思われ

る。



111号祉(第 55図)

1.暗褐色土層

2.黒色土層 ローム粒、炭化粒を若干含み、しま

りがある。

2 '.ローム混入土層

3.暗褐色土層 ローム粒を斑点状に含みしまりが

ある。

4.暗褐色土層 しまりがある。

5. ローム混入土層 ロームブロックを多量に含み

しまりがある。

6. ローム混入土層 ロームフ。ロックを多量に含む

がしまりはない。

7 .暗褐色土層 しまりはなく粘性がある。

112号祉(第 50図)

1.暗褐色土層 ソフトローム粒を若干含みしまり

がない。

2.暗褐色土層 1層より明るい色調を呈しソフト

113号祉(第 55図)

1.暗褐色土層 ローム粒を多少含み、しまりがあ

る。

2.黒色土層 ローム粒を斑点状に含み、しまりが

ある。

3.暗褐色土層 ローム粒を含み粘性がある。

4.黒色土層 ローム粒を含み粘性がある。

5.褐色土層 多量のソフトローム粒を含み、しま

りがない。

114号祉(第 52図)

1 .暗褐色土層 黒色土を斑点状に含むが、やや明

るい褐色土が基調である。

2 .黒色土層 暗褐色土を斑点状にローム粒を若干

116号祉(第 52図)

1.黒色土層 しまりがある。

117号祉(第 52図)

1.暗褐色土層 ロームブロックを斑点状に含みし

まりがある。炭化粒を若干含む。

2.黒色土層 赤色スコリアを多量に含み炭化粒も

127号祉(第 55図)

1.褐色土層 ハードロームブロック、ソフトロー

ム粒を含み上面に焼土が散布している。

2 暗褐色土層 褐色土、ソフトローム粒を霜降状

-90 

8.暗黄褐色土層 ローム粒を含み、しまりがなく

車占'性がある。

9. ロームブロック混入土層 ハードロームブロツ

クが主体をなす。

9 :暗褐色土層若干のローム粒を含み粘性があ

る。

10.暗褐色土層 若干のローム粒を含む。

11.暗褐色土層 ローム粒を若干含み、しまりがな

くボロボロである。

12.黒色土層 層の状態は 11層に類似するが、やや

暗い色調を呈する。

ローム粒を含む。中央部付近は暗い色調を呈する。

3.褐色土層 ソフトローム粒を含みやや粘質であ

る。

6.黒色土層 しまりがない。

7.暗褐色土層 ハードローム粒を若干含み、ボロ

ボロの状態でもろし〉。

8.ハードロームブロック混入土層

9.暗褐色土層 ローム粒を含み、かなりもろくし

まりがない。

10.黒色土層 ローム粒を含み 9層に類似するが、

やや暗い色調を呈する。

含む。しまるがある。

3.ローム混入土層 多量のソフトローム粒を含み

しまりがある。

2.暗褐色土層 ロームをフ。ロック状に含む。

若干含む。しまりがある。

3. ローム混入土層 ロームブロックが主体でしま

りに若干欠ける。

に含み、しまりがある。

3.暗褐色土層 黒味の濃い腐植土層であってロー

ム粒をほとんど含まず、しまりがある。



4.暗褐色土層 2層に類似するが 2層に比して

ローム粒の量が少ない。

5.褐色土層 よごれたソフトロームと腐植土の混

134号祉(第 57図)

土層断面はとらなかった。

136号祉(第 56図)

1.黒色土層 褐色のローム漸移土を多少含みしま

りがある。

2. よごれたソフトローム土層

3.ハードロームブロックの集積層 ガサガサでし

まりのない土層である。

4.黒色土層 l層に類似するがほぼ純黒色で泥炭

137号祉(第 52図)

1.暗褐色土層 焼土フゃロックを含み特に中央部に

大粒の焼土が目立つ。

139号祉(第 52図)

1.暗褐色土層 ローム粒を含みしまりがない。

2.暗褐色土層 やや暗い色調を呈し炭化粒、ロー

ム粒を僅かに含む。

144号祉(第 56図)

1.黒褐色土層 テフラをブロック状に含む。

2.暗褐色によごれたロームょうの土層

3. よごれたソフトローム土層 2層より明るく純

145号祉(第 52図)

1.暗褐色土層焼土粒を若干含む。

153号祉(第 56図)

I 暗褐色土層 ハードローム粒を含みしまりがあ

る。土師器破片を相等数含む。

2.暗褐色土層 土質は I層に近似するが褐色土の

かたまりを諸々に含む。

3.明褐色土層 I1b層と類似するが、しまりがな

くハードローム粒を含まない。

155号祉(第 57図)

1.暗褐色土層 ローム粒、若干の炭化粒を含み、

しまりがある。

2.黒色土層 ソフトローム土を斑点状に含みしま

りがある。

3.暗褐色土層 ローム粒、ロームブロックを多量

に含む。暗褐色土が主体でしまりは 1、 2層より

入土層、ハードロームブロックは含まず、しまり

があまりなしミ。

6.黒色土層 ハードロームブロックを多量に含む。

7. ソフトローム及びハードロームブロック土層

化した植物片が散見される。

5. ソフトローム土層 よくしまり単なる没入では

ないと思われる。

6.ハードロームブロックの集積層 しまりなくボ

ロボロである。

2. よごれたローム層 底面は加熱を受けて硬化し

たローム。

3.炭化粒混入土層 炭化粒を多量に含みしまりが

ない。

4.焼土混入土層

粋のソフトロームに近似する。

4. ソフトロームとハードブロックの互層へ乱堆積

層

2.明褐色土層 焼土粒を僅かに含む。

4.暗褐色土層 3層に類似するが暗い色調を呈す

る。また少量のハードローム細粒を含む。

5.黄褐色土層 よごれたソフトローム層である。

6.ハードロームブロックとソフトロームのよごれ

た土層 腐植土と思われる黒褐色土が雑然と堆積

している。

ある。 1~3 層は自然堆積層である。

4.暗褐色土層 ローム粒、ハードロームブロック

を多量に含み、しまりがない。

5. ロームブロック土層 ハードロームブロックが

つまった層でしまりがなくボロボロにくずれる。

なお 4、 5層は埋めもどしの層と思われる。
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6.黒色土層 ロームブロックを若干含みしまりが

なく 2回目の落下層と思われる。

7. ロームブ令ロック土層 5層と同様の土層状態を

162号祉(第 49図)

土層断面はとらなかった。

166号祉(第 52図)

遺物(第 60 図 25~29)

呈する。

8.黒色土層 ローム粒を含みしまりがない。 1回

目の落下層であろう。

25~27、 29 は磨石、 28 は基部両側に打割のある棟、砂岩と花闘岩を用いている。

1.暗褐色土層 焼土粒を僅かに含み轍密である。 2.褐色土層

170号祉(第 57図)

1.暗褐色土層 ハードローム粒を少量含む。

2. 1 ~ 3層の漸移層

173号祉(第 52図)

1.暗褐色土層 腐植質の土層によごれたロームを

含んだ層である。

174号祉(第 57図)

土層断面はとらなかった。

175号祉(第 58図)

土層断面はとらなかった。

176号祉(第 58図)

土層断面はとらなかった。

179号祉(第 59図)

土層断面はとらなかった。

181号祉(第 52図)

遺物(第 61図2~ 8) 

3.明褐色土層 ローム微細粒を少量含む。 1~3 

層は全体に撤密でしまりがある。

2.褐色土層 ローム質状の土層で底面でソフト

ロームに接する。

表面にのみ貝穀条痕文の認められるもの(2、3、8、11)、表裏条痕のもの(5、6、12)、擦痕のあるもの

( 9、10)、内面擦痕、外面縄文のもの (4)、条痕文に縄文をかぶせるもの(7)等、条痕文が多く、少量の縄文が認

められる。いずれも胎土中には繊維が含まれる。焼成は悪く、もろい土器ばかりで茅山上層式とは遠し当。一応、

前期初頭、花積下層式以前に対比しておく。

1.暗褐色土層 若干ローム粒を含み、しまりがあ

る。

2.黒色土層 ローム粒を多量に含み、しまりがあ

る。土器を包含した層である。

3.黒色土層 多少赤味を帯び焼土を若干含む。

182号祉(第 50図)

遺物(第 61図 9~11) 

181号社参照

1.暗褐色土層 ローム粒、ロームフゃロックを多量

に含みしまりがない。
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4. ローム混入土層 ローム粒、ロームブロックを

多量に含み、しまりがなし )0

5.暗褐色土層 ローム土を斑点状に含みしまりが

ある。粘性にとむ。

2 .ロームブロック混入土層 しまりがない。



183号祉(第 59図)

遺物(第 61 図 12~14) 

表面に組い条痕文をもつもの。茅山上層式。

1.暗褐色土層 自然埋没土であってしまりがある。

2.黒色土層 自然埋没土であってしまりがある。

3.黒色土層 ローム土を斑点状に含みしまりがあ

る自然堆積土層である。

187号祉(第 52図)

1.褐色土層 ハードローム粒を僅かに含む。

2.明褐色土層 ローム粒を若干含む。

188号土d: (第 52図)

遺物(第 99 図 4 、第 61 図 16~20)

4. ロームブロック土層 上部にはソフトローム、

下部にはハードロームブロックが多量に含まれ、

しまりがなくボロボロである。

5.黒色土層 しまりがないよごれた黒色土であっ

て果粒状をなす。

3.暗褐色土層 ハードローム粒を少量含み粘性は

あまりない。底面全体をおおう。

第 99図4の土器は口縁部の外反する深鉢形土器、頚部(くびれ)に 2列の刺突列が巡り、その上下は半裁竹管

による縦位、横位の直線的な沈線文をもつもの、外面にススが付着する。第 61 図の 16~20 は縄文のある繊維土

器、口縁部に細沈線を加えるもの(16、19)がある。黒浜式(古)である。ただし 18は隆帯が横走し焼成も異な

るから遡行する可能'性が強い。

1.暗茶褐色土層 ハードローム粒を多量に含みし

まりがなくボサボサした土層である。

2.暗褐色土層 ローム粒を多量に含み一層より暗

189号祉(第 52図)

遺物(第 61図 21)

縄文土器の小破片。時期の特定はできない。

土層断面はとらなかった。

191号祉(第四図)

1.暗褐色土層 自然埋没土であってしまりがある。

2.黒色土層 自然埋没土であってしまりがある。

3.暗褐色土層 ローム粒を含み、しまりがない。

4. ロームブロック土層 しまりがない。

5.暗褐色土層 フカフカしておりしまりがない。

192号祉(第 59図)

1.黒色土層 自然埋没土でしまりがある。

2.暗褐色土層 自然埋没土でしまりがある。

3.暗褐色土層 ローム粒を若干含みしまりがない。

3~5 層は崩壊土層であろう。

193号祉(第 59図)

し暗褐色土層 少量のテフラブロックを含む。 2

次堆積土層であろう。

2.黒褐色土層腐植土である。
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い色調を呈する。

3.明褐色土層 ローム粒を多少含み、しまりがあ

る。

6. ロームブロック土層

7.暗褐色土層 ローム粒を含みしまりがない 2次

的な落下層であろう。

8. ロームブロック土層

9.暗褐色土層 ローム粒を若干含む。

4. ロームブロック土層 しまりがなしミ。

5.黒色土層 ローム粒を若干含みしまりがない。

6.ロームブロック土層 4層に類似するが、ブロッ

クが、より大きい。

3.黒褐色土層 よごれたソフトローム土を含む。

4.ハードロームブロックとよごれたソフトローム

の乱堆積土層
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第 2節土 器

1.第4次発掘調査 (W区)出土資料

草創期後葉の土器(第62図1、2) 

撚糸文の付された土器。図示の 2片がすべてである。

早期前半の土器(第62図3-----7) 

(1) 平行、斜行沈線文の土器

(2) 部厚な尖底部

(3) 無文の土器

早期後半の土器(第 62図8-----10) 

胎土中に繊維を含む貝殻条痕文の土器である。図示の 3例がすべてである。

前期前半の土器一 1(第 62図11-----42、第63図、第64図1-----5 ) 

前期の繊維土器をとりまとめた。出土量は多かった。大半は黒浜式(新)である。

(1) 諸種の縄文土器(第 62図11-----39)

ループ文、単節斜縄文、 0段多条、付加条など原体の変化が大きい。ただし、無節の縄は少数である。単

純な斜行縄文も多いが、原体の回転方向の変化による菱形構成をとるものが著しい。

(2) 棒状、へラ様工具、半載竹管による斜行する粗雑な沈線文を有する土器(第 62図40-----42、第63図1-----14) 

文様は、 (a)不規則で規範を有さぬもの、 (b)密接斜行施文されるもの、 (b)には口縁部文様帯を形成する場合

と、深鉢の胴上半を広くおおう場合とがある。さらに(c)疎に斜行施文されるもの、 (d)交文を見せるもの等の

変化がある。

(3) 半裁竹管による平行線文をもっ土器(第63図15-----38)

縄文(大半が単節であるが、少数の付加条、 0段多条がある)を地文とするものが多く、その上に平行線

文、曲線文、肋骨文、鋸歯状文などを描いている。

(4) 竹管による刺突文をもっ土器(第63図39-----44)

(a)円形竹管による竹管列を口縁下に重ねるもの (39、40)。

(b)模状を呈する刺突列によって文様を表現するもの (41、43)。

(c)有節平行線文に近いが刺痕が深く、かつ非連続的な刺突の反覆によるもの (42、44)。

(5) 爪形文の土器(第63図46-----57、第64図1) 

縄文を地文に、 2-----3をー単位とする爪形文列を併走させる。爪形文列聞に円形竹管による刺突列を加え

る場合(52)もある。単純な平行施文が多いが、肋骨状のモチーフを描いたり、平行爪形文聞に垂下させるも

のもある。

(6) 無文の土器(第 64図2、第96図1)

微量の検出であり、浅鉢が多かった様である。

前期前半の土器ー 2(第64図6-----11) 

胎土、色調は前群と区別できないが、文様、施文具を異にしている。別系統の土器。量的には少ない。

(1) 櫛歯文の上に爪形文を重ねる土器

(2) 波状貝殻文の土器

(3) 横走する蛇行櫛歯文の土器

(2)、(3)は植房式である。 (1)に就いては何式か判然としないが、浮島貝ヶ窪の類例から浮島 I式直前に比定

しておく。
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前期後半の土器-1 (第 64 図 12~14、第 65 図、第 66 図 1 ~15、第 96 図 2 ・ 3 ・ 5)

諸磯式土器を集めた。もっとも古い段階から b式(新)に及ぶ諸型式が含まれると考えられる。浮島系土器の

消長と密接な連闘が認められる。文様に従って大雑把に分けておく。

(1) 爪形文の土器

半裁竹管による連続刺突列であるが、爪形文自体の変化、他種文様との組み合せから、さらに分類される。

(a)口縁下に 1 段から数段の平行爪形文を施すもの(第 64 図 12~17、 19、 33)。だいたい a 式(古)に相当す

るが、 17、19などは時期的に下降する。

(b)爪形文が肋骨状や葉脈状のモチーフを描くもの(第64図27、30)。本種も a式。

(c)入組爪形文の土器(第 64図34、35)0 b式(古)である。

(d)半裁竹管による併行線文を加えるもの(第 64 図 20~25、 28、 31、 32) 。併行線文は弧状や直線状を呈する

ものが多いが、木葉状のものもある。いづれも a式である。

(2) 4本あるいは 6本歯の櫛状工具による櫛歯文をもっ土器

(a)平行線、波状線を描くもの(第 64図36、37)。本種はa式である。

(b)櫛歯圧痕文(第 64 図 38~40)0 3片2個体分あるにすぎないが、両個体とも 6本歯の原体である。地文の

縄文は細密で、 a式と考えてよい。

(3) 半載竹管による平行沈線文をもっ土器

(a)口縁部と平行する沈線文をもつもの(第 65図 1、2)や、斜走させるもの(第65図3、8)0 a式であ

る。第 65図22、23など口縁下に平行する太い沈線2条を施し、以下を縄文とするものも本種と近いが、 a

式(新)に下る。

(b)肋骨状や直線基調の幾何学的モチーフを描くもの(第 65図4、5、7、11)。円形竹管列と複合するもの

が多い。 a式である。

(c)縄文を地文とし、これに数条の平行線文を施すもの(第 65図 13、14)また斜行線文(第 65図 15)、曲線

文(第65図 16)などの土器。本種より b式である。

(d)集合平行沈線文の土器(第 65 図 17~21)。口縁部が内湾し、細い沈線が密に加えられるものU7)、矢羽根状

沈線文側、弧状平行沈線文 (20、21)などの変化がある。 b式。

(4) 磨消縄文の土器

複雑な入組文(第65図24)と直線的に区画内、外を磨消するもの(第65図25、26)など。正確な位置付

けは分らないが、 a式(新)を朔行せず、 b式(古)を下らないであろう。

(5) 隆帯浮線をもっ諸種の土器(第 65 図 27~35、第 66 図 1 ~ 5) 

(a)口縁下に刻目のある低隆帯を貼り、爪形文、鋸歯状や弧状の併行線方、 4本歯、 6本歯の櫛歯文等を加え

るもの。 a式(新)から b式に及ぶ諸段階を含むと考えられる。第 65図33を本種に含めてしまったが、爪

形文の様相から異系統とすべきであろう。第 65図34も異例。第 65図30、第 66図2は、深い爪形文によっ

て擬隆帯を作るもので、厳密には別種を設ける要がある。

(b)隆帯によって文様を構成するもの(第 66図6~ 9)0 b 式であるが、 6 は古く、 7~9 は新しい。

(6) 縄文の土器(第 66 図 10~13)

(7) 無文の土器(第 66図 14、第 96図2) 

(8) 底部(第66図 15、第 96図 5)

多数あるが、 15は底面に弧線文の描かれる特殊なもの。

前期後半の土器ー 2 (第 66 図 16~33、第 67 図、第 68 図 1~10、第 96 図 7 ) 

浮島 I式から興津式に至る諸式を一括する。量的には浮島 I式は少数、浮島11式~興津式が大半を占めている。
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(1) 撚糸文の土器(第 66図 16........33第67図1) 

撚糸文のみの土器はなく、爪形文や平行線文の地文として用いられている。文様は弧線文や鋸歯状文、入

組文などの構成をとり、口縁下に低隆帯を付加するものもある。(第 66図18、20)。これは前類(5)種と関連性

をもつものであろう。だいたいが浮島 I式と推定される。

(2) 波状貝殻文、変形爪形文などの付された土器(第 67図2........16、第 96図7) 

大半が浮島11式である。ただし、鋸歯状沈線と三角文の土器(15、16) は浮島皿式に下る。貝殻文や爪形

文はそれらが単独で器面を飾る場合も多いが、平行線文と複合する事例も多い。

(3) 櫛歯文や半裁竹管文の土器(第 67図17........29)

浮島 I式が多いが、浮島11式に下るかと思われるものも少数認められる。櫛歯は諸磯式よりも条数が多く、

曲線的な文様を描く。

(4) 刺突文の土器(第 67図30)

浮島11式か。

(5) 複合口縁の土器(第 67図32........39)

浮島11式から浮島III式に及ぶことは明らかであるが、個々の帰属は明確でない。

(6) 口縁部に縦位の刻目を施し、以下を波状貝殻文によって飾る土器(第 67図41........44、第 68図1、2)

浮島田式である。

(7) 興津式の貝殻文土器(第 68図3........10) 

沈線による菱形区画に沿って波状貝殻文を施すもの (3、4、6........8)。いわゆる麿消貝殻文の土器(5、

9、10)では、菱形、円形などのモチーフが一般的であるが、施文技法は麿消しによらず、充填による場合

が多い。

前期後半の土器ー 3 (第 68図11........36)

一部で栗島台式と呼ばれる土器群を一括する。前類に後続する。

(1) 原体圧痕をもっ土器 (11........24、32、33)

口縁部下に数条の縄の圧痕を有する。数条を併走させる単純なものが多いが、三角形などの幾何学的モチー

フをもつものが少数ある。他に、櫛歯文を併用する例(32)が一例ある

(2) 結節縄文を多用する土器 (23、25........31、34........36)

結節縄文は横位に展開するが縦位のものが一例 (36)知られる。本例は胎土も異質で、あるいは下小野式か

も知れない。

中期前半の土器 (第 69図~第 71図10、第 97図、第 98図1........4 ) 

黒浜、諸磯両式と共に出土量の多かった土器である。 J2区を中心に広範囲な分布をみせるが、小破片が多く、

器形のうかがえる資料は乏しい。阿玉台式であるが古期のものは少なく、大半が後葉に帰属する。

(1) 単列角押文の土器

(a)低隆帯による窓枠状区画に沿って有節線文の施されるもの(第 69図1........5 )。低隆帯の断面は三角形であ

る。角押文は口唇部上にも及ぶ。第 69図6も本種と同期であろう。

(b)カマボコ状隆帯による三角形区画をもつもの(第 69図7........13)。角押文は大きくなり、把手も発達する。

模文の土器は異系統である。

(2) 複列角押文の土器(第 69図14........第70図2、第 97図2) 

扇状把手の発達が著しい。隆帯は口縁部に帯状にめぐり、枠状の区画をとるが、胴部には水平な隆帯によ

る文様帯の区画が認められ、それはさらに垂下する隆帯によって、縦位に分帯される。隆帯による区画の内

部は刺突列、波状沈線によって充填されるのが普通である。模文、矢羽根文が著しい。
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(3) 隆帯による文様構成をもっ土器(第 70図4、5、8、第 97図3) 

(a)波状口縁の土器(第 70図4、 5)。波頂部から隆帯を垂下させる、隆帯には押圧が加えられる場合と、そ

うでない場合とがある。

(b)口縁下に隆帯による三角形区画をもつもの。

(c)その他(第 70図 8)。

(4) 隆帯と太沈線とが複合する土器(第 70図6、7) 

同一個体に属する破片が少量あるにすぎなし〉。

(5) 刺突文の土器

(a)隆帯による区画内を刺突で充填するもの(第 70図9、10、第 97図4)。

(b)ハマグリによる貝殻複縁文をもつもの(第 70図 12)。

(6) 隆帯による区面内に波状沈文の施される土器 (第 70 図~15~第 71 図 1 ~4 、 6 、第 97 図 2 、第 98 図 1 ) 

本類にも新旧の差があり、 a種が古く、 b種は新しし〉。また C種は新道式の系統下の土器と考えられ、 l

類b種と密接に関連している。

(a)単列角押文をもつもの。波状縁の土器では、口縁下に枠状区画をもち、区画内に半裁竹管による波状沈線

が施される。胴部では隆帯は複雑な屈曲を示し、粗雑な角押文と、それに沿う沈線が蛇行している。竹管II

種Bによる刺突列をもつものも本種である。

(b)複列角押文をもつもの。口縁下には比較的幅広の刺突列があり、以下隆帯による枠状区画をもっ。平縁の

土器では、口縁下には 1本の隆帯がめぐり、区画中央に半裁竹管による波状沈線が横走している。

(c)竹管IV種による矢羽根文をもつもの。口縁部に把手が発達する。文様は隆帯により区画される口縁部と、

同じ隆帯による三角区画をもっ胴部に集中する。

(7) 刻目隆帯の土器(第 71図5)

(8) 縄文の付された器(第 70図 11、13、第 97図 1) 

(9) 集合沈線文の土器(第 71図7)

(10) 無文土器(第 98図3) 

中期後葉の土器 (第 71 図 11~13)

磨消縄文をもっ加曽利EIII式である。

後期前葉の土器 (第 71 図 14~25、第 72 図 1 ~ 6) 

称名寺式~堀之内式土器を一括する。

後期中葉の土器 (第 72 図 7~18、第 98 図 4 ) 

加曽利B、曽谷両式をまとめた。少量の出土。

後期後葉~晩期前葉の土器 (第 72 図 19~28)

安行系の土器である。第 72図は遮行器文様のある東北系の土器。ただし、第 72図26は前浦式、また、第 72図

27、28は型式不詳。

2.第5次発掘調査(E区)出土資料

草創期後半の土器(第 75図、第 76図、第 77図、第 78図 1~25) 

撚糸文系土器後葉の土器群で、総数 1515点。比較的まとまった資料であろう。撚糸文、縄文、無文、その他の

土器に分たれるが、型式的には数型式に及ぶと考えられる。すなわち、 (1)稲荷台式、 (2)凹線文の土器、 (3)花輪台

式に 3分されるが、 (2)、(3)は微量の出土で、ほとんどは(1)である。 (1)の中には夏島式の新しい部分が混入してい

る疑いもあるが、ほぽ単純に稲荷台式としてよいであろう。本地域では、撚糸文系土器の清楚な変遷をたどり得
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るのは本期までであり、以降の情勢は混沌としている。

(1) 稲荷台式土器

総数 1487点。内訳は、撚糸文 1348点 (91%)、縄文 30点 (2%)、無文 106点 (7%)沈線文 2点、爪形

文 1点となる。ただし、絡条体圧痕文、絡条体条痕文も撚糸文に含めておいたが、量的には微量である。以

下、施文具(原体)、施文技法に従って分類しておく。

(a)単軸絡条体の回転手法によるもの(第 75図~第 77図25)。原体にRが多いのは通例の通り。無節のものは

2例にすぎず、複節の原体は認められない。原体を斜位におく。単純な縦位構成のものが圧倒的に多いが、

回転の方向の変化によって、一種の幾何学的文様構成をとるものが注目される(第 77図22-----24)。条聞は比

較的密接する場合(第 76図 1-----3 )もあるが、多くは平均して 4mm前後の間隔を有し、条聞は疎と判定

されよう。施文後の器面研磨による消失のうかがわれる例もあるが、多くは回転押捺の時期と手法に起因す

ると思われる。口縁部には幅の狭い無文帯が残されるのが普通である。縦位帯状施文かと考えられるものも

あるが、回転押捺自体が浅く不鮮明な小破片が多く、確言はできない。

(b)絡条体条痕文をもつもの(第 77図25-----28)。曲型例は l例あるにすぎなし， (第 77図25)。器面を不規則な

条痕が横走している。他には、縦位に引きずるもの(第 77図26、28)通条の撚糸文と直交して引きずるもの

(第 77図27)がある。後者は、尖底部周辺に通常観察される調整痕と似ているが、これを胴部に施した特殊

例である。

(c)絡条体圧痕文をもつもの(第 77図29-----32)。口縁部直下に押圧するもの(第 77図29、30)と、撚糸文を

地文として、胴部に数段にわたって押圧する場合(第 77図31、32)との両者がある。押圧の手法には、単純

な押圧による場合よりも、半転の圧痕を示す場合が多い。

(d)爪形文をもつもの(第 77図33)。細片のために判然としなし当。横に展開する爪形文の観察される胴部破片

である。生体圧痕であると考えられる。胎土、焼成から本類に含めたが、類例に欠き、あるいは無縁な土器

かもしれない。

(e)沈線文をもつもの(第 77図34、35)。同一個体と考えられる細片が2点ある。縦に細沈線が認められる。

35は格子目構成をとる可能性がある。前種と同様に本式に編入する必然性はないがむしろ、より下降する可

能性が強いであろう。

(f)縄文の施された土器(第 77図36-----46)。口縁部形態は、撚糸文の土器と大差ない。 36、37は多少朔行させ

て良いであろう。全て単節の原体であり、 RL、LRが折半し、撚糸原体との関係では特に LRが目立つ訳

ではない。

(g)無文土器(第 77図47-----66)。全体的に薄手のものが多く、撚糸、縄文系の土器よりも平均して 1mm及至

2mm薄い。また、口縁部形態は直口する丸棒状のものが著しく、他種との相異を特に指摘する必要がある。

(h)底部(第 78図7-----25)。

(2) 回線文の土器

(1)とは地点を異にして少量検出された。無文土器を伴い、時期的には(1)と(2)の中間におかれる。

(a)撚糸文の土器(第 78図 1、 2)。比較的厚手の土器。撚糸施文後に、口縁下に太い回線が一巡することが

特徴である。凹線によって口縁部無文帯と胴部の撚糸文帯とが区分される。 2は別個体の土器であるが、同

趣の土器。帯状の撚糸文が看取される。

(b)無文の土器(第 78図3)

前種と接して検出された。やはり厚手であるが、胎土、焼成は前種と異なって良好である。口唇部は薄く

なり、内、外両面にわたって入念なへラ磨きが施される。
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(3) 花輪台式土器(第 78図4~ 6) 

口縁部破片が散発的に 3点出土した。直上する口縁下に無文帯をおいて、一条の原体圧痕が認められる。

胴部の状況は良く分らないが、 4の如く羽状縄文となる普遍的な構成をとると考えられる。

早期前半の土器

(1) 回戸下層式土器(第 78 図 26~29)

(2) 田戸上層式土器(第 78 図 30~34)

(3) 子母口式土器(第 78図35)

早期後半の土器(第 78図36・37、第 79図1・2) 

胎土に繊維を含まず、長石等細砂粒を混入し、焼成の良好な土器である。器面には繊細な員殻条痕文が施され

微隆起線文が発達する。野島式の最古の段階に編年される。少量の出土であるが 2種に分たれる。

(a)口縁部の表裏、口唇部、微隆起帯上に絡条体の圧痕を留めるもの(第 78因坊、 37、第 79図1)。

(b)微隆起帯のみが文様を構成するもの(第 79図2)。

早期末~前期初頭の土器 (79図3~ 2 4、第 80図、第 81図、第四図、第 83図、第 84園、第 85図1~23) 

第5次調査における主体的な土器である。胎土中には多量の繊維が混入されるものが多く、貝殻条痕文が多用

される。そこには、明らかに茅山上層式と識別し得るものもあるが、帰属の不詳な破片が圧倒的に多く、茅山上

層式以降、花積下積式、一部は関山式へ及ぶと推定された。記載の方法に苦慮したが、有文、無文に 2分し、各々

を細分することにした。型式判定は必要最少限度に留め、資料の呈示に主眼をおいた。

(1) 有文土器-1

量的には少いが、多様な変化が認められる。

(a)刺突文をもつもの(第 79図4~19) 。

(a 1) 口縁部より縦に数列の刺突列を垂下させるもの(第 79図4、6、8、10、14)。刺突痕は模形のも

のが多く他に円形や短線状のものなどがある。胴部の屈曲する深鉢形土器で、刺突は口縁部から屈曲

部に及び、それ以下は条痕文となる。茅山上層式である。

( a 2) 刺突が横位に展開するもの(第 79 図 5 、 7~9 、1l~13)。横位の刺突列は(1)口縁部下に 1 条めぐ

る場合と(ii )胴部屈曲部、屈曲部に貼付された隆帯上に加えられる場合がある。両者ともに模状刺

突痕を残すものが多く、前種との共通性をうかがわせる。大半は茅山上層式としてよいが、口唇部上

に皿状の押圧痕を留め、その直下に刺突列をめぐらすもの(ll、12)、口縁部下に細い隆帯を貼り、そ

の上に刺突を加えるもの (10)に関しては時期の特定が難しい。古く見る向きもあろう。

( a 3) 口縁部外面に粘土帯を貼付し、その上に 3列乃至 4列の円形刺突列を重ねるもの(第 79図

15~ 17)。口縁部の文様帯は、さらに縦位の低隆帯によって分帯される。外面は条痕文、内面は無文。

本種も型式判定が難しいが早期末に下ろう。

(b)細沈線をもつもの(第 79 図 19~23、第 80 図 1 ~ 4)。茅山上層式である。

(b 1) 短沈線の土器(第 79 図 19~21、第 80 図 1 、 2 )。条痕文の土器で、口縁部の内面、外面、あるいは

内外両面に斜行する短沈線が施されている。

( b 2)斜行する平行する沈線をもっ土器(第 79図22、23、第80図3、4)。半載竹管による平行縄文の土

器であるが、条痕文を欠く例が多い。また、全体としての文様構成も不明で、ある。

(c)孔列文の土器(第 80図5~ 7)。口縁部下に一定の間隔をおいて円孔をめぐらしている。

(d)貝殻腹縁文の土器(第 79図24、第80図8~12)。横走する員穀条痕文の上に縦位の貝殻腹縁文が施されて

いる。腹縁文は波状構成をとるものはなく、単純な縦位の構成をとる。原体は肋と肋間との間係からハイガ

イと推定される。茅山上層式を朔行しない。
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(e)絡条体圧痕文の土器(第 80 図 13~17) 。図示した 5 例が全てである。 2 種に分たれる。

(e 1) 口唇部に密に絡条体圧痕が看取されるもの。 13は口縁部直口し、胴部の条痕は磨消されている。 14

の口縁部は外反し、胴部には浅い条痕が横走している。これと同形態の口縁部で絡条体圧痕を有さぬ

ものもある。共に外面条痕、内面無文である。

( e 2)胴部に横位の圧痕をとどめるもの(第 80図12，15~17)。焼成不良の軽穏な胎土で、原体は判然と

しない。また条痕も認められない。両種ともに茅山上層式を朔行しない。

(f)隆起線文の土器(第 80 図 18~35) 。いづれも細片で全体的な構成は明らかでない。少数の例外を除いて繊

維を多量に含み、焼成不良のものが多い。貝殻条痕は 3例に認められ、一方、縄文の付されたものも少数で

2例あるにすぎない。隆帯の形状、構成から大略 3分される。

( f 1) 口縁部下に弧状の隆帯を貼付するもの(第 80図18、19、24、26、27)。隆帯は複数列となる。

( f 2) タテ、ヨコに道線的に隆帯を貼付するもの(第 80 図 22、 23、 28~33、 35)。タテの隆帯とヨコの隆

帯は各々単独に用いられるのではなく、 22の様に複合して用いられるものと考えられる。隆帯の断面

は丸い凸帯風のものが多いが、幅の狭く背の高いものもある。隆帯上に刻目を付すものが多い。また

32の隆帯直下の条線は撚糸(1 )の圧痕である。

( f 3)隆帯と刺突文とが同時に施されるもの(第80図25)0 f種中の例外であり、 I例の検出。繊維を多

量に含むが、焼成は良い。内面のへラ調整も良好で、前種までの土器との同時性は疑わしい。

f 3種を除く貼付隆帯の土器は、本地域でのまとまった調査例を欠き、実態は不明のところが多い。ただし近

接する船尾白幡の例は近いであろう。茅山上層式から下吉井式、あるいは下吉井式から分離された神之木台式に

至る情勢は未だ流動的であり、まづ、資料的蓄積に心がけるべきであろう。一応、ト伝C地点III類が最も近いと

考えられる。

(2) 有文土器-2 (第 80 図 36~49)

花積下層式である。低隆帯と小突起の貼付、刻目を有する細隆起線文と沈線文、刺突文とが複合するもの、

他に円形竹管文、斜格子沈線文などが認められる。ただし条痕文、縄文のみの土器については、他の分離が

困難である。全般に古相を示そう。

(3) 有文土器一 3 (第 80 図 50~52)

関山 I式を一括したが、微量の出土で実態は不明である。後述するループ文の一群も本式に比定されよう。

(4) 有文土器 4 

刻目隆帯と波状貝殻腹縁文、条痕文をもっ一群を集めた。条痕文を含めることは類別の主旨に則さないこ

とになるが、胎土、焼成が特有で、容易に他類と識別可能であるため、あえて本類を加え、全体として一系

を成すことを強調したい。胎土はだいたい無繊維で、長石粉を多量に含有し、 焼成も良いが、 非常に軽穏な

感じを抱かせる。稀に微量の繊維の混入が認められるが、含有鉱物の状態に大差はない。

(a)刻目隆帯を有するもの。

(a 1) 波状縁の土器で口縁部下に刻目隆帯をめぐらすもの(第 81図1~ 3)。波状部が肥厚している。器

表面には横走条痕が観察されるが、裏面は 3者 3様で、 1が条痕、 2が磨消条痕、 3は無文である。

(a 2) 平縁で口縁下に刻目隆帯をめぐらすもの(第81図4~ 5)。平縁の破片であるが、本来は a1種に

含められる可能性がある。

(a 3) ヨコ方向の刻目隆帯とタテ方向の刻目隆帯とが複合するもの(第 81 図 8~1O)o 9は隆帯条体圧痕

が付される。

(a 4)刻目隆帯を波状に配するもの(第 81図11)。なお、刻目隆帯下には波状貝殻腹縁文が施される場合

がある。隆帯と貝殻腹縁文との関係が判明するのは 8 、 10 であるが、第 81 図 12~14、 16 等の波状貝殻腹縁
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文を有する桐部破片も、おそらくその上部には刻目隆帯が付されたと考えられる。貝殻腹縁文に用いられた

原体は、条痕文に多用されるハイガイではなく、肋と肋間との関係からサルボウと判定される。

(b)貝殻腹縁文の土器(第 81図7、15)。波状縁の土器であるが、腹縁文自体の構成は良くわからない。 7は

おそらく波状構成をとろう。 8はタテ、ヨコが組み合さっている。

(c)員殻痕文の土器(第 81図 17、18)。条痕を交叉させて一種の文様を表現している。 18の裏面は磨消条痕で

ある。

l類 f種と共に、本類の土器の正確な帰属時期が良く分からない。両者の関連性も不詳である。下吉井式、神

之木台式の欠落をどのように評価すべきであろう。 4類は大古里に酷似例があるが、大古里でも下吉井式は伴っ

ていない。打越、鶴巻、ト伝等類似する土器は指摘可能であるが、未だ型式的変遷に不明のところが多い。

(5) 員殻条痕文のみの土器(第 81 図 23~34、第 82 図 1 ~19、第 83 図 1 ~22) 

量的には最も多く、表面、裏面、表裏条痕の 3者があり、条痕にも深いもの、浅いもの、擦痕に近いもの

など変化が多い。無繊維のもの、交叉条痕のものなどは、その胎土に若干の相異が認められ4類に関連しよう。

(6) 無文土器(第 83 図 23~45)

表裏無文の丸底の土器である。口縁部は平縁と波状縁との両方があるが、両者とも多少の外反が認められ

る。条痕を磨消したり、擦痕をとどめるもの等も便宜的にここに含めておいた。

(7) 縄文を有する土器

少数であるが注目される一群である。

(a)貝殻条痕文を伴うもの(第 84 図 18~23 第 85 図 1 )。員殻条痕文は表裏に施されることが多くまず条痕文

が施され、その上に縄が回転される。条痕上に結節縄文を付すもの(第 84図 20) もある。原体は単節で R

Lのものが多い。

(b)縄文のみのもの(第 84 図 24~40、第 85 図 2~6 、 9~11)。口縁部の形態は直上するものと、やや外反す

る場合がある。原体は単節、 RLと LRとの比率は約 3: 2である。複節はない無節Lが一例ある。

(c)羽状縄文をもつもの(第 87 図 7 、 8 、 12~16) 黒浜以前の前期の羽状縄文土器である。原体の回転方向の

変化によって羽状構成をとっている。本種に至って 0段多条の縄が出現する。

(d)ループ文の土器(第 85 図 17~22) 。

前期前半の土器(第 85 図 24~33、第 86 図 1 ~10) 

胎土中には相変らず多量の繊維の混入が認められる。縄文のみの単純な深鉢が多いが、沈線文、半裁竹管文が

少量伴う。縄文は無節のものが著しく、次いで付加条が目立ち、単節は少ない。大半が黒浜式の古い部分となろ

つ。

前期後半の土器(第 100図 1~ 4) 

4個体分の検出であるが、いづれもまとまった破片を得られた。 lは興津式、 2、3は浮島系の波状員殻文の

土器、 4は不明であるが、胎士、焼成は前期のものに近し〉。

中期前半の土器ー 1 (第 86図 11、12)

口縁部に沈線による意匠文を有し、胴部にはタテ方向の結節縄文をもっ土器で、図示の 2個体分の破片が若干

あるのみである。底部は平底で外へ張り出す形態をとる。一応、中期初頭位の土器を推定されるが、細い系統関

係に就いては検討中である。

中期前半の土器-f(第 86 図 13~21 図、第 87 図、第 88 図、第 89 図、第 90 図、第 91 図 1 ~ 8) 

(1) 縄文が付された隆帯と、角押文、爪形文、沈線文が付加された土器(第 86図 13、第 101図3、 4) 

胴部には垂下する断面台形状の隆帯があり、隆帯間には縄文が施されている。五領ヶ台式系の土器か。

燦阿玉台式土器文具の分類は「新橋遺跡」の分類に従った。
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(2) 断面三角形の低隆帯をもち、輪積痕をとどめる土器(第 86図 15)

隆帯には細目の角押文が沿って、三叉文の陰刻が配されている。阿玉台式初葉の土器である。

(3) 単列角押文の土器

色々な変化がみられる。本種も古式の阿玉台式である。

(a)山形の把手をもっ土器(第86図 14、17、18、20、第 100図5、第 101図 1)。把手から断面三角形の隆帯

を垂下させ、口縁下の水平隆帯がこれに合し、枠状の囲いをつくる。角押文は隆帯に沿うが、枠の中位では、

屈曲をみせることが多い。また、枠と枠とは円形粘土板の貼付によって連結させている。波状沈線、波状隆

帯が胴部上半に施されている。

(b)波状縁、小突起をもつもの(第 86図 16、19、第 87図 1~3 、 6 、 7 、 21、第 100 図 6 )。波状線の土器で

は、非対称の波頂部下に繊細な角押文を伴う渦巻状の低隆帯がめぐらされ、これに三又文が付加され、枠状

区画を連結させている。また、口唇部に波状に粘土帯を貼付し、波頂部より Y字状隆帯を垂下させる場合も

多い。

(c)平縁の土器は 4つに分類できる。

(c 1) 窓枠状区画を有するもの(第 87 図 8~10、第 88 図 1 ~ll)。断面三角形の低隆帯による枠状区画を

特色とする土器である。処々に粘土帯をタテに付加したり、口縁下に角押文によって上下を画された

無文帯をおき、その下に窓枠状区画を配するものなどの変化がある。胴部へY字形に隆帯を貼付する

場合もある。浅鉢では胴部が無文となるが、深鉢では波状沈線がまわっている。

( c 2) 口縁直下に角押文を施し、以下角押文や沈線文、爪形文などによって文様を構成するもの(第 87図

13~19) 。口縁下、胴上位の文様構成は単純で、角押による Y字状や連弧状のモチーフを描く場合が一

般的で、これに数条の波状沈線が組み合さる。口唇部上面、内面にも施文の及ぶ例が多い。

(c 3) やや太田の隆帯と大型角押文をもっ土器(第 88 図 21~24) 。枠状区画は継承されているが、隆帯に

よって分帯された胴部には 2列 l単位となる複列角押文による鋸歯状による鋸歯状のモチーフが採用

されたり、円形や耳形の突起が付されたりする。

(c 4) 口唇部に限って単列角押文の施されるもの(第 87図 11、12)。波状縁、もしくは把手が付されてい

る。体部は無文で輪積痕を残している。

(4) 複列角押文の土器

少量の出土。低隆帯による枠状区画に沿い複列角押文が付されている。

(5) 諸種の刺突列をもっ土器

施文具の変化によって幾っかに分類される。

(a)竹管II種Aによるもの(第 89図 14、21、第 90図 2)0 14は口縁部肥厚帯下に密接施文されている。 21は

扇状把手の隆帯に沿って 1列施される。区画内は波状沈線が充め、隆帯の発達が著しい。

(b)竹管H種Bによるもの(第 89図6、7、13、17)0 6、7、13は粘土帯に平行して連続的な刺突が加えら

れている。 17は把手であるが、口縁に沿い、あるいは頂部から下る隆帯に並列して施文される。隆帯は太

く、断面はカマボコ状、あるいは台形に変化している。

(c)竹管III種Aによるもの(第 87図5、第 88図 20、第 89図 16、18)0 5は胴部の破片。波状を呈する 2条 l

単位の低隆帯に沿って刺突列が加えられる。さらに隆帯内には弧状の、隆帯外には結節沈線様の刺突列が施

されている。時期、系統が不分明である。 20は波状縁の土器。口縁端およびその下部に刻目隆帯をおき、隆

帯上と隆帯聞に刺突を加えている。 16も押し引き結節沈線様の刺突列を有する例、 18の把手も同趣の施文技

法を見せている。

(6) 無文、隆帯文のみの土器
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(a)浅鉢(第 100図7、第 101図7)。

(b)深鉢(第 88図12、第 100図8)。

(7) 縄文の付された土器

(a)口縁部の枠状区画を縄文で充填するもの(第89図22)。枠状区画は三角区画近く、時期的下降をうかがわ

せる。

(b)扇状把手の部厚い口唇部に縄文が施されるもの(第 90図3)。竹管11種による刺突列と半裁竹管による平

行線文をもっ。

(c)縄文を地文として、その上に太い弧状の沈線が加えられている(第 101図2)。

(8) 沈線文、条線文の土器

(a)隆帯と太い沈線によって三角形に近い構成をとるもの(第 88図 17、18、23、第90図4)。

(b)隆帯による区画内を、細い集合沈線が充填するもの。竹管11種Aによる単列角押文を伴う(第 110図5、

6 )。

(9) 勝坂系と考えられる土器(第90図7........18、第 101図5、6) 

中期後葉の土器(第91図9、10)

微量の出土である。磨消縄文をもっ加曽利EIII式である。

後期前葉の土器(第 91図 11........28、第92図、第93図1........7、第 101図、第 102図1........3 ) 

比較的多数の資料がまとまって出土しているが、遺構は未検出である。沈線文、刺突文、櫛歯文等が多用され

る。時期的にも称名寺式から堀之内11式に及んだ。

後期中葉の土器(第93図8........20、第 94図1........18、第 102図4、5)

加曽利BII式が中心となるが、少量のBIII式(第 94図3........5)曽谷式(第94図6、7)が含まれている。

後期後葉の土器(第94図 19........25、第95図1........29)

安行 I式である。 23は小破片のために詳細は不明である。口縁部に撚糸文、頭部には細い隆起線文がみられ

る。一片の出土。

第3節石 器

両次調査分の縄文時代遺物のうち、醸や剥片をも含めるならば、石製遺物の比率はかなり高く、特に第5次調

査 (W区)では良好な石器群の検出を見た。第4次分と第5次分とは時期的にも、また地点的にも区別されるか

ら、石器も各次毎を一括し、図版もまた別に作成した。なお、極力多数の資料の掲載に努めたが、磨石等の小破

片については省略した。

1.第4次調査の石器-w区一

多数の土器片の出土した区であるが、石器の量は比較的少量である。分布は土器の散布面と重なり、土器廃棄

との相関性が議論されよう。 J2区の阿玉台式土器集中部では、醸(片)や石皿破片が集中し、両者に一応の因

果関係が認められるかもしれないが、生活牡とは考えられず、両者の同時性もまた正確に検証することができな

し)0

石鍛(第 107図1........39)、削器(第 107図41........48、第 108図1、2、14、15、17)、ピエスエスキーユ(第 130

図3........12)などが剥片石器の全てである。第 107図45の削器は石核の再利用。これらの素材を見るとチャート製

のものが他を圧する。石斧は少ないが、第 108図16、18、第 109図2........11、第 110図1など。石核は前掲のもの

の他に一例(第 109図 1)あるにすぎず、 *'1片、削片の少ないことと符合している。第 110図2........8、第 111図

などに磨石、敵石、石皿等を一括しておいた。
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2. 第5次調査の石器ーE区一

石製遺物の量は極めて多く、本地域ではむしろ異例である。遺物の分布はやはり土器のそれとだいたい一致す

るが、特に注目されるのはC3区、 C4区を中心に多量の円離が検出されたことであろう。

分布の様相(第 105図、第 106図)から先土器時代の瞭群を想起させるが、分析が終了しなかった。離は数 cm

の小礁から、 20cm位のものまであり、大きさには相当のばらつきが認められる。概して中、大形醸には破砕し

ているものが多く、火熱によるものか、赤変あるいは黒変の観察される場合も多い。 B4区には細醸~小離を主

体とする醸群があって、隣接する住居社、炉穴群との空間的併存が指摘されよう。これら三者の有機的結合によ

る生活パターンが抽出できるのかもしれない。他に図示できなかったが、草創期末の配石が確認されている。掘

り込みはなく、周辺には炭化物片が集中していた。

器種的にも多様で、石搬(第 112図、第 113図 1"'50)、石匙(第 113図51、52)、諸種の剥片石器(第 114

図、第 115図 1"'5)、ピエスエスキーユ(第 115図6"'9)、石斧(第 115図 12'"16、第 116図、第 117図、第

118図 1"'3)、磨石、凹石、石皿、敵石など(第 118図4"'7、第 119図1、8'" 12、第 120図、第 121図、第

122図、第 123図)、軽石製有孔浮子(第 119図2)、軽石(第 119図3"'7) など。他に石核、剥片類も相当あ

る。石材は剥片石器に関してはチャートが多く、次いで黒曜石、泥岩、安山岩など。醸もしくは離を素材とする

ものには砂岩、花闘岩、閃緑岩などが多いが厳密な石材の同定は行っていない。

石鍬は凹基の精製品が多く、比較的古相を呈している。不整形の剥片石器の一群については銑とすべきもの、

削器とすべきものなど機能的多様性が示唆される。これらの多くは草創期~早期の土器分布と重なり、大半がこ

の期へ編入されると考えられる。石斧は大別して、 (1)草創期末の打製醸斧、局部磨製瞭斧、 (2)早期末のチョッパー

状機斧、 (3)それ以降の磨製、打製石斧に分けられ、前二者の比率が高い。

多量の磨石の存在が注目されよう。 32例を図示したが、最終的な整理の結果では、破片をも員数内とすれば、

この倍に近い資料の検出を見ている。lOcm内外の離の両面に磨痕を残すものが多く、側縁にまで磨きがかけら

れるものは少ない。また中央部に浅い凹みの看取されるものも目立つ。 B5区、 C5区に集中し、住居社、炉穴、

操群内部に、あるいは周辺に更には蝶群中に混入して分布している事実に着目したい。
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第IV章弥生 時代

第 1節 住居土止の概要

043号住居祉(第 124図)

本社は、その調査着手時では方約 5mの落ち込みが確認されたため、単一期の住居社と推定して、これに 043

号という遺構番号を与えた。しかし、覆土上部の黒褐色土を除去したところ、中央部に一辺 2m強を計る黒色土

の方形の落ち込みが検出され、 2基の住居祉の複合関係が改めて認識されるに至った。このために、当初のそれ、

すなわち大形の落ち込みを 043A号社、次いで、小形のそれを 043B号牡とし、両者を区別することにした。

043-A号住居士11:(第 124図)

西北部コーナーが第 3次調査時の削平を受けているが、一辺 5.7m前後の隅丸正方形を呈する。浅い周溝が回

らされているが、西辺半ばで不明確になってしまう。柱穴は見あたらない。南壁中央より幾分東に偏して小ピッ

トが穿たれている。ハードローム層上面に位する床面は、大概堅轍であるとは言え、壁沿いは軟弱で、凹凸が目

立つ。ソフトロームからなる壁面の崩壊もすすみ、検出の難しいところもあった。炉の存在は当然予想されるが、

043 B号祉の構築に際して失なわれたらしい。遺物は少量で、北壁に近い床面で聾 1個体、南壁沿いで査の口頭部

が検出されたに留まった。後者は覆土中位の出土である。 043B号住居祉に就いては第V章を参看されたい。

覆土

1.黒褐色土層

2.褐色土層

3.暗褐色土層 焼土、ローム粒を含む。

045号住居祉(第 124図)

4.褐色土層 ローム粒の含有が多い。

5.褐色土層 ローム質で粘性、しまりがある。

隅丸正方形に泣いプランを呈する。中軸の長さ約 3mo II a層からソフトロームに約 30cm掘り込まれてい

る。壁、床面共に遺存状況は良くない。柱穴も未検出。中央からやや東北寄りに炉と考えられる径約 35cmの円

形の焼土が確認された。床面に近く炭化材小破片が著しく散布していたが、旧態を窺うことはできない。遺物は

少量。住居内中央に集中する。査形土器口頭部が一個体分含まれる。

覆土

1.暗褐色土層 腐植質で黒味が強い。

046号住居祉(第 125図)

2.褐色土層。テフラの小フーロックを含む。床面に

近くなると炭化材片が目立つ。

主軸をN-28.5'ーEにおき隅丸方形を呈する。長軸 5.65m、短軸 5.44m。壁は垂直で、高さ 0.55m、良好な

貼り床に達する。床面は平坦で、周溝が一巡している。柱穴は無いが、東壁際に貯蔵穴が穿たれている。口径 O.

55mの円形を呈し、深さ 0.28m、床面に近くなると多量の焼土が堆積し、大形の自然擦が一点埋納されていた。

炉祉は、 0.7mx0.8mの不正円形。床面から 20cm掘り込まれている。覆土最下層には多量の炭化材片が包含

され、火災社と推測される。特に周壁に沿って大形の炭化材が横転していた。

遺物の絶対数は少ないが、その殆んどが覆土下層~床面直上に集中している。器台、台付聾など、遺物中特筆

すべきは、西壁沿いに一括出土を見た小形土器の一群であろう。総数で 12点あるが、全て、西壁上部より流れ込

んだと推定される 10層の基底面を検出層準としている。炭化材の埋蔵土層である 5層に乗る状態で、上部構造の
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倒壊直後に落下したらしい。

覆土

1.灰褐色土層

2.暗褐色土層 テフラブロックを含む。

3.黒褐色土層 ローム粒子の含有が多い。粘性の

ない土層である。

4.明褐色土層 やや粘質をもっ。

5.褐色土層 ロームブロックの含有が多い。

6.黄褐色土層 ローム質である。

7.暗褐色土層 多量の炭化材を含む。

8.黄褐色土層 6層と同ーの特徴をもっ。

9.褐色土層壁際では 5層との識別が難しし〉。色

調は幾分明るく、ローム粒の混入が少ないところ

から、両者を分層した。

047号住居祉(第 125図)

長軸 5.83mX短軸 5.37mの隅丸方形の住居社。壁高は検出面から 0.45m床面はハードローム上面にあり、多

10.暗褐色土層 7層に近い。

11.黄褐色土層 6層に近い。

12.黄褐色土層 これも 6層に近いが、ロームの含

有が著しい。

13.褐色土層

14.暗褐色土層

15.暗褐色土層 焼土ロームブロックを多く含む。

16.黄褐色土層 焼土の小ブロック含有、かたくし

まりがある。

17.焼土層

18.堅く焼きしまったローム層

少凹凸があって軟弱。また、東から西へ僅かに傾斜している。周溝は認められるが、柱穴を欠く。西壁際に小ピッ

トが 2つ並んでいるが、性格は不詳である。炉は中央部北寄りに位置する。遺物は少なく、覆土中からの土器細

片ばかりである。

覆土

し黒色土層 粘性なく、微量のテフラフーロックを

含む。

2.黒褐色土層 粘性を欠き、少量のテフラブロツ

クが含有される。

3.暗褐色土層 2層との境界は不鮮明であるが、

色調がやや明るい。

4.明褐色土層 土質は 3層と似るが、ローム粒子

の包含が多く明るく見える。

048号住居士止(第 126図)

軸長 3.44m X 3.60 m の.不正形のプランである。各コーナーは隅丸で、東壁は中央部が強く張り出す形態をと

る。壁高は約 0.3m、床面はソフトローム中にあり、全体的に軟弱である。壁上部の褐色土層(II層)の崩落は著

5.黄褐色土層 粘性に富むローム質の土層。

6.黒褐色土層 2層とよく似ている。

7.黄褐色土層 ローム質の土層。粘性に富み 5層

と近い。

8.焼土層

9.暗褐色土層 3層に近い。

10.明褐色土層 4層に近い。

11.黄褐色土層 7層に近い。

しく、基底部の立ち上りで漸く平面プランを推定することができた。周溝は認められたが痕跡的で、柱穴もない。

中央北側に炉社かと考えられる焼土面を検出したが、これも遺存状況は悪い。なお、本社床面を薄く被覆してい

た黄褐色土層(6層)上には、多量の焼土ブロックが全域に亘って堆積していた。遺物は少量、覆土中からの土

器細片ばかりである。本社構築に際しては、先土器時代の包含層を大きく破壊したらしい。

覆土

1.黒色土層 粘性なくパサパサしている。

2.暗褐色土層 ローム粒子を含む。粘性なし。

3.焼土ブロック層

4.褐色土層 ローム粒子の含有量が多い。やや粘

調の土層である。

5.黒褐色土層 ローム粒子を含む。粘性はそれほ

どない。

6.黄褐色土層 ローム質で粘性に富む。

内
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051号住居祉(第 126図)

隅丸長方形のプランで、長軸 4.23mx短軸 3.60mを測る。各コーナーは直角に近いが、幾分丸味を帯びてい

る。壁高 O.4m、床は部分的な貼床である。周溝、炉等の付属施設が認められる。床面上には炭化材破片、焼土塊

が散在し、火災社と推定される。覆土内に遺物の検出は見られなかったが、床面に接して浅鉢、聾が一個体ずつ

遺存していた。

覆土

1.暗褐色土層 多量の焼土プロックを含む。

2 a.黒色土層 ローム粒子の包含量は少い。

2 b.黒色土層 ローム粒子のt包含量は多い。

053号住居祉(第 126図)

3.暗褐色土層

4.明褐色土層粒質のローム質。

北に 046号住居社、南に 054号住居社が近接する。長軸 3.55m、短軸 3.07mの隅丸長方形のプランをもっ。

周溝、柱穴は未検出。炉の中央東寄りに切られる。壁はほぼ垂直、検出面から O.4mで床面に達した。床はハー

ドローム上位に位置し、部分的に貼床状の堅轍なローム質の箇所が遺存していた。土層断面部より明らかなごと

く、本社においては人為的埋め戻しが行なわれている。覆土内からの遺物は無く、床面よりの遺物もガラス玉一

点のみである。排土中採集のガラス玉と酷似する。

覆土

1.暗褐色土層 粘性はなく、ロームの細粒子を混 7.褐色土層 土質は 2層に近いが、ロームの含有

入している。

2.暗褐色土層 多量のローム粒子を含む。

3.暗褐色土層 色調は 2層に近いが、ローム粒子

の含有が少ない。

4.濃暗褐色土層 やや粘性がある。ソフトローム

粒子の含有は認められるが、ハードローム粒子の

混入はない。

5.褐色土層 ローム粒の含有量が多い。

6.明褐色土層 二次堆積のローム層である。

054号住居祉(第 126図)

量が少なし〉。

8.暗褐色土層 粘性はなく、多量のローム粒子を

混じえる。処々にハードロームプロックが含まれ

る。

9.暗褐色土層 8、9層と同系の土層であるが、

ローム粒、ロームプロックを多く混入している。

10.黒褐色土層 極めて暗い色調であるが、ローム

粒子を相当含んでいる。

11.暗褐色土層 2層に近いが、やや明るい。

前記053号住居祉に南接している。隅丸正方形に近いが、長軸 3.78m、短軸 3.54mであり、多少南北に長い。

壁高は 0.45m、垂直に立ち上る。床はハードローム中に掘り込まれている。全面的に貼床が施されていたものと

考えられるが、中央部以外の遺存状況はあまり良くない。周溝が一巡する。西壁際北寄りに径 0.55mの円形をし

た被焼成部が認められ、はじめこれを炉と考えた。また、貼床面での柱穴も検出できなかった。ところが、掘り

方を露呈してみると、本来この住居牡のコーナーには、径 O.4m、深さ 0.2m前後の柱穴が存し、炉は中央部に

切られていたこと、また、西壁際北寄りには、 0.76mxO.36 mの貯蔵穴の掘られていたことが判明した。床面上

には多量の炭化材片、焼土塊が散布していた。遺物は覆土内採集の少量の土器片があるにすぎない。

覆土

1.黒褐色土層 4.褐色土層 多量の焼土を混入。

2.暗褐色土層粒性はなく、ローム粒子を含む。

3.褐色土層 ローム粒子を多く含む。やや粘質で

炭化物片を多く混入している。

-185-

5.暗褐色土層 ローム粒子を含有し、幾分粘性を

帯びる。

6.黄褐色土層 ローム質で粘質な土層である。
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055号住居祉(第 127図)

主軸はN-620-Eにとる隅丸長方形のプラン。軸長は、 4.83mx4.2 m。壁は崩落がやや著しく、傾斜している

所がある。検出面からの掘り込みは、 0.22m と浅く、また、北壁と南壁の比高差が 8cm近くあり、床面全体も

相当傾いていることが知られる。床面はソフトローム中にあり、軟弱で、ある上に、後世の小揖乱が処々に認めら

れる。炉、住穴共にな~)。遺物は少なく、床面上より台付聾一個体分が検出されたに留まった。

覆土

1.暗褐色土層 やや黒味の強い部分を 1'とする。

2.暗褐色土層 ローム粒子を多く含む。粘性はな

し3。

056号住居祉(第 127図)

3.褐色土層 ローム粒子はさらに多く、粘性が増

してくる。

4.黄褐色土層 ローム質で粘性に富む。

軸長約 3.5mの隅丸正方形に近い形態をとるが、北西壁中央部が外に張り出している。また、対角線が大略南

北を指す様に企画されている。床面はハードローム中にあり、堅撤な貼り床である。周溝が一巡し、炉は中央や

や北西寄りに切られている。主柱穴と見られるものは無いが、南東部コーナーに 0.35mの間隔をもって小ピット

が並列していた。遺物は少量、覆土中より台付聾の台部のみ 6点が一括出土している。

覆土

1.黒褐色土層 焼土の微粒子、ローム粒子を少量

含んで、いる。粘性はない。

2.暗褐色土層 粘性なく、焼土やロームの粒子が'

多くなる。基底部に木炭片が集中する。

3.褐色土層 多量のローム粒子、ソフトロームブ

ロックを含む。

4.褐色土層 3層と近いが、ローム粒の含有は少

ない。

5.暗褐色土層 2層と近似している土層。

058号住居祉(第 128図)

6.褐色土層 2層より明色で、焼土やローム粒子

が多い。

7.黄褐色土層 ローム粒子の含有が多く、粘性に

富む土層である。

8.暗褐色土層 2層に近似しているが、やや粗な

土質である。古い揖乱と考えられる。

9.黄褐色土層 粘性に富むローム質の土層。壁崩

落土である。

主軸をN-540-Wにおく隅丸長方形のプランを呈する。南接する 060号祉と共に本遺跡にあっては大型の部類

に属する。壁高 0.6m、ハードローム中の床面は良好な貼り床である。周溝部の遺存も良い。主柱穴は対角線上に

4本、他に貯蔵穴が2基あるが、そのうち一方は貼り床に被覆されていた。その内部には軟質の暗褐色土が充満

し、焼成を受けて赤変した土器細片が6点混入していた。炉社は中軸線上にあり、非常に強く焼かれていた。床

面上には焼土、炭化物細片が広範囲に認められたが、大形のものはない。遺物の大半は覆土中に縄文土器と混在

して出土した。土器細片がほとんどである。

覆土

1.黒褐色土層 粘性のない黒味の強い土層。

2.褐色土層 ローム粒子を含有する。

3.暗褐色土層 色調は 1層に近いが、ず、っと撤密

である。

4.黄褐色土層 ローム粒子の混入が多く、粘質の

059号住居枇(第 128図)

土層である。

5.褐色土層 ローム粒子を混入し、粘質で轍密な

土層。

6.暗褐色土層 5層に近いが土質は組で、古い揖

乱層であろう。

長軸 4.1mX短軸 3.75mの大略隅丸長方形を呈するが、西壁が東壁より多少長いから、正確には隅丸台形と言

うべきか。主軸N-21.40-E。検出面からの掘り込みは 0.4m、床はハードローム中にある。周溝は一周してい

一 187
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るが、東北部コーナーはピットによって切られている。浅く幅も一定しない。炉は中軸線に沿い中央東寄りにあ

る。柱穴の検出はないが、コーナ一部に貯蔵穴が認められる。床面上には炭化材細片、焼土が少量散布していた。

遺物は少量。ミニチュア土器完形品は覆土中位4層からの出土。また、 3層検出の壷形土器口縁部破片が、 060号

牡 1層下部の頚部破片と接合する。他は土器細片ばかり。

覆土

1.暗褐色土層 微量のローム粒子を含む。粘性は

ない。

2.褐色土層 撹乱土層と考えられる。

3.茶褐色土層 ローム粒子を多量に含む。粒性に

富む。

060号住居祉(第 129図)

4.褐色土層 ローム粒子は少ない。やや粘質であ

る。

5.暗褐色土層 4層と近い土質であるが、色調が

暗く区別することにした。

J 3 -19杭が中央に位置する。長軸 6.71mX短軸 5.72mの隅丸長方形のプランを呈するが、東壁中央が多少

胴張りに近い形態をとっている。壁高は検出面から 0.5m、遺存良好な貼り床面に達する。周溝、主柱穴、貯蔵

穴、炉を完備している。覆土下位には多量の焼土塊、炭化材片が含まれ、火災社と推定される。遺物は土器細片

ばかりである。床面検出の鋸歯状磨消縄文の査形土器頭部破片が覆土上層の破片と接合した。ほぽ完形となった

器台も床面直上の出土である。

覆土

1.黒色土層 ロームの細粒子を含む。しまりのな

い土層である。

061号住居祉(第 129図)

2.茶褐色土層 ロームの細粒子を含むが、 l層よ

りもしまりがある。本層は床面の全体を被覆して

いる。

軸長約 3.5mの隅方正方形のプランをもっ。検出面からの掘り込みは 0.35m前後であり、ハードローム層最

上位に床面がおかれている。床は本来貼り床であったらしいが、遺存状態は不良である。床面白体は南西部から

北東部へゆるく傾斜している。炉、周溝、小ピットを検出し得たが、主柱穴は不明である。さて、本社の土層断

面を観察すると、全層ともローム粒子の含有量が多く、特に、 2層、 3層は、多少汚れてはいるものの、ソフト

ロームそのものと言ってよく、更に、本層は床面を直接に、しかも広範囲に被覆するから、本社廃絶直後の排土

投入が予測されよう。遺物は覆土中にほとんどなく、床面上からも鉄器片が一点検出されたに留った。

覆土

1.暗褐色土層 ローム粒子を少量含む。

2.暗褐色土層 ローム粒子を含む。

3.明褐色土層 ローム粒子を多量に含む。

062号住居祉(第 130図)

4.褐色土層 ローム粒子を少量含む。

5.黄褐色土層 2次堆積のローム層である。

K 2-08ラインを通る確認トレンチ調査中に発見された。傾き 90前後の西向き斜面に構築されている。軸長 3.

7m位の隅丸正方形に近い形態をとる。斜面部であるため、ロームのソフト化が著しく、床面、壁共に、ソフト

ロームから成り、壁高も山側で 0.6m近くあるのに対し、谷側では 0.15m位しかない。ピット類は未検出。中

央部北西寄りに径 0.27mの焼土が認められ、辛うじて炉祉と推定された。遺物は微量で、土器片ばかり。

覆土

1.黄褐色土層 ローム質でしまりのない土層。

2.黒色土層 ロームの細粒子を含む。やわらかく

しまりを欠く。

-190一

3.黄褐色土層 ローム粒子を多量に含む。

4. ソフトローム層。
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063号住居祉(第 130図)

南東壁中央が胴張り状となる隅丸方形を呈する。長軸 3.4m x短軸 3.2m、胴張りとなる分だけ東西方向に長

くなる。壁高 0.52m、床面はローム土による貼り床であるが、南半の遺存が悪い。周溝及び柱穴は検出されなかっ

た。炉は中央から北西寄りに切られ、径 0.5mの円形、焼土の厚さは 10cmをこえる。他に南東壁際に小ピッ

トがある。遺物の大半は覆土より採集のもの、床面上からは微量の土器細片を得たにすぎない。

覆土

し茶褐色土層 ローム細粒子を含み、比較的しま

りは良い。 1'層は撹乱部である。

2.灰黒色土層 ローム粒子を含み、しまりの良好

064号住居祉(第 130図)

な土層である。

3.黄褐色土層 多量のローム粒子が観察される。

床面を広く覆う。

J 2 -53杭がほぽ中央に位置する。 065号牡と相接している。軸長 3.76mx 3.3m。後世の土墳が中央に掘り

込まれ大きく揖乱されている。検出面からの壁高は約 O.4m、床面はソフトローム中にあるが、黒色土混入ローム

による貼り床である。柱穴は認められないが、南壁東寄りに小ピット、中央東北部に炉が存する。炉は撹乱墳に

切られている。焼土は 7cm前後の堆積。土器片の出土量は多い。 1層には鬼高式土器が含まれるが、 2、3層

は弥生期の土層である。 3層中の土器はレベル差と無関係に接合する。

覆土

し暗褐色土層 しまりなく、部分的に色調の明暗

が認められる。

2.黒褐色土層 土色一様と言い難く、黒色部と褐

色部とが斑文状に堆積する。しまりは 1層に勝る

が3層に劣る。

065号住居祉(第 131図)

3.黒色土層 ローム微粒子が少量含まれる。しま

りは良好である。

4.ローム混入黒色土層 多量のローム粒子が混入

している。撤密な土層である。

大略隅丸の長方形を呈するが、東壁は短く、正確には隅丸台形と言うべきであろう。南北 5m、東西にれが

台形の高さに相当する)4.7m。壁高は検出面から O.4mほどあるが、ソフトロームから成るために部分的に崩壊

している。床は貼り床であるが、遺存は悪い。住居中央に炉が切られるが、壷形土器の胴部破片を炉周に埋設し

ていた。焼土は厚く、 10cmを測る。東壁に接して小ピットが認められた。覆土中に炭化材破片が小量混入して

いたが、本社廃絶後の投棄によるものと考えられる。遺物は少量、図示の査は床面検出である。

覆土

1.暗褐色土層 ソフトローム粒子が含有され、比

較的しまりのある土層である。

2.黒褐色土層 土質は l層と近いが、ローム粒子

069号住居祉 ( (第 131図)

の含有は少ない。

3.褐色土層 ソフトロームが多量に含まれる。し

まりのある粘質な土層。

調査区域内西端に位置している。主軸N-32.4'-E、軸長 3.82mx 3.6mの隅丸長方形のプランを呈する。

傾き 2。ないし 3'の傾斜面にあるため、山側と谷側とでは壁高に約 O.lmの比高差がある。床面はハードローム中

にあるが、部分的にローム土を貼っていた。ピットは 2つある。初め、その位置からして主柱穴かと考えたが、

対になる相手がいなし=。炉は小規模で焼土の堆積も薄い。遺物は床面直上にてまとまって得られた。

覆土

1.黒色土層 しまりのない土層である。

2.茶褐色土層 ソフトロームをプロック状に含有

する。しまりはない。

-192-

3.茶褐色土層 ソフトローム粒子が細かくなる。

本層のしまりも不良である。

4.黒褐色土層 しまり良くローム微粒子の含有が
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目立つ。 5.褐色土層 汚れたソフトローム。粘性あり。

071号住居祉(第 131図)

本社は J3 -03ラインにあり、 076号祉の西に位置している。長軸 4.4mx短軸 3.75mの隅丸長方形を呈し、

主軸はN-530ーE。壁高 0.5m、床面は堅織で、良好は貼床が看取された。住居社中央部北寄りに炉が、南東壁

際及び北西壁際に各々小ピットが存在する。覆土の状況から自然埋没の過程がうかがわれたが、部分的に焼土の

投入が行なわれている。また、床面、床面直上には焼土ブロックが多く散在し、壁に近く大小の炭化材が求心的

に横転していた。覆土中からの遺物は少なく、しかも縄文土器の破片が大半であるが、図示の土器は全て覆土下

層ないし床面直上の検出にかかわる。なお、本社は先土器時代包含層を破壊している。

覆土

1.黒褐色土層 ローム微粒子を含むしまりの良い

土層である。腐植質の a層、焼土混じりの b層c

層とに細分される。

2.黒色土層 しまりの良い土層。ローム粒子、焼

土粒子が含まれている。

072号住居祉(第 132図)

3.褐色土層 しまり良く、幾分粘質の土層である。

ローム粒子の少い a層とロームの多い b層とが区

分される。

4.褐色土層 床面を被覆するローム質の土層であ

る。焼土を交える部分を 4'とした。

073号祉 069号杜との中間にあり、調査区域内最西端に位置している。軸長 4.9mx 4.5mの隅丸台形に近い

プランを呈する。壁高は 0.65mを測り、堅織な床面に達する、床は貼床とは言えないが、ハードロームを平坦に

整形して構築されている。中央より多少東北に偏って炉が、南壁内側に浅い小ピットが存する。遺物は床面上よ

り台付聾 2個体、高杯 l個体、査最低 3個体分が検出された。床面一括と把えてよし〉。

覆土

1.茶褐色土層 ローム粒子の含有の多い、しまり

の劣る土層。

2.茶褐色土層 一部に焼土粒子を含み、また黒色

土が混有されている。

3.黒色土層 あまりしまりのない土層、少量のロー

ム粒子が含まれている。

073号住居祉(第 132図)

4.黒色土層 黒味が強く、サクサクとしまりのあ

る土層である。

5.黒褐色土層 ローム粒子、焼土粒子が含まれる。

6.茶褐色土層 ローム粒子を多く含む軟質の土層。

7.茶褐色土層 床面に密着し、大きめのローム粒

子が包含される。 6層に近い。

軸長 4.8mx 4.3mの隅丸長方形に近い形態をとるが、各辺は少し胴張りの傾向となる。壁高は 0.5m、ハー

ドロームを床面にしている。本住居祉の構造上特筆されるのは、西壁南にある階段様造り出しである。この階段

は平面台形を呈し、高さ 0.2m、下位 0.15m壁面から削り出された状態にあり、上部は軟質で、ソフトロームで

ある。炉は北寄りにあり、径 0.4m、焼土の堆積は厚さ 9cm。柱穴はなく、南壁に沿って小ピットがある。遺物

は覆土内からの採集品ばかりである。量的にも少ない。

覆土

1.茶褐色土層 ローム微粒子が含まれ、しまりは

弱い。

2.茶褐色土層 1層と似るが焼土が混入されてい

る。

3.黒色土層 ローム粒子、焼土粒子を含む。しま

-194 

りは悪い。

4.黒褐色土層 土質は 3層と近いが、色がやや明

るい。

5.褐色土層 フ9ロック状にローム微粒子が包含さ

れている。焼土の混入はない。
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074号住居祉(第 133図)

062号祉の北方約 6m、西向きの斜面部に構築されている。本社付近の傾斜は約 60あり、相当の傾斜面に立地

していることになる。平面プランは不正な台形状を示し、西壁を下底、東壁を上底とすれば、両底の聞には約 O.

2mの寸法差が認められる。軸長は 4.5mx 4.1m。検出面からの掘り込みは、その立地特性を反映して、山側

では 0.7mに及ぶに対し、谷側では 0.25mを測るにすぎない。床面はハードロームをつき固めて整形されてい

るが、凹凸が著しく、火熱による赤化が著しい。炉と考えられる焼土堆積は 3ヶ所に認められ、他社に比して異

例である。いずれも径 O.4mないし 0.5mの長円形を呈し、浅く床面が掘り窪められており、焼土の厚さも 5cm

前後と一定していた。他の付設遺構としては東壁に近い所に、径、深さ共に 0.35m程の小ピットが認められたに

すぎない。

覆土の状況を観察しょう。覆土は基本的には上、中、下の 3つの層によって構成されている。これを土層断面

図の番号に言い直すとそれぞれ、 1層、 2層、 5層に相当している。上層の暗褐色土層は局所的に遺存している

ため、 III層との肉眼的識別の難しい中層と入りまじり、プラン確定に支障をきたした。この中層は中央部に良好

な遺存状態を示し、層厚約 0.2m、軟質のローム質の土壌で、ハードロームプロックを多量に含有している。また、

下層に著明な焼土や炭化物片を含まず、一挙に投入されたローム層という評価が妥当であろう。その由来を求め

るとすれば、他の住居祉掘削時の排土と考えられるであろう。一方、下層は暗褐色の腐植質土層で大量の炭化材

と焼土ブロックが混り、火災直後の自然埋没の帰結であろう。

本土止が火災社であることは、すでによく理解し得るところであるが、床面の状態はどの様なものであったろう。

床面上の土層中には全域に亘って細い炭粉が含まれ、大形炭化材がその聞に横転していた。炭化材の遺存は住居

社西半で特に良好であり、その配列状況をも、うかがうことができた。炭化材の多くは南壁及び北壁下より長軸

に直交して分布している。北壁下の精査によると、材問距離約 0.25mで壁沿いに 15本前後架構されていた。最

も良好な遺存状態の炭化材を選んで計測したところ、径が 0.1m、長さが1.5m 以上ある。一方、西壁沿いの炭

化材の分布を見ると、長軸と 45。の傾きをもって交わるものが多い、壁に沿ったところでの材間距離は 0.25mで、

南北両壁沿いのそれと一致している。また、西壁中央では、長さ1.4m に亘って炭化材の無い部分が存在し、あ

るいは出入口かと推測された。なお、炭化材上面には炭化の著しい茅が広く散布し、屋根の構成要素を明らかに

した。

遺物の出土は 5層に限られる。査形土器、磨製石器は床面密着である。他は土器の細片ばかり。

覆土

1.暗褐色土層 粘性のない腐植質の土層である。

ローム粒子の含有は無い。

2.黄褐色土層 3~6Gm のハードロームプロック

を含むローム質の土層。

3.暗褐色土層 l層よりは明るい。ローム粒子を

075号住居祉(第 133図)

J 3-86ポイントが本社内にあり、 082、085号祉と共に本集落の南限を画する住居牡である。平面プランは胴

含みしまりを欠く。

4.暗褐色土層 色調は 3層に近いが、ハードロー

ムプロック、炭化物が含まれる。

5.暗褐色土層 焼土、ローム粒、多くの炭化材片

が含まれる。暗色部を 5a、明色部を 5bとした。

張り隅丸長方形、軸長は 5.15m x 4.67 m を測る。壁は垂直と言って良く、高さ 0.5m、硬質ロームを踏み固め

た床に達する床は北から南へわずかに傾くが、ほぽ平坦と言ってよい。東西の壁に沿って 2基の小ピットが穿た

れている。炉は中軸線上に位置し、1.4m x 0.9 m の大形のものだが、焼土の堆積は薄く約 5cm位である。遺

物の大半は覆土採集の土器細片で、図示の査形土器も覆土下位の検出、本社と直接に関るものでない。

覆土

1.茶褐色土層 軟質で部分的に焼土粒子が含まれる。

円，，nv 
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2.黒褐色土層焼土粒子を含み、しまりがある。

3.黒色土層 ローム粒子及び焼土粒子を含み、し

まりは 2層に劣る。

4.茶褐色土層 ローム細粒の含有が著しい。床面

を覆い、しまりは弱い。

076号住居祉(第 134図)

5.黄褐色土層 ソフトロームである。

6.黒褐色土層 しまりの良い土層で、ローム粒を

少し交える。流入土である。

7.茶褐色土層 ローム粒子がフ令ロック状に含まれ

しまりは良しミ。

071、060両社間にあり、軸長 3.94m X 3.35 mの隅丸長方形のプランを呈する。壁高 0.5m、貼り床の遺存は良

好。付属施設は炉と、南東壁に接する 2基の貯蔵穴が挙げられる。他に、北東部コーナー付近に良質の白色粘土

の堆積が認められた。白色粘土は床面上に山積状態にあり、範囲は 0.46mxO.3 m、層厚 0.l4mである。遺物は

比較的多く、床面直上から良好な一括遺物を得ることができた。聾 2個体、壷 2個体よりなるが、そのうち磨消

縄文をもっ大形の壷形土器に関しては、破片の大半が覆土内採集であるが、床面上、貯蔵穴内の破片と接合し、

本社廃絶直後の投棄資料と考えられる。

覆土

し茶褐色土層焼土を多く含み軟質である。

2.黒色土層 ローム粒子、焼土粒子が含まれる。

しまりは中程度である。

077号住居祉(第 134図)

3.茶褐色土層 ローム粒子の含有量が多い。しま

りあり、やや粘性がある。

055号祉に南接している。東南部コーナーを中心に近世の炭焼窯に大きく破壊されているが、軸長 2.85mX 2. 

5m (推定)の隅丸長方形を呈するかと推定される。壁高 0.3m、床はやや軟弱である。中央北壁に近く炉が設

置されている。遺物は床面上の聾 2個体のみ。結節縄文をもっ北関東の土器であり、本集落内における位置づけ

が注目される。

覆土

1.黒褐色土層 粘性はないが堅撒な士層。住居祉

の範囲を示す。

078号住居祉(第 134図)

2.暗褐色土層 ローム粒子を相当含む。しまり良

くやや粘調である。

集落南限を画する一棟。軸長 3.28mx3 m の隅丸方形に近いが、各辺共に中央部が胴張りになる傾向を有す

る。床はほぼ平坦であるが、周辺部が軟弱、中央部はよく踏みこまれている。南北に一基ず、つ貯蔵穴が認められ

る。炉は中央東南部にあって、径 0.4m の円形、漏斗状に掘り込まれ、その内部には焼土塊が充満していた。遺

物はほとんどない。

覆土

1.黒色土層

2.暗褐色土層

079号住居祉(第 134図)

3.焼土混入暗褐色土層

4.褐色土層

078号祉の北約 5mに位置している。軸長 2.5mの小形の隅丸方形プランを呈する。床面はソフトローム中に

あり、極めて軟弱、壁の流尖も激しく、プランの確定が難しかった。炉は径 0.2mの円形、焼土の堆積は 5cm

位。遺物は土器細片 6点のみ。

覆土

し暗褐色土層 少量のローム粒子を含む。しまり 2.褐色土層 ローム粒子の含有が多く、しまりも

良好。 良い。木炭片を少量交える。
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082号住居祉(第 135図)

集落南限を画する一棟である。主軸N-46.50-E、軸長 6.3mx5.35 m の胴張り隅丸長方形のプランを呈す

る。対角線上に柱穴が、南西壁際に貯蔵穴がある。壁高 0.6m、床は貼り床で、中軸線上柱穴聞に大形の炉が認め

られた。遺物は少量であるが、床面直上部から査、浅鉢、器台等の一括遺物を検出した。

覆土

1.暗褐色土層 粘性に乏しく、あまりしまりもな

い。少量のローム粒子を含む。

2.黒暗色土層 土質は 1層に近いが多少轍密であ

085号住居枇(第 135図)

る。ハードロームの微細な粒子を含む。

3.黄褐色土層 ソフトロームを多量に含む粘質な

土層。

H 5-00ラインが本社南を通過する。集落最南端に位置し、最も近し￥ 078号牡からも 20m以上はなれている。

軸長 2.7mの隅丸方形を呈し、壁高 0.3m、ソフトローム上部の床面は軟弱でトある。炉は中軸線上西に偏し、長

軸 0.5m、短軸 0.35m、焼土の堆積は 15cmと厚い、床面上には炭化物片の細片が認められたが火災祉とは断定

できない。遺物は南壁沿いに聾一個体分。

覆土

1.黒褐色土層 ソフトローム粒子を含む。粘性、

しまり共にない。本層に土器が含まれる。

086号住居祉(第 135図)

2.暗褐色土層 ローム粒子、焼土粒子を含む。 1

層に較べるとしまりがある。

住居社内に J2 -39、12 -30両ポイントがおちる。覆土上半が人為的埋め戻しにかかわる黄褐色土であるた

め、新期テフラ面での検出が難しく、 IIb層下刻中に初めてそのプランを把握した。軸長 5.2mx5.l mの隅丸方

形プランをとるが、南東壁を除く各辺はその中央で胴張り状になる。壁高 0.25m、床はソフトローム中にあり、

中央部以外は軟弱であった。また、床面は中央が高く、周辺が低い。炉は住居祉中央東寄りにあり、径 0.95mx

0.58m、焼土の堆積は 20cm。南東壁際に小ピットが認められた。本社に伴うと考えられる遺物はないが、覆土

内より少量の破片を得た。

覆土

1.黄褐色土層 本社のほぼ全域に発達する。多量

のソフトローム粒子を含有する。また、縄文土器

破片をも多く含む。人工層である。

2.暗褐色土層 少量のローム粒を含む。しまりは

良好。

第 2節遺 物

043-A号住居祉(別図 60-1・2) 

3.黄褐色土層 住居社北側にのみ認められた。汚

れたソフトローム様の土層である。

4.焼土混入暗褐色土層

5.焼土層

本社の遺物は、 043-B号社と重複していたため、量的には少ない。図示できるものは 2点にとどまり、その他

には童形土器等の小破片が若干出土している。

lは査形土器の小形品であり、口縁部から頚部にかけて約%が残存している。表面には 1cmほどの幅で横方

向に細縄文が施され、口唇部にも認められる。内面はすでに、器面の剥離が著しく、状態の良い部分にのみ赤彩

が残っている。色調は淡褐色を呈す。 2は口縁部から胴上半部にかけて約泌が残存。器形から最大幅は胴上半部

にある。表面は刷毛目による整形が認められ、口縁部内面にも及ぶ。さらに表面にはスス状炭化物が付着し、黒

褐色を呈している。底部は失っているが、台付聾の可能性が強い。
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045号住居祉(別図 60-3) 

本社から出土した遺物は、図示した土器の他は小破片が 20片余しかない。

3は査形土器の口縁部で、口縁端部から口唇部にかけて羽状の細縄文が施され、その上下には刻目も認められ

る。器面の一部には刷毛目による整形痕が残り、その後ていねいに調整している。縄文帯を除き赤彩が鮮かでは

あるが、内面では剥離痕が多し〉。頚部の破損している部分では、ほぽ平坦な面となっており、よく観察すると意

識的な摩耗が認められるところから口縁部だけを再利用したものであろう。色調は赤褐色に近い。

046号住居祉(別図 60-4 ~21) 

本社から出土した土器は、バラエティーに富む。台付聾、高杯、器台、小形土器の他に小破片で壷形土器の各

種となっている。

4は口縁部から胴上半部にかけて約均残存しているにすぎないが、台付薯となろう。器内外面の一部に調整前の

刷毛目を残す。色調は淡褐色。一部スス状炭化物が認められる。 7~9 は台付聾の台付部であり、 8 は 21 片の小

破片が接合したものである。 5は器台であり、わずかに欠損部もあるが、定形に近い。脚部の穿孔は 3子しとなっ

ているが、粗雑な穿ち方で整形されていない。調整後の穿孔であろう。色調は褐色を呈す。 6は高原の杯部であ

り、%が残存している。内外面ともにきれいな赤彩が施されており、器面の調整も入念な仕上げである。色調は

赤褐色を呈す。1O~21 は小形土器で、 18 を除きすべて完形品となっている。これら一群の土器はほぽ同様な作り

方で、成形後の器面に簡単な刷毛目による整形を施しただけで、外見は粗雑な作り方をまぬがれない。色調は褐

色を呈し、部分的に黒褐色のまだら模様が入る。焼成に起因するものであろう。

047号住居祉(別図 60-22・23)

本社から検出された土器には図示した高原、台付聾以外に査形土器などの破片が数十片あった。量的には多い

ほうである。

22は高杯であるが係部と裾の一部を欠く。穿孔は 3子しあり器面の調整はていねいな仕上げ方をしている。色調

は赤褐色を呈し、部分的に黒褐色のところもある。 23は台付聾の台付部分で、器面は刷毛目により軽く仕上げら

れている。色調は赤褐色を呈す。

048号住居祉(別図 60-24)

本社から出土している土器は数十片に及び、大形破片もあるが実測できるものは 1個体分にすぎない。器種と

しては査形土器や台付聾となっている。

24は広口査で、計 25片の小破片を接合したものである。遺存は口縁部から胴部にかけてで約%となっている。

整形はへラにより軽く仕上げ、赤彩を施した後器面を調整している。内面も同様である。

051号住居祉(別図 60-25・26)

本社から出土した土器は図示した 2点の他には童形土器と高原の小破片が数片と少ない。

25は台付聾となろう。口縁部から胴部にかけて約%が残存しており、器面は粗い刷毛目により整形されてい

る。口唇部には 5mm間隔で刻目を施す。色調は黒褐色を呈す。 26は浅鉢に近い器形となり、口縁部の約%が

欠損。口縁部及び口唇部には網目状に撚糸を押圧し、その後横方向に細縄文を施している。内外面ともに赤彩が

認められ内面ではまだ鮮かに残る。器面の仕上げには入念な調整を行っている。色調は赤褐色を呈す。

053号住居祉(第 147図15・16)

本社から出土した遺物で図示できるのはガラス玉 2点だけである。

16は床面から、 15は排土中から検出されたものであり、本社に帰属する可能性が強い。

054号住居祉(別図 60-27・28)

本社から出土したのは土器だけであり、図示できた 3点の他には査形土器の大形片が見られたが合計でも 20数

片と少ない。
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27は小形の壷形土器であり、約%の遺存となる。胴部が接合しないまでもほぼ復元できた。計6片の接合であ

るが、覆土上層から検出されており、中の 1片は 13 -49グリッドから出土。このため直接本社に伴うとは言い

がたしミ。色彩は淡褐色。 28は小形品であり約括が残存。本土器も覆土中からの出土。色調は淡褐色。

055号住居祉(別図 60-29・30)

本土止の遺物も少なく、図示した 2点の他に若干の査形土器の破片が出土しているにすぎない。

29は小形品で底部だけの遺存である。器形から実用品とは思えなし〉。器面にはきれいな赤彩が施されており、

内面にも若干認められるが図示はしなかった。 30は小形の台付聾であり、ほぽ完形品となっている。器面は刷毛

目により整形され、台付部にも及ぶ。その後の調整はなく、作りは粗雑な部分も多い。色調は褐色を呈し、一部

にスス状炭化物が付着している。

056 号住居祉(別図 60、 61-31~40) (第 147図 17)

本社から出土した土器には査形土器をはじめ高原、台付聾があり、とくに台付聾の台付部だけ 7点もあった。

他に図示できなしνj、破片は 10数片と少ない。

31は壷形土器の底部であり、相当大きな査となろう。同一個体の胴部片も若干出土しているが接合しないため

図示は底部にとどめた。器面には赤彩が施され、よく調整されている。内面は胎土の関係で脆く、剥離が著しい。

34は高原の裾部で派部が欠損する。大きく開く裾部が特徴的であり、赤彩の後で簡単に器面を調整している。穿

孔は 3子しであり、一部に焼成時の黒褐色が認められるが全体としてきれいな赤褐色を呈する。 35も高杯であり、

34とは裾部の作りが違う。胎土は精撰され、器面の調整もていねいである。赤彩もよく残り、赤褐色を呈す。そ

の他は台付聾であり、 40は台部と口縁及び胴部の一部を欠損するのみで遺存は良好である。口唇部には深い刻目

が認められ、頚部には輪積痕が 4本残されている。器面はへラ状工具により軽く整形しただけで、凹凸が著ししミ。

色調は暗褐色を呈し一部にスス状炭化物が付着している。他に偏平の砥石が検出された。石材は緑泥片岩で、表

面はよく摩耗している。欠損品であり、打製石斧の再利用品かもしれない。

058号住居祉(別図 61-41)

本社から出土した土器は査形土器、台付聾、高Iれなど豊富であるが図示できたものは 1点だけとなる。

41は台付聾の台付部であり、全面が刷毛目により整形されており、色調は淡褐色を呈す。

059号住居士止(別図 61-42・43)

査形土器、台付窒、小形土器、高原などが出土しているが図示できたのは 2点だけとなる。他に査形土器の大

形片が検出されているが、実測までには至らない。

42は壷形土器で 060号住居牡から 1片、本社から 4片と計 5片出土しているが、すべて接合するわけではな

い。口縁は複合で、網目状に撚糸を回転させている。下端には無雑作に刻目を付しである。頚部は刷毛目による

整形後、丹念に上下方向に調整しており、赤彩もこの部分だけ施している。さらにその直下には 1cm間隔でボ

タン状の粘土を付着させている。いずれにせよ覆土中からの出土であり、廃棄されたものであろう。色調は淡褐

色で赤彩の内外面は遺存がよい。 43 は小形土器で、口縁の径は 17~18mmと小さい。胴上半部には網目状文が

付され、作りは概して組雑である。色調は淡褐色を呈する。

060号住居土11: (別図 61-42 ・ 44~49) (第 147図、 18、19、21)

本社から出土した遺物には土器の他に土製勾玉と土製品とがある。土器では査形土器、台付聾、器台、高原と

器種は豊富である。土器片数と 100片以上あり、本遺跡の中でも土器の量は多い。

48は3片が接合した広口査で、口縁部の約泌が遺存する。器面には幅 1cmほどの縄文を横方向に回転させ、

原体の違いにより羽状縄文の効果をもたせている。口唇部は若干磨耗しており、縄文もわずかに残る。赤彩は施

されずに胎土が赤褐色となっている。 45、 46、 49 は台付聾となろう。 45 の器厚は 2~3mm と薄い。口縁部に輪

積痕を残し、約ys遺存。色彩は灰白色に近い。 49は口唇部に 5mm間隔の刻目をもち、器面には若干スス状炭化
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物が付着している。約泌が遺存。 44は器台で裾の一部を欠損する。脚の穿孔は 3子しであり、器面の調整も入念な

ものとなっている。 47は高杯であり杯部を欠く。器面は刷毛目により整した後、若干調整されている。脚部の穿

孔はめずらしく 4個である。色調は 44とともに淡褐色を呈する。

第 147図の 18は形態としてミニチュア土器に近い。しかし、くびれた部分に孔が穿たれ、全面が赤彩されてい

るところから飾身具の一種であろうか。 21は一部欠損した土製勾玉であり、粗雑な作りとなっている。穿孔もき

わめて雑にしてある。

061号住居祉(第 147図20)

本社から出土した土器には壷形土器、高杯の小破片とがあり約 20片ほどにすぎなし〉。図示できるような土器は

検出されなかった。

他に床面から鉄製品が出土している。本製品には 2孔が穿たれており、両端が欠損する。穿孔部付近を観察す

ると 3枚以上の薄い鉄板を重ねて製作しており、いわゆる鍛鉄としてよいであろう。形状から利器として使用さ

れたものであろうか。いずれにせよ弥生時代終末期でも鉄製品は少なく、貴重な資料となろう。

062号住居祉(別図 61-50)

本社では主な遺物として査形土器が2個体分出土しているが、図示できたのは 1個体分である。聾形土器とミ

ニチュア土器の断片が出土しているが、量的には少ない。

50の査形土器は口縁部から肩部にかけて約%が遺存。口縁部には羽状縄文が施され、原体は異なる。また、頭

部に口縁と胴部を分離するかのように細い沈線が巡る。器内外面の赤彩はよく残っている。赤彩の施されていな

い縄文部は淡褐色を呈する。

063 号住居祉(別図 61-51~53)

本社から出土した土器で図示できたものは 3個体となり、他に壷形土器、台付聾の破片が約 50片である。

52は査形土器で、口縁部が約%、胴部が約%ほど遺存しており、口縁部は 3片、胴部は 12片の接合となってい

る。頭部は接合するまでには至っていない。文様は口唇部、複合した口縁部及び肩部に網目状文が組雑に施され

る。文様のない部分は赤彩で飾られ、よく残っている。器面は調整されているものの整形が雑で査としてはそれ

ほど良い出来とは思えない。色調は赤彩部を除いて暗褐色となる。 53は台付聾となろう。口縁部は一巡す号もの

の胴部は約%しか遺存していない。口唇部には 5mm間隔で深い刻目が入る。器面は簡単にへラ状工具で調整さ

れ、色調は暗褐色を呈す。 51は高杯で約%が遺存している。 I手部は欠損しており、接合部が露呈し接合面がよく

わかる。

064 号住居祉(別図 61-54 ・ 55、 62-56~60)

本社から出土した土器は壷形土器、聾形土器、台付室、高町、などの器種があり、図示できない土器片も 100片

以上を数える。もっとも多く土器を出土した住居祉のーっとなろう。

56、57、59、60は童形土器であり、 56には赤彩は認められない。 56の査形土器の遺存がもっとも良好で底部を

欠損するだけである。器面も若干調整され、器厚もありがっしりした感をもっ。色調は灰褐色を呈す。 57は複合

口縁で下端に刻目をもっ。縄文は原体の太さの違う 2本で横に回転させている。内面は若干剥離しているが赤彩

はきれいに残る。頚部に至る破壊口はよく磨耗しているところから口縁部だけを再利用したものであろう。 59は

口縁の上半部が約~遺存するだけで、内面の剥離も著しくわずかに赤彩が認められる程度である。口縁の作りは

粘土紐の貼付による。 60は胴部だけが 1巡し、肩部に沈線により区画された文様をもっ、その直下に山形の沈

線も認められるが、器面調整のため大半が磨り消されている。ほぽ球形を呈した胴部には赤彩が施されているが

器面剥離も著しし〉。色彩は赤褐色を呈する。 58は口縁部の作りから聾形土器となろう。約%が遺存する。口唇部

に若干刻目が認められる。器面は刷毛目でよく整形されており、淡褐色を呈す。 54は台付聾の台付部にあたり一

部欠損する。色彩は赤褐色。 55はその器形から高午の可能性が強い。しかし赤彩が認められず杯部としても大き
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すぎるかもしれない。色調は淡褐色を呈す。

065号住居祉(別図 62-61・62)

本住居杜では図示した土器の他に壷形土器、器台などの破片があり、査形土器では 5個体分ほどの小破片が出

土している。

62は底部が欠損する。他は約yzが遺存。かなり大形の台付聾となろう。口縁部には三条の輪積痕が残り、口唇

部には刻目を入れる。胴部は全面が刷毛目によりきれいに整形され、ていねいな仕上げとなっている。スス状炭

化物の付着も認められ、暗褐色を呈す。 61は台付部であり、器内外面に刷毛目痕が認められる。これも台付部か

ら推定すると大きな台付聾となろう。色調は褐色を呈する。

069号住居祉(別図 62-63・64)

本社から出土した土器で図示できたのは 2点にとどまり、他に台付聾、器台、高杯などの破片が若干検出され

ているにすぎなし為。

16 は査形土器の口縁であり、約~が遺存。いわゆる複合口縁となっており、その上に粘土紐の貼付が 10 本と多

い。内外面の赤彩は剥けている部分が目立つ。色彩は淡褐色を呈す。 17は高作であり、 Jf部の約%と裾端部が欠

損する。 Ji;上部に縄文が施されている珍しい例と言えよう。一括で出土しているものの計 20片の小破片の接合と

なっている。色調は赤褐色を呈す。

071号住居祉(別図 62--65・66)(第 147図19・22・23)

本社から出土した土器は図示した 2点の他に小形の手提ね土器(第 147図22)がある。他には査形土器、高午

の破片が若干出土しているにすぎなし〉。土器以外には石製品が2点出土した。 19は下部に打痕があり敵石として

使用されていたものであろうが、第 60号住居祉の破片と接合した。 23も第 60号住居祉出土の石器(第 147図

17) と同質の石材であるが接合はしない。いずれも緑泥片岩製。

65は査形土器の口縁部であり赤彩が鮮かに残る。器内外面の調整は入念できれいに仕上げている。 66は台付聾

で、比較的大きな台を呈しているところからかなり大形品であったろう。器面の整形はへラ状工具で軽くなでて

いる。色調は褐色を呈す。手担ね土器は底部の一部が欠損しているだけであり、輪積痕が著しい。器面には製作

時についたものであろうか。爪形痕がみられる。色調は暗褐色を呈する。

072 号住居祉(別図 62-67~70)

本社から出土した土器は図示した 4点の他に手担ね土器、高村の大形片、査形土器の小破片と比較的器積は豊

富となる。また破片は合計で約 40片ほど出土。

67、68は小形の査形土器であり、 67の赤彩は器面に僅かに残るが塗彩範囲が不明確なため図示はしなかった。

刷毛目による整形は全面にわたっており、調整はほとんどなされなし〉。胎土には小石が目立つ。色調は淡褐色を

呈す。 68は赤彩が鮮かに残る。胴部は 67と比較し、その最大径がかなり下に位置する。器面には調整痕が縦方向

に著しいが、器自体に歪みなどもあり作りとしては組雑となる。 69、70は台付聾で、いず、れも小形品といえる。

69は器面全体に軽く刷毛目を付し、その後へラ状工具で若干整形している。色調は暗褐色。 70は口縁部に 2条の

輪積痕を残す。器面はへラ状工具によりていねいに整形しており、台付部では若干刷毛目も残る。色調は暗褐色

で一部スス状炭化物が付着する。以上の 4点はすべて完形品で、ある。

073号住居祉(別図 62-7l・ 72)

図示できた土器は 2点だけであり、他に壷形土器、高杯、器台の破片などが若干出土している。

72は壷形土器で約泌が遺存する。口唇部直下には細縄文が認められ、器面は組い刷毛目により整形されてい

る。赤彩は口縁部内面に施されるが、色は剥げており良い状態とはいえない。器面の剥離も著しく、色調は黒褐

色を呈する。 71は小形聾で、口縁部と胴部の一部を欠損する。器面はへラ状工具により簡単に整形され、口縁部

は指で押しつけるようにして作っている。概して粗雑な仕上げとなり、色調は黒褐色ないし褐色を呈する。

-206-



074号住居祉(別図 63-73)(第 147図 24)

本社からの出土遺物は少なく、図示した他に査形土器、台付聾の破片が 15片検出されただけである。

73は小形査で、赤彩もきれいに施されている。器面は縦方向にきめ細く調整され、丹念に仕上げられ胎土も精

選している。一部にスス状炭化物が付着しているものの器厚もあり、がっしりした感じを受ける。色調は赤褐色

を呈す完形品である。他に石製品が I点出土した。砂岩製で、表面はよく研磨されており、右側縁部には著しい

使用痕が認められるところから、石包丁とも考えられる。

075号住居土II: (別図 63-74~76)

本社から出土した土器は図示した 3点の他に査形土器、台付聾、高咋などの破片が計 30点余ある。概して出土

量は少ない。

74、76は査形土器であり、 74は小形品。計 13片の破片が接合し遺存は約%。器面は若干調整しているものの

凹凸があり仕上げは雑となる。色調は淡褐色ないし暗褐色を呈す。 76は胴部が約%しか遺存していないがまだ赤

彩はよく残っている。器面の調整も入念で、、仕上げもよい。色調は暗褐色を呈す。 75は台付聾の口縁部となろ

う。口唇部には 5~7mm の間隔で刻目が施され、輪積痕も残る。胴部には赤彩の痕跡もとどめるがはっきりし

ないため図では省略した。器面にはスス状炭化物の付着も認められるが、色調は淡褐色を呈する。

076 号住居跡(別図 63-77~82)

本社から出土した土器は図示できた壷形土器 2点、台付薯、器台の合計6点の他に破片で壷形土器、高尽など

が50余点検出されている。出土量、器種ともに豊富といえよう。

77は大形の査形土器で頭部から胴上半部にかけて約%が遺存する。文様は遺存部では上下3段に区分され、細

い沈線により区画している。中央の縄文帯とその下の山形に施された縄文は網目状を意識したのであろうが、乱

雑な施文となっている。磨り消しも兼ねて調整をしているが一部縄文帯にも及ぶ。調整面だけに赤彩を施してお

りまだよく残っている。内面は焼成に起因するものであろうか、灰白色に近い。 78は小形の査形土器で口縁部と

底部を欠損する。小形品ではあるが 14片の土器片が接合しておりかなり分散して出土した。器面にはわずかに刷

毛目痕が残るがよく調整され、きれいな仕上げとなっている。赤彩は全面に施されており、一部内面にも残って

いるところから口縁部にも塗られていたものであろう。色調は赤褐色を呈す。 80、82は台付聾であり、 80は台付

部だけを欠損する。輪積痕を数条残すが、器面はへラ状工具によりていねいに整形され内面では調整痕も認めら

れる。口縁部に限り凸凹が著しく、それほど整形されてはいなし当。スス状炭化物の付着もあり、色調は暗褐色と

なっている。 81は聾形土器で口縁の一部を欠損するにすぎない。器面は刷毛とへラ状工具の中間ぐらいの工具で

整形しており若干調整痕も残る。色調は淡褐色を呈しており台のない聾としては好例といえよう。 79は器台であ

り穿孔は認められない。赤彩は濃い赤褐色が鮮かに残る。杯部、台部ともにやや歪みがあり概して作りは雑となる。

077号住居祉(別図 63-83・84)

本社から出土した土器は図示した 2点の他には台付聾の小破片が 3片出土しているにすぎない。一括土器を含

めても概して出土量は少ないといえよう。

83は聾形土器で胴部から底部に至るまで縄文が施文され、原体は LRで 2.5cmほどの長さとなる。上限は結

節した縄文が数条認められ、底部には木葉痕がある。口唇部には浅い刻目を付し、口縁部の整形は指頭による押

圧によるが輪積痕も 2~3 条がまだ残っている。ほぽ完形品であり器面にはスス状炭化物も残り黒褐色を呈す。

84は小形の聾で約%が遺存する。縄文は組いRLを使用し、頭部には末端の変化がよく表現されている。口唇部

にも縄文が押圧され口縁及び基底部の整形はへラ状工具を使用。器面は若干剥離している部分もあるが、スス状

炭化物も顕著に付着していたらしい。色調は褐色ないし黒褐色を呈す。

078号住居祉

本社から出土した遺物は査形土器と聾形土器の破片が数点だけであり、図示できるものは皆無であった。
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079号祉住居祉

本社も 078号士止住居t_!l:と同様遺物は少なく図示できるものはない。土器の小片が数点にとどまった。

082号住居祉 (別図 63-85・86)

本社から出土した遺物で図示できたのは 2点となり、他に査形土器の大形破片、台付要、高原などの破片があ

り、計 50余片が検出された。器種は豊富といえるが実測までには至らない土器が3点ほどある。

85は浅鉢で、わずかに口縁部が欠損する。口唇部もしっかりとした土器で再利用のものではない。器内外面は軽

く刷毛により整形したままであり仕上げは雑といえる。査や聾の製作途中での失敗作と転用したものと思われる。

色調は暗褐色を呈する。 86は小形の器台で完形品となる。穿孔は 3孔あり小形品のためか孔の間隔はずれている。

器面はよく調整されているものの赤彩の状態はそれほど良好とはいえなし当。色調は暗い赤褐色となっている。

085号住居祉(別図 63-87・88)

本社から出土した遺物は図示した 2点にとどまり、破片が 2、3点あるものの同一個体の接合しないものとなっ

ている。

87は台付聾となろう。胴部が約%遺存する。器面は半島h刷毛目により整形され、スス状炭化物の付着が認めら

れる。 41片の細片を接合したものであり、かなり分散して検出された。色調は暗褐色ないし褐色を呈す。 88は聾

形土器となろう。胴部から底部にかけて約泌が遺存する。器面は若干調整されており、一部スス状炭化物も付着

する。色調は暗褐色を呈す。

086号住居祉(別図 63-89・90)

本社から出土した遺物は図示した 2点の他に査形土器などの破片が 30余片ある。

90は台付聾の台付部であり、要を含めるとかなり大形品となろう。器面は刷毛目により軽く整形され、赤褐色

を呈す。 89は高.t{-、で、阿部が約ys遺存。器面には刷毛目が若干認められるが調整もそれほど顕著なものではない。

赤彩は認められず、色調は淡褐色を呈す。

第3節 弥生時代終末期の土器群について

l 

今回報告できた弥生時代に属する遺構は、住居祉が31基となり前回報告分 8基とを合わせれば計39基とな

る。しかもすでに国道等により削平された部分や未掘部を含めれば 40基以上の集落となることは確実である。こ

の結果、一大集落跡の存在が想定されることとなった。各住居祉から出土した土器群も器形、文様等に難解な様

相が認められ、下総台地での弥生文化を理解するうえで重要な意義をもっ遺跡と考えられた。このことは房総の

地に弥生文化の終末を反映するとともに、新しい時代の息吹が認められる内容を保有するものであった。

過去に本遺跡周辺の報文は、断片的にではあるが接することができる。これらを拾い上げて見ると、古新田遺

跡(松村・平田 1968)、大山遺跡(菊池 1961)、海老内台遺跡(芝崎・三上 1966)や平台先遺跡(白石

1973)、船尾白幡遺跡(古内 1976)などの報文がある。また鶴塚古墳(市毛 1973)の墳丘下から出土した査棺

も本遺跡の土器群と近似する内容を有する土器であり注目しておきたい。さらに広域を対象とし、印膳沼及び手

賀沼周辺から利根川沿いに追っていけば弥生時代後期に属する遺跡は 100か所近くにもなグ、終末期の土器群を

出土する遺跡も相当数にのぼる。

一方、本遺跡の 077号住居牡から出土したような土器群は、最近では随所で発見されだし、次第に資料の畜積

もされてきた。しかし本遺跡の場合、量的にも少なく単独の住居祉例は今までのところ知見にない。

※ 当センター「研究紀要J3 (斉木・深沢 1978)に収録されている。
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本遺跡で主体となる土器群は査形土器と台付聾によって構成され、編年的には後期終末の前野町式土器に近い

ものとなるが、その名称を直接あてはめるには疑問を残すところである。いくらかの共通点は指摘できるものの

個々の土器について検討してみると既成形式とされている土器群との差が明確に生じてくる。しかも弥生式土器

から古式土師器へと変遷する過程では、その地域性とも密接に関連するわけでありにわかに結論を出すことはで

きない。

このような点を考慮しつつ、周辺遺跡の土器群との比較、検討の中で土器を中心てして本遺跡の分析を試みた

\， ~o 

2 

本遺跡で出土した土器は、査形土器、聾形土器、浅鉢形土器、高杯形土器、器台形土器、小形土器の 6器種に

分類できる。査形土器はさらに小形品と広口査の類に細分可能となるが、ここでは一括しておく。さて、 6器種

について順次説明を加えてみたい。

壷形土器 複合口縁を有した一般的な査 (a類)と口縁がそれほど外反せず、縄文は異なる原体を用いて羽状

縄文を形作る広口査 (b類)の他に小形壷(c類)の存在も注目されよう。

a類 002号、 017号、 036号、 038号、 040号、 045号、 063号、 064号、 065号、 069号の各住居牡から出土

し、出土量も多い。ただ完形品は存在しない。口縁部はいわゆる複合口縁となり、縄文が施文される。縄文以

外には網目状撚糸文も若干認められ、口縁部文様帯を構成する。また、口縁に粘土紐を貼付した査形土器もあ

るが (002号、 069号)量的には少ない。粘土紐の数は多く編年的な位置づけの一助となろう。頭部はかなり強

く「く」の字状に屈折するようであるが、破損品が多くその傾向を把握するまでには至らなし当。まれにボタン

状貼付文も認められる。胴上半部にも文様構成が認められるが、窺い知ることのできる土器は 3点と少ない。

特徴的な査として 065号、 072号住居牡例がある。縄文と網目状撚糸文とを細い沈線により区画する。沈線は、

時には山形文を構成し久ガ原式土器を想起させる。

b類 040号、 043号、 060号、 062号、 073号の各住居社から出土しているものの口縁部だけの遺存で全容は

把握できない。すべてに縄文が施文され、 2本の原体により羽状縄文とする。縄文が口唇部にまで及ぶものが

多い。頚部は rSJ字に近い湾曲を示し、 a類とした査とはかなり異なる。 048号住居牡で出土した広口の査形

土器もあるが量的には少ない。

C類 017号、 020号、 054号、 072号、 074号、 076号の住居社から出土しており普遍的に存在すると考えら

れる。刷毛目による整形も認められる (072号)が、文様は施されていない。器形は、口縁部はゆるやかに外反

し、胴部は球形に近い形を呈する。ただ、 020号住居祉から出土した小形壷は前にも触れた(古内 1978)とお

り、その類例を近隣に求めることはできない。強いて言えば東海地方の編年における欠山式に比定できるもの

と考えたい。類例には欠山遺跡(久永・芳賀 1963)、高蔵貝塚(田中 1954)、(熊円 1979)の出土例をあげ

ることができる。このような点から推察すれば、072号住居祉出土の胴下半部に最大径をもっ小形査も東海系土

器の影響を受けているものと考えられる。

浅鉢形土器 2点だけの出土であり、その特徴を把握することは困難である。 051号、 082号住居社から各 1点

づっ出土した。 051号の浅鉢はかなり整った形で口縁部に縄文と網目状撚糸文が施され、口唇部にも及ぶ。内面で

は体部に稜を有す。 082号住居祉の浅鉢は聾形土器からの転用品で内外面に刷毛目痕を残す。

高杯形土器 017号、 020号、 036号、 037号、 046号、 047号、 056号、 060号の各住居社から出土した。本器

種も完成品は少なく、その内容も把握し難い点もなくはない。まず、杯部については、ゆるやかな湾曲を描きつ

つ派部を形成するタイプと器面に弱\，~稜線を有するタイプとがある。前者の郎部はやや大きく 16........17 cmの径と
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なり、後者のそれは 14-----15 cmと一回り小さいようである。次いで脚部について見ると、これにも二つのタイプ

が存在する。一つには杯部と同程度の径を作るものと他には台部聾の台付部に似た作り方をするタイプで056号

住居牡では両者が出土している。

ここで問題となるのは、杯部に稜を有する高杯と言えよう。 3点出土し、うち 2点には縄文が認められる。 069

号住居牡出土例では口唇部にまで縄文が及ぶ。同時期の例は少ないが、 1例として高台山遺跡(小川 1970)の

高不をあげることができる。坪部の稜線ははっきりしないが、台付聾の占める割合は本遺跡と共通する要素があ

り時間的にもそれほど差があるとは思えない。この種の高原をより古い時期に求めれば、因子台遺跡(菊池

1954)、久ガ原遺跡(菊池 1974)、臼井南遺跡(熊野 1975)などに散見できる。いづれも久ガ原式土器に属する

もので、器形も異なる。だが、このような縄文の使用は以前からあり、伝統的に継承されてきたものと言えよう。

しかも限定された一部の地域だけかもしれない。この傾向は後述する聾形土器についても窺える。

器台形土器 046号、 060号、 076号、 082号から各 1点づっ出土した。他に 2-----3の図示できない破片も出土

しているが、量的には少なし )0 4点とも器受部と脚部の径が同程度の大きさとなり均整のとれた器形となる。器

台形土器と関連する柑形土器については確認されなかった。

器台の出現は「弥生式土器集成J(小林・杉原 1968)によれば前野町式期とされており、柑形土器に先行する

らしいとの見解(小出 1971) もある。これらの点を考慮すれば、本遺跡の土器群をおおむね弥生終末期の土器

群と考えてよいであろう。また、高杯、器台の脚部にはそれぞれ3-----4個の穿孔が認められる。子しを有しないも

のもあるが、まれであり、 5個以上のものは存在しない。 3孔の場合が多く、 4孔のものは 047号、 060号、 069

号住居杜と限られてくる。主体は 3孔と考えてよいであろう。

小形土器 040号、 046号の 2基の住居社から合計 21点が出土した。大半が完形品で、いづれも刷毛目により

軽く整形されている。器形について見ると、 040号住居祉例は概して査に近く、 046号住居社例では鉢形を呈す。

このような例は、鞍骨山遺跡(岡田・服部 1971)で知られている。時期的には弥生町式期に属する。他に東深

井遺跡(下津谷 1972)でも出土しているが数は少ない。また、時期は遡るが、大厩遺跡(三森 1974)でもま

とまった出土が知られる。

少ない事例ではあるが、この小形土器は実用品とは考えられず、集落単位での所有物となろう。どのような目

的で製作されたのか知ることはできないが、住居牡そのものを共同所有物のようなかたちで理解すれば一家族に

対し 1個の小形土器と言えるような図式も想定できる。しかも、 2基の住居牡から出土しており、少なくも本遺

跡での集落は 2期にわたって営まれていたことは疑い得ない。いづれにせよ 002号住居牡のような大型住居祉と

ともに 2基の住居牡は集落内でも中心的役割を果していたことは容易に想像できる。

聾形土器 聾形土器は本遺跡においてもっとも多量に出土し、土器群の内容を把握する上で特に重要な位置を

占めるものと考えられる。 017号、 036号、 037号、 040号、 043号、 046号、 051号、 055号、 056号、 060号、 063

号、 064号、 072号、 073号、 076号、 077号の計 16基の住居牡から実測可能な聾形土器が出土した。破片で出土

した例を加えれば、ほとんどすべての住居牡から検出できた。内容についても壷形土器以上にバラエティーに富

む。聾形土器と言っても 2-----3の事例を除けばすべて台付聾によって構成されている。図示した台付聾には完形

品は少なく底部を欠損している例が多い。しかし、台付部だけの出土や底部周辺の作りから推察すれば、ほとん

どが台付聾となろう。

これらの台付聾を大別すれば、口縁部の輪積痕の有無によって区別できる。この輪積痕は明らかに意図的に作

出されたものであり、065号住居祉出土例はその好例と言えよう。中には 076号住居社例のようにわずかにその痕

跡を残すこともある。この輪積痕を残す手法は土器製作に関して本遺跡では一般的に行われていたものと考えら

れる。このような類例を出土した遺跡は知見になく、本遺跡と近似する諏訪原遺跡(関根 1974)でも認められ

ないところから狭い範囲でしか採用されていなかったものであろう。
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以上、復山谷遺跡の出土土器について述べてきたが、ここでは特に査形土器と聾形土器を中心に文様、器形の

変遷について他の遺跡と比較しつつ考えてみたい。

まず査形土器は前述したとおり a~c 類に分類でき、その主体は複合口縁を有する a 類となろう。文様は縄文、

網目状撚糸文、沈線などの組合せで構成されており、器形的には南関東の中の編年で理解されている土器群と大

きくかけ離れることはない。だが文様については若干異なる様相を呈する。縄文だけで構成されている場合はと

もかく、網目状撚糸文は比較的多く認められる。周辺で確認されている遺跡では、諏訪原遺跡(関根 1974)、上本

郷長者屋敷遺跡(木下 19日)、稔台富山遺跡(関根・木下 1970)、三ツ堀遺跡(下津谷 1957)、戸張城山遺跡(古

宮 1979)、宮脇遺跡(玉口・阪田 1973)などがあり、文様としてはかなり広範に採用されていたものであろ

う。県外でも、埼玉県において大草公園内遺跡(小川 1975)、駒場・前耕地遺跡(青木 1970)などが知られ、

茨城県では三反田遺跡(川崎 1978)で出土例に接することができる。しかも、編年的には弥生町式期以降に認

められることが多く、地域的に限定された分布とも考えられる。そしてこれらの諸例の網目状撚糸文は沈線と区

別できないような細い撚糸を使用していることが特徴となる。

一方、縄文は南関東の編年においては、その終末期、前野町式期でほぼ終需をむかえる。だが一部の地域では

それ以後も使用されていた。五領遺跡(金井塚 1971)や東深井遺跡(下津谷 1972)でその残映に接すること

ができる。査形土器への装飾という点で、意識の中に残っているものであろうか。しかし類例は限られてくる。

東深井遺跡例では口縁部への粘土紐の貼付や縄文の他に沈線も併用され、興味を残す資料が提示されている。さ

らに b類の査でも縄文が使用されているが、これらではそれほど変化はない。この種の査は弥生町式期の時徴を

よく表現しており、古式土師にまで継続することはない。類例は少なく須和田遺跡、小塚原遺跡(杉原 1971) 

で2、3の例を見ることができるが、本例と比べてやや古い時期となろう。

文様は縄文と撚糸文の他に沈線を加えることによってさらにバラエティーに富むこととなる。一般的には縄文

及び撚糸文を沈線によって区画する。縦方向と横方向に区画することを基本とし、文様としての効果を三角文、

山形文で表現することもある。このような使用例は前記の東深井遺跡第6号住居祉出土例の査形土器に見られる

ことから後続する土器群にも採用されていたらしい。しかし、沈線を観察すると、浅く細い沈線となり久ガ原式
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第136図 復山谷遺跡出土土器拓影図(上段網目状撚糸文、下段一縄文)
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土器とは概して異なる。沈線で区画する文様は編年的には後期初頭にその盛期を迎えて弥生町式期に至り消滅す

る過程を辿ると言われる。このような観点から復山谷遺跡で出土した査形土器を担えれば、概念規程の中で理解

することはできない。とりもなおさずこのことは、古期の様相の存続として理解することが妥当となろう。しか

しこうした事実の中にも新たなる胎動として東海系土器の進出は見逃せない。

この傾向は聾形土器についても言えることとなる。先にも指摘したとおり、大半は台付聾であり、その口縁部

に特徴を有する。それは輪積痕をそのまま残すことであり、他の遺跡で類例を求めることはできない。この手法

こそ久ガ原式土器の聾形土器に由来するものであり、弥生町式土器をもって終息する。輪積痕自体、台付聾以外

にも認められ、口縁部から胴上半部によく残されている。弥生町式期の場合、胴部には一条の輪積痕を残すこと

が多い。しかし本遺跡では台付聾の胴部に輪積痕を残す例はなく、刷毛目による整形を認める程度となる。この

点からも南関東の編年の中に含めて考えることは無理であろう。

輪積痕だけを重視すれば、本遺跡唯一の北関東系土器を出土した 077号住居社出土の聾形土器にも認められる。

この種の聾形土器の出土例は多く、飯重新畑遺跡(桑原 1974)で代表されよう。ここでの聾形土器は、輪積痕

の数が多く、初源的様相として把握できるものであろう。このタイプの聾形土器はとりわけ印膳沼周辺の諸遺跡

に多く、「印膳・手賀系式土器」の提唱(斉木・深沢 1978)へと理解することにもつながる。だが、明確な位置

づけはなされていないものの、縄文の分析を通して、かなり詳細な点まで把握されるようになった(田村

1979)。しかも本遺跡では飯重タイプの土器群に後続する資料の出土を見たことで、聾形土器の変遷の一端を垣間

見ることができた。この事実は大きな収獲と言えよう。輪積痕の残存もその中で理解できるものと思われる。と

すれば、本遺跡の台付聾についても第 137図のような変化が想定できょう。だが、 (2)-----(4)は本遺跡で検出されて

いる土器であり、時間的にそれほど幅をもつことはあるまい。しかも限定された地域であるがゆえ型式として認

定できるものではない。

ここで北関東系の土器群についても若干触れておきたしh 本遺跡で出土した 2点の聾形土器は、いわゆる北関

東系の土器群の中で把えることのできるものであり、他の土器群とは明確に異なる。しかも 1基だけしか住居牡

は存在せず、他の住居祉との関連も問題となるところである。本遺跡と時期的に近い諏訪原遺跡でも同様な出土

が知られている。住居祉の検出数は 3基と本遺跡よりも多いが、他の前野町式期類似の土器群との時間差につい

ては「その年代差をあまり大きく考える必要はない。むしろごく接近した年代を考慮すべき」との見解を述べて

いる。諏訪原遺跡例とは若干異なる点があるにせよ本遺跡での北関東系土器では集落の構成は認められなかっ

た。現在までの調査で、この種の土器の単独住居の検出は認められていない。すべての集落は少なくとも 5-----6

基ぐらいの住居牡で構成されていたようで、村上遺跡(天野 1975)での検出はその好例と言えよう。このよう

な住居社構成を推定すれば、本遺跡の北関東系土器を出土した住居祉は他の住居社とともに集落を構成していた

と考えることが妥当となる。しかもその口縁部の作りから第 137図(2)の台付聾と同時期に集落の一員として存在

していたものと考えたい。

4 

関東における弥生時代の成立は中期をもって初源とする。その後、宮ノ台式期に至り遺跡は広範囲に分布し、

関東各地を席巻した。最近の調査では、県下においては東京湾一帯がその中心になっていることは言うまでもな

いが、利根川沿いでも発見され、流山市加村台遺跡(下津谷 1978)、成田市野毛平高台遺跡(古内 1980)など

の報告に接することができる。これらを含めると印据沼周辺でも 10か所ほどの確認がなされたことになる。この

議 関根孝夫 1974r諏訪原遺跡.1 P 74 

議様 当センター「研究紀要J3 (斉木・深沢 1978)にその分布が示されている。

。，“9u 



ことは、弥生時代中期後半ではかなり広範囲にわたり宮ノ台式土器が分布していたこととなり、社会的安定期と

考えてもよいであろう。

その後、後期に至ると各地に様々な土器群が検出されるようになる。神奈川県における朝光寺原遺跡(岡本・

武井 1968)の土器群、本県における飯重新畑遺跡を代表する土器群、埼玉県における吉ヶ谷遺跡(金井塚 1965) 

の土器群などはよくその地域性をよく表現している。 中でも本県では後期をとおして一部の地域事を除いて斉一

性のある土器群は認められない。このことはあたかも混乱している弥生時代社会の一面を見る思いがする。

これまで述べてきたように本遺跡の弥生式土器は、その終末期に位置づけられるべきものであり古式土師器へ

移行する直前の土器群と理解してよいであろう。しかも査形土器に施文された文様はよく弥生式土器の特徴を保

持しており、広口の壷形土器の存在も見逃すことはできない。だが、土器群の主体的位置を占める台付聾の普及

と新たに加わった器台形土器の出現は古式土師器の成立を示唆するものであり、編年的にもむずかしい佐置にあ

る。さらに東海系土器の波及も認められるところから社会的な変動は想像以上のものがあったのではなかろうか。

その後、東海系土器は広く分布が認められ、いわゆる元屋敷式期(大参 1968)にもっとも東漸しS字状口縁に

代表される土器群がしばしば発見されることとなる。このことは同時に斉一性のある古式土師器に伴うところか

ら混乱した社会もようやく安定へと再編されるものと理解できょう。このような弥生時代社会と土器群の変遷を

考えると東海系土器の果たす役割は重要な位置にあるとすることができょう。

媛東京湾沿いでは南関東の編年の中で把握できる土器群を出土する。

q
d
 

n
，“
 



由
¥
円

思
申

J
N
，
制
緩

ご

問

区
鍵
(
ボ
h
w
N
r

ド
，。ョ

¥ 

¥ 

凶
附
(
応
部
刊
絵
刷
附

国
民
同総喜唱

AUτ 

唱

iq
L
 



参考文 献

し青木義情 1970 I浦和市駒場・前耕地遺跡の弥生式土器をめぐって」埼玉考古第 8号

2.天野努他 1975 r八千代市村上遺跡群』 千葉県都市公社

3.市毛 勲 1973 r下総鶴塚古墳の調査概報』 千葉教育委員会

4.伊礼正雄・熊野正也 1975 r白井南』 佐倉市教育委員会

5.大参義一 1968 I弥生式土器から土師器へ」名古屋大学文学部研究論集 47

6.岡田淳子・服部敬史 1971 r鞍骨山遺跡J

7 .岡本勇・武井則道 1968 I朝光寺原式土器についてJr横浜市埋蔵文化財調査報告書J横浜市埋蔵文化財調査

員会

8.小川良祐 1970 I高台山遺跡調査報告Jr大宮市文化財調査報告J第 2集

9.金井塚良一 1965 I埼玉県東松山市吉ヶ谷遺跡の調査j台地研究 16

10.金井塚良一 1971 Iシンポジューム五領式土器について」台地研究 19

11.川崎純徳他 1978 r三反田遺跡.i (ー・二次) 茨城県勝田市教育委員会

12.菊池義次 1954 I南関東弥生式土器編年への一私見Jr田子台遺跡J 早稲田大学考古学研究室

13.菊池義次 1961 I印膳・手賀沼周辺地域の弥生文化Jr印膳・手賀沼周辺地域埋蔵文化財調査』本編 千葉

県教育委員会

14.菊池義次他 1974 r太田区史』 東京都太田区

15.木下正史 1963 I上本郷長者屋敷遺跡Jr松戸市文代財調査報告J第 1集 松戸市教育委員会

16、熊田敦子 1979 r高蔵貝塚.i 1 南山大学人類学博物館

17.桑原 護他 1974 r飯重』 佐倉市教育委員会

18.小出義治 1971 Iシンポジューム五領式土器について」台地研究 19

19.小林行雄・杉原荘介 1968 r弥生式土器集成』本編

20.古宮隆信 1979 r戸張城山遺跡発掘調査報告書j 東京都文京区教育委員会

21.近藤義郎 1959 I共同体と単位集団」考古学研究6-1

22.斉木勝・深沢克友 1978 r研究紀要』一弥生時代 千葉県文化財センター

23.三森俊彦他 1974 r市原市大厩遺跡J 千葉県都市公社

24.芝崎孝・三上嘉徳 1966 I千葉県海老内台遺跡群の調査報告」下総考古学3

25.下津谷達男他 1957 r野田市三つ掘遺跡』野田市文化財調査報告第一冊 野田市郷土博物館

26.下津谷達男他 1972 r東深井遺跡調査報告書』 流山市教育委員会

27.下津谷達男他 1978 r加村台遺跡』 流山市教育委員会

28.白石竹雄他 1973 r平台先遺跡』

29.杉原荘介 1971 r市川市史』第 1巻

30.関根孝夫・木下正史 1970 I松戸市稔台富山遺跡」考古学雑誌 55-4 

31.関根孝夫 1974 r諏訪原遺跡』 松戸市教育委員会

32.田中義昭 1976 I南関東における農耕社会の成立をめぐる若干の問題」考古学研究 22-3 

33.玉口時雄他 1973 r宮脇』
34.田村言行他 1979 r江原台』

35.野村幸希・古内 茂 1976 I船尾白幡遺跡Jr千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書.iv 千葉県文化財

センター

215 -



36.古内 茂 1978 r復山谷遺跡Jr千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書JVI 千葉県文化財センター

37.古内 茂他 1980 r成田新線建設事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書』 千葉県文化財センター

38.久永春男・芳賀陽 1963 I欠山遺跡Jr瓜郷』 豊橋市教育委員会

39.松村筒・平田美智子 1968 I千葉県印膳郡印西町出土の土器」下総考古学3

40.柳田敏司他 1975 I大宮公園内遺跡発掘調査報告J埼玉県立博物館紀要一2

po 
咽

in
L
 



第V章古墳時 代

第 1節住居祉の概要

042号住居祉(第 138図)

国道 16号線拡幅工事に際して東北部コーナーが破壊され、その所在が確認された。また、本社中央には電柱が

存在し、中央部分は未掘となっている。主軸N-7.5'-W、長辺 3.7m、短辺 3.4mの方形プランを呈する。カ

マドは北壁中央に位置している。壁は垂直で、検出面から 0.6m、床はハードローム中にあり、堅撤な貼り床が

良好に遺存していた。柱穴は認められなし》。周溝がカマド部を除く周囲に掘られていた。カマドは北壁中央部を

0.6m程掘り込んで構築されていた。山砂を利用したものであるため、白色粘土による袖部を除くと流失部が著し

い。火床部は良く焼けていたが、焼土はかき出されており、ほとんど堆積していなかった。煙道崩落土下に甑、

土製支脚が埋もれていた。遺物は床面より多数検出された。大半がカマド周辺に集中的に出土した。また、カマ

ドの西側から多数の軽石が出土した。

覆土

1.黒褐色土層 ローム細粒を含む。

2.暗褐色土層 一部にローム細粒が混入。

043 B号住居祉(第 124図)

東西 2.4m、南北 2mの長方形のプラン。壁高 0.2m(遺存部)、床面は堅轍な貼り床であるが柱穴、ピット等

3.褐色土層 ローム粒、焼土粒を混入する。

4.黄褐色土層 汚れたソフトローム。

は存在しない。カマドもない。覆土下半に多量の炭化材片が認められた。遺物は南東部コーナーに 2個共伏せら

れた状態で検出された。覆土は 043A号牡の項を参照。

044号住居祉(第 138図)

一辺約 4.3mの正方形を呈する。壁高 0.5m、床は堅微な貼り床である。ピットはカマドに隣接して lつ、中

央 1つ、南壁寄りに 1つある。中央のものを主柱穴と考えて良いであろう。カマドは北西壁中央を、 0.35m程掘

り込んで構築されていた。山砂によるため遺存状況は良くなしミ。土器は少数であったが、カマド西側から聾3個

体、中央で聾底部 1個体、いずれも原位置を保っている。他にカマド内から土製支脚 2個体分破片がある。特筆

すべきは、本社西コーナー近くより土玉 9点、土製勾玉 4点が一括検出されたことであろう。 1点を除き、床面

に半ば食い込んだ状態で出土した。

覆土

1.黒褐色土層 しまりのない土層。

2.暗褐色土層 1層同様しまりが劣る。

3.黒褐色土層 ローム粒子を少量含む。

4.黄褐色土層 ローム粒子、ロームブロックの含

有が著しい。

098号住居祉(第 139図)

本社は調査区北端部のB3-02・03・12・13に位置し、主軸方向N-40'-Eを指す 3.4m X 2.8 mの隅丸長方

5.暗褐色土層 ローム粒子を含み、やや粘調。

6.赤褐色土層焼土混入土。

7.褐色土層

8.暗黄褐色土層 汚れたソフトローム。

形プランを呈し、北東壁右寄りにカマドをもっ。確認面はIIa層で壁高 38cm前後を計る。壁の立ち上がりは垂

直に近いが崩れ落ち、緩やかな部分も認められる。床面はソフトローム上面にあり、軟弱で堅くしまった箇所は

少ない。周溝及び主柱穴等は認められなかった。
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第138図 古墳時代住居牡実測図 (1)

カマドは補強材のスサを混入した山砂粘土で構築しているが袖内部にロームや黒色土を若干含む。袖部は左側

45cm、右側 53cmを計る。煙道部は火床部から緩く傾斜しながら壁外に 20cm程度突出している。火床掘り込

みは浅く窪む程度にとどまっている。住居牡覆土は自然堆積で、遺物量は少ないが、カマド前方に聾、保 3個体

を床面上で検出した。

覆土

1.暗褐色土層 粒子が荒いため乾燥し易く、灰白

色に変化する。テフラ粒子の含有が多い。

2.黒色土層 1層に比較するとしまり良好、土壌

の粒子も密である。テフラを斑文状に混入してい

る。

099住居祉(第 139図)

3.褐色土層 テフラを多量に含む、ロームの混入

も目立つ。

4.床面

5. ローム崩壊土層

本社は調査区東端部のC2 -57， 58， 67， 68， 77， 78に位置し、主軸方向N-400-Wを指す 5.9mx 6.0mの

ほぽ正方形のプランを呈す。北東コーナーはすでに若干削平されていた。北西壁中央と南東コーナーにカマドを

もっ。壁高は 54cmから37cmと西に高く、ほぽ垂直に立ち上がり、コーナーも直角に近い。床面は住居社中央

部、カマド周辺部で堅くしまるが、壁側は軟弱である。周溝は北西壁カマドから北西コーナーにかけて一部破壊

されているとはいえ、確認できなかった。他は 10cmほどの深さで周囲している。柱穴はほぼ正方形に位置し、
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掘り方は上面が幅広で基底部でつぽまっている。 4本とも 80cm前後の深さがあり、東側コーナーに位置する柱

穴は若干袋状を呈す。カマドに対面する掘り込みは 20cmほどの深さをもっ楕円形の入口部のピットであろう。

カマドは 2基もち、主体は北西壁中央にある。天井部は陥没しているとはいえ、遺存状況は良い。山砂粘土の堆

積から明確に識別できる。袖は左右とも 70cm前後で、煙道部は急激に壁外へ立ち上がり 30cmほど突出して

おり、煙出し部分が認識できた。なお、袖部の山砂粘土を除いたところ、左袖に粘土塊及び土器片、右袖に土製

支脚をしんとして用いていた。北西コーナーのカマドはかなり崩壊が進み、わずかに袖部の山砂粘土を残すにと

どまっていた。火床部はさほど赤色化が進んでいなかった。住居社覆土は自然堆積を示すが、北西壁側床面に多

量の焼土を検出したことから焼失家屋と思われる。

覆土

1.暗褐色土層 しまり弱く、乾くと灰白色になる。 5. ローム粒子混入土層 粗いローム粒子を多く含

2.黒色土層 焼土細粒子含む。しまりは良好。

3.暗褐色土層 ローム粒、焼土粒含有、しまりは

良い。

4.黒色土層粗粒で、焼土を含む。

118号住居祉(第 140図)

む。

6. ロームブロック混入土層

7.山砂層 カマド部分の流出土。

本社は調査区中央のC4 -64， 65， 66， 74， 75， 76に位置し、主軸方向N-1t-Eを指し、 6.6mx 6.5mの

正方形プランを呈し、北壁中央にカマドを、その手前と東側柱穴聞の 2ケ所に炉祉をもっ。壁高は 65cmと深

く、垂直な立ち上がりを示し、周溝はほぼ 10cmの深さで全周する。床面は堅撤だが凹凸が激しい。柱穴は 4本

あり掘り方はほぼ垂直で 65cm.......，80 cmの深さを計る。南壁下中には 2個のピットが連なったかたちで位置し入

口部分と考えられるが、内部から多くの土器片を検出している。コーナー寄りのピットは浅い窪みを-.E!.埋めも

どし、径 65cm、深さ 50cmほどのほぼ円形を呈す貯蔵穴で、覆土上面及び周辺部から 10数個体の土器が集中

して検出された。覆土下部より多量の焼土を認めることから焼失家屋で、遺物の出土状況もかなり当時の生活時

の状態を保っていると推測される。本社はカマドと炉を共有するが、カマドの遺存は悪く、袖部分はまったく残っ

ておらずわずか床面に火床部の焼けた窪みと山砂粘土を散在するにとどまっている。その前方には不整形な地床

炉があり、東側中央に、 100x 60 cmと大形の楕円形の地床炉も認められた。なお、カマド主体部までは周溝が

切られていなし ~o

覆土

1.暗褐色土層 しまり弱くテフラを斑文状に含む。

他に焼土、炭化粒の混入もある。

2.黒色土層 しまり良好。全体的に土壌粒子に粗

でローム粒子、焼土粒子を含む。(2は焼土)

3.暗褐色土層 しまりは良いが、粒子は組い。ロー

ム粒子、焼土粒子、炭化粒なども含んで、いる。

4. ローム混入土層 ソフトロームを主体とする。

119号住居祉(第 140図)

5.黒褐色土層 ハードローム粒子含有、しまり良

く、炭化材の埋没層でもる。

6.焼土層 本層中にも炭化材が入る。

7. ローム混入土層 ロームブロックや炭化材を含

む。一括土器は本層中にあった。

8.灰混入土層

本土止は調査区中央のC4 -88， 89， 97， 98， 99， C 5 -08， 09に位置し、主軸方向S-73'-Eを指す 5.6mx 

5.74mのほぽ正方形プランを呈し、東壁中央にカマドをもっ。壁高は 45cm前後を計り、立ち上りはほぼ垂直

であるが、カマドを有す東壁は他に比し若干傾斜を緩めている。床面は堅撤であるが多少凹凸が認められる。周

溝はカマド右側の東南コーナー付近でわずかに切れる他は、 10cmの深さで回周している。主柱穴は当初 4本と

思われたが床面精査後、さらに 2本を検出し、 6本主柱穴であることが判明した。ともに 70cm前後の深さを計

-220-
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る。また、 15cmほどの深さのピットが柱穴に接して認められたが、性格は不明。カマドの両わきには貯蔵穴的

性格と考えられるピットが認められたが、コーナーよりのピットは深さ 70cmで、他は 12cmと浅い。カマド

は山砂粘土により構築され、袖部の遺存は良好であり、1l0cm前後を計る。煙道部は急傾斜して 45cmほど突

出する。火床部は 20cmほど掘り窪められ、若干浮いて高祁が反転して出土した。支脚の代用としたものか。，住

居社覆土は自然堆積を示すが、壁側には床面付近より焼土、炭化材を認めることから焼失家屋と考えられる。南

壁寄り中央で遺物が床面より集中して出土したのが目立つ。

覆土

1.暗褐色土層 しまり弱く、焼土粒子を含む。

2.黒色土層 しまり良好、焼土粒子を含む。

3. ローム混入土層 ハードローム粒子を多量に含

む。粒子粗く、しまり良好。

4.暗褐色土層 ローム粒子多し、しまり良く、土

120号住居祉(第 141図)

器を多く含む。

5.焼土層

6.ローム混入土層 ハードロームプロックを含む。

黄褐色を呈す。壁際に厚く、中央に薄い。

本社は調査区中央に位置した拡張住居である。主軸方向はN-900-Eを指し、 4.3mx 4.5mから 4.6mx 5. 

3mの長方形プランへと拡張している。ともに地床炉をもち、主柱穴を共有している。拡張前の住居祉の床面はか

なり凹凸しているが、堅撤で、周溝は北西コーナーと南東コーナー付近で切れている。主柱穴は 40'"'-'50cmの深

さを示し、東側柱穴聞に地床炉を設けている。炉に接したピットは 10cmほどの浅い窪みとなる。また、南東コー

ナーには貯蔵穴様のピットがある。深さは 10cmを計る。拡張後の住居祉は拡張前より 10cmほど浅く、壁高

は 30'"'-'40cmを計る。床面は貼床で、部分的にかたくしまったロームを認めた。周溝は北西コーナーから北隅%

と、南壁中央部が切れる。地床炉を中央にもち、北西コーナーに浅い貯蔵穴状のピットも確認された。拡張前の

覆土からはほとんど遺物の出土をみなかったが、拡張後の住居祉は焼失住居で床面付近に焼土を含んでいる。ま

た、多量の滑石製品、破片が出土していることから工房社と考えられる。やや北西寄りから臼玉、有孔円盤等 150

点余が集中して出土した。さらに南東コーナーからは滑石破片 300点ほど、北壁西側からは滑石塊を出土してい

る。

覆土

1.暗褐色土層

2.黒色土層

3. ローム混入土層 下部に焼土含む。

121号住居祉(第 141図)

4.焼土層(炉) 4'も焼土である。

5. ローム層貼床部分である。

6.暗褐色土層 旧住居祉の覆土である。

本社は調査区中央のB4 -51、52に位置し、主軸方向N-70- Wを指す。 3.9mx 4.0mの方面プランを呈

す。中央北寄りに地床炉をもっ。壁高は 35cm前後を計る。立ち上がりはほぼ垂直である。床面のしまりは弱

く、周溝は確認できなかった。主柱穴は西側コーナー付近に 1本を検出したにとどまり、南側コーナーのピット

は不整形な形状を示し、柱穴とは判断し難い。なお南東コーナーに深さ 20cmの貯蔵穴をもっ。炉祉は新旧2つ

が重なり、住居社内側に移行しており焼土の厚みを 20cmほど認めた。住居社覆土中層部で西から東に流入した

多量の焼土を含む層を検出。遺物はその下層から床面にかけ多量に出土している。床面には大形破片が多かった。

覆土

1.暗褐色土層 しまり弱くテフラを斑文状に含む

若干の焼土を含む。

2.焼土混入土層 住居祉の西から東に堆積してい

る二次的な焼土の層である。

-222-

3.黒色土層 焼土を若干含み、しまり良好、また、

暗褐色土をプロック状に含んでいる。

4.暗褐色層 ソフトロームを含む、土器片を多数

含む。
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5. ロームプロック混入土層 やはり土器片の数が

多い。

122号住居祉(第 142図)

6. ローム混入褐色土層 ロームの含有が多く、粘

性に富んでいる。

本社は調査区中央のB4-92、93、B5-02、03、04、B5-13に位置し、主軸方向S-95'-Eを指す 4.9mx 

4.6mの長方形プランを呈し、東壁右寄りにカマドをもっ。壁高は 60cm前後と深く、 立ち上がりも良好で周

溝は深さ 5-----10 cmで全周する。床面は堅くしまる。主柱は 4本で、しっかりとした掘り方を示している。カ

マド右側の南東コーナーには 75cmx75 cm深さ 50cmの方形を呈す貯蔵穴をもっ。カマドは山砂粘土で構築し

ている。袖は壁か 80-----90cm伸び、煙道は垂直に立ち上がり壁外にわずか突出するにとどまる。火床部は入口部

分に近く 10cmほどの厚さで焼土層が認められた。比較的遺存度の高い状態で、袖内部も内側にオーバーハン

グしている。住居祉覆土は自然堆積を示すが壁側の床面付近で焼土混入土を認める。焼失住居と考えてよいであ

ろう。貯蔵穴西側に接して遺物集中を認めた。

覆土

1.暗褐色土層

2.焼土混入土層

3.黒色土層

4. ローム混入暗褐色土層 ソフトロームを斑文状

に含む。

135号住居祉(第 142図)

5. ローム混入褐色土層 ロームブロックを斑文状

に含む。

6.暗褐色土層 若干の炭化材、焼土粒子を含む。

7.焼土混入土層 ロームプロック、炭化材を混入

する。攻玉具の検出層準である。

調査区中央西寄りのD5-38、39、48、49、C5-30、40に位置し、 N-6'-Eを指す 5.1mx 4.9mのほ

ぼ方形プランを呈す。北壁中央にカマドをもっ。南西コーナーから北東コーナーにかけ撹乱溝が幅 70cmで伸び

る。壁高は 40cm前後を計りほぼ垂直に立ち上がり、周溝が深さ 10cmで全周している。床面は堅轍である。主柱

穴は 4本で掘り方は整然としている。南壁下に接して 2個のピットがあり、入口部分と考えられる。また、南東

コーナーには隅丸長方形の貯蔵穴をもっ。北壁中央にあるカマドはスサ入り粘土で補強、構築される。特に焚口

から袖中央までは丹念に補強し、崩壊しかかった天井部が残り中央に容器を乗せる円孔が火床上部に位置してい

る。なお、火床部より椀が反転して出土した。袖部は 100cm伸び、煙道は 20cm突出している。住居社覆土上

部はローム粒を多量に含むしまった土層となる。下層の床面付近では一面に焼土、炭化材を検出した。明らかに

焼失住居である。遺物も床面からの出土が多い。

覆土

1.黒色土層 ハードローム微粒子を多量に含む。

しまりが良い。

2.暗褐色土層 1層に介在している。 1層と同様

にハードローム粉子を含むが、他にテフラを多く

含み、全体的に明るい色調を呈している。

3.暗褐色土層 住居祉北側に偏在している η しま

りのない土層でカマドからの流れと見られる焼土

粒ロームを含んでいる。

4.暗褐色土層 2層に近いが明るい。

5.褐色土層 ハードローム粒、炭化物片、焼土プ

ロックなどを多く含んでいる。

6.汚れたソフトローム層 焼土や炭化材片などを

たくさん含んでいる。

7.汚れたソフトローム層 住居社東壁際から投入

されたソフトロームである。ロームそのものと

言ってよい。

8.褐色土層 ロームプロック、ローム粒子を多量

に含んでいる。粒子は組く、 5層と近い印象を与

える。

9.炭化物混入暗褐色土層 しまり弱く、ローム粒

子を多量に含んでいる。炭化材片の混入が目立つ。

10. ローム混入黒色土 しまり良好、ハードローム

プロックを含む。

-224-
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第 2節住居社出土の遺物

042 号住居祉(別図 64、 65~94~116) (第 147図 1) 

本社から出土した土器は器種も豊富であり、聾、小形聾、甑、不とバラエティーに富み、組合せの好例といえ

よう。要も胴部が球形となるタイプ、長胴に近いタイプと 2種がある。午も図示可能なもの 15点と特筆できょ

う。しかも口縁直下に稜をもっ序であり、鬼高期の特徴をよく表わしている。

94、96、97、100は警である。 94はほぼ球形の胴部と口唇部が強く外反するのが特徴といえよう。器面はへラ

削りによる整形で約%が遺存。色調は赤褐色。 97は完形品であり、胴部が土圧により歪みを生じている。頚部に

強い稜をもっ。色調は黒褐色を呈す。 96、100は小形品となる。 96の遺存は約yzであるが、 100と同様な器形と思

われる。 100は口縁が泌欠損しているもののきれいな仕上げである。 95の器形は鉢に近い。一部欠損するが、色

調は黒褐色で粗雑な作りとなっている。 98、99は甑で2個体とも完形に近い。 99は土圧により歪みがでており、

口縁は楕円を描く。色調はいずれも淡褐色で部分的に黒色化している。 101は高原の脚部であり、杯部は接合面か

らきれいに分離している。調整痕も認められていねいな仕上げとなっており、色調は淡褐色を呈す。杯は数も多

く、形も大小さまざまとなる。遺存は 104、 107、 108、 111 が Yz~~ となり、 105 が%で他は完形かそれに近い。

色調は暗褐色ないし淡褐色を呈したものが多く部分的に黒褐色を呈することもあり、 110は全体に黒褐色を呈す

る。 102は粗雑な作りで用途としては杯以外のものかもしれない。 106は椀ともいえるが一応杯の中に含めた。

土器以外に土玉が l点検出された。形は偏平で中央に孔が穿たれている。

043 B号住居祉(別図 65~117 ・ 118)

本社から出土した土器は図示できた 2点の他に、奮の破片が若干出土しているだけで遺物としては貧弱なもの

といえよう。

117は小形の聾でほぼ完形といえる。器面は縦方向にへラ削りで整形され、器厚もある。底部には木葉痕が認め

られ、整形時にへラ削りもほどこされている。色調は黒褐色で、著しくスス状炭化物の付着が認められる。 118は

杯で完形品となる。器面はへラ削りにより整形され、内面には調整痕も認められ概して入念な仕上げとなってい

る。色調は淡褐色を呈すが体部には焼成によると思われる黒色も入る。

044 号住居祉(別図 65~119~ 124) (第 147図2~14) 

本社から出土した濯物には土器の他に土製の玉類及び土製支脚がある。図示できた土器は 4点で破片も 50点ほ

ど検出されている。

119、121は聾であり、それぞ、れ大小 1個ずっとなっている。 119はほぼ完形品で土圧によりやや歪みが生じて

いる。器面のへラ削りも組雑で、できばえは良くない。 121は胴部が約%欠損する。色調はいずれも暗褐色ないし

褐色を呈する。 120、122は一応鉢形土器としておく。 120は器高に較べて口径が大きい。しかも口縁は強く外反

する。器面はへラ削り後若干調整されており、暗褐色ないし黒褐色となる。なお内面は全面が黒褐色を呈する。

122は聾形土器の底部を再利用して浅鉢としたものであろう。口唇部にあたる部分には粘土紐の接合を補強する

ために刻目がよく残っている。接合痕も剥離によりよく理解できる。色調は赤褐色を呈する。

土器以外では玉類と支脚があり、支脚は下部がいずれも欠損している。 2~10 は小形の土玉であるが、すべて

球形に近い。 042 住居祉出土の土玉とは形が異なる。 11~14 は土製勾玉であり、 13、 14 は完形となる。

098 号住居祉(別図 66~125~ 128) 

本社から出土した遺物は図示した土器 4点の他、聾などの破片が若干出土しているにすぎない。

125は窒で完形品となる。胴下部に粘土紐による接合痕が巡り、補強のための刻目も確認できる。器面は一部剥

離しているもののへラ削りによるていねいな整形が認められる。色調は淡褐色を呈するが、焼成に起因するもの

であろうか一部黒色化しているところもある。他の 3個体は序で完形品となる。口縁部にすべて稜を有す。しか

一 226-



も口縁部の作りはそれぞれ異なり、 126は外反し、 127は垂直に近し'0128は内湾する傾向にある。 3個体とも器

面はへラ削りにより整形し、内面はへラ磨きにより調整している。色調は 127が暗褐色で他は褐色となる。

099 号住居祉(別図 66-129~134) (第 147図 29・30)

本社から出土した土器は図示した 5点の他に、小破片は 100片を越えるほどある。聾が中心となり、杯、高原

等もあり遺物総量を比較すれば、量的には多し当。他に土製支脚が 2点出土しており、図示できたのは 1点となる。

131 、 132 は聾で、 131 は口縁が約%しか遺存していない。器内外面は 6~7 本の刷毛目により整形されている。

132は底部で約%が遺存する。器面にはスス状炭化物が多量に付着。 130は甑となろう。口縁部が%ほど遺存す

る。 133、134は杯で、 133は約均しか遺存していない。体部にはへラ削り痕が組く入札胎土には小石も多い。

134は口縁部に磨耗が著しく認められ、わずかに稜を残す。遺存は%ほどであり、器面は軽いへラ削りによりよく

整形され、内面の調整も丹念にほどこされている。色調は 2個とも淡褐色ないし暗褐色となる。他に土玉とミニ

チュア土器がある。ともに完形品となる。

118 号住居祉(別図 66、 67-135~153) (第 147 図 31~33)

本社から出土した遺物には図示できた土器が 19点あり、他の図示できない破片の類はプラケース 2箱もあり、

土器の出土量としてはもっとも多い住居牡の一つであった。土器以外の遺物として砥石、土玉、紡錘車が各 I点

づっ出土しており、出土遺物はきわめて豊富ということができる。

135~139、 141~144 の 9 点は聾であり、大小、器形とも様々なタイプがそろっている。 135、 136、 138 は完形

かもしくはそれに近し'0139、141、142は底部が欠損し、 137は口縁部から胴部にかけて約見欠損するこれら聾類

の器面はすべてへラ削りにより整形されており、 135、136では若干ナデ整形もほどこされている。 142の胴部は

ほぼ球形を呈し、器面の整形も入念に仕上げ、形として査に近い。 140は底部が欠損し、口縁部から胴部の遺存も

約見となっている。だが、口縁部のゆるやかな外反と内面の稜線の存在から甑と考えられる。かなり大形品とな

り、器面は焼成に起因するものであろうか黒褐色及び淡褐色の色調を呈する。 145~153 は村あるいは椀の類であ

り、赤彩の施されるものが多い。 148は内面の一部に赤彩が認められるものの、どの程度のものかは不明なため図

示はしなかった。ただ本土止の呼には口縁部が「く」の字状に立ち上るタイプは検出されていない。 146、147の内

面は調整されていないが、他はすべて調整痕が認められる。

他の遺物については、 31は凝灰岩製の砥石の一部であり、 33は土製紡錘車となる。紡錘車は一部欠損してはい

るが、他と較べかなり大形品となる。

119 号住居祉(別図 67、 68-154~168) (第 147図 34)

本社から出土した土器には、聾、椀、士甘、高郎、原と豊富な器種をそろえ、他に望、昨など図示できない破片

が約 200片ほどある。土器以外の遺物としては砥石が 1点出土した。

154は小形の査となろう心口縁部から胴部にかけて約1/5が欠損する。口縁部がわずかに外反し、最大径を胴中

央部よりやや下におくものの胴部はほぼ球形を呈する。器面は剥離が著しく赤彩の遺存は良くない。胴上半部で

はまばらに赤彩が残っているが、口縁部や底部付近では、はっきりしなし当。色調は淡褐色を呈す。 156、 157~160

は聾である。完形品は存在しない。 156は胴部が球形となり、底部は欠損し、遺存は約見となる。器面はへラ削り

後ナデ整形がほどこされている。色調は暗褐色を呈し、一部にスス状炭化物の付着が認められる。 159は底部だけ

が遺存する。他の聾とは別個体であり、上げ底がはっきりと認められる。 155、161は浅鉢ないしは椀となろう。

155 は平底の底部から浅鉢としてよしゅ〉もしれない。一部が欠損するが完形に近~，。胴部には 2か所にわたり鋭利

な刃物を磨いたと思われる擦痕が認められる。色調は暗褐色ないし褐色を呈する。 161はこの種の土器としては大

形品となろう。底部と口縁の一部を欠損する。器面はへラ削りにより粗く仕上げられ、色調は淡褐色ないし暗褐

色を呈する。 162は増であり、口縁部と胴部から底部の約泌が遺存する。器面の赤彩はよく残っており、鮮かな赤

褐色を呈する。 163~165 は高村であり、 163 は裾の一部が欠損するだけで完形に近い。器面の赤彩の状態は良く
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ないが、午部の内面は赤褐色となり良く遺存している。 164は器面の赤彩も剥げ落ち、脚の作りも貧弱で、ある。

166~168 は郎であり、 166 は泌が遺存する。焼成によるものであろうか、内面は黒褐色を呈し、表面にも及ぶ、

167は厚い底部が特徴的であり、口縁の一部欠損するだけで完形に近い。赤彩は内外面ともよく残っている。 168

は上半部だけが残る。色調は淡褐色を呈する。これらの尽の器面はへラ削りにより整形され、内面ではさらにへ

ラ磨きで調整されている。

他の遺物に砥石がある。凝灰岩製で、径 4mmの組を通し携帯するための孔が穿たれている。

120 号住居士止(別図 68~70--169~203) (第 147~150 図)

本社から出土した遺物は全遺構の中でも最多となろう。図示できた土器でも計 35点を数え、数量的には聾、 f(-、

境、高不の順となる。聾、原の 2器種についてはそれぞれ様々なタイプに区別でき良好な資料といえよう。一方

土器以外の遺物として石製模造品、臼玉、紡錘車、剥片類、軽石、鉄製品と量的にも豊富である。その他石製模

造品や臼玉を製作する際の剥片、屑片も多量に出土している。

169~185 は聾で 16 点図示できた。 169 と 171 は同一個体となる。遺存は約見で、器面は組いへラ削りにより仕

上げている。 170は底部を欠損し、口縁から胴部にかけて約%遺存する。 172は口縁は巡るものの胴部は約%しか

遺存しておらず、 173は口縁から胴部にかけて%ほど欠損する。 174はほぼ完形となる。 175は%遺存し、 176は

底部を欠損、 177 は約%が遺存する。他はYz~泊ほどの遺存であり、とりたてて記述すべき事項もない。すべて器

面はへラ削りにより、整形され、 176では、珍しく頚部に刷毛目痕を残す。色調は 176、178は黒褐色となり、他

は褐色ないし暗褐色を呈する。 174は若干スス状炭化物が付着。 186は甑の底部である。底部の孔は径3cm前後

と小さ目に作られている。 187~189 は高杯で、 187 は約%を欠損し、 188 では裾部を%、 189 では脚部をそれぞれ

欠損する。 187、 188 の胎土には砂粒が多く赤彩の遺存も悪し当。 189 は内外面ともよく調整されている。 190~203

は椀、 J干の類である。赤彩のほどこされるものが多い。 191はかなり大形品となろう。口縁部内面には明確に稜線

が認められる。 192~194、 198 も同様となる。反面 203 は表面にはっきりした稜線があり、口縁部は垂直に近い立

ち上がりをもっ。遺存状態は、完形かそれに近いものに 198、200、202があり、%ないし均残っているものに

192、 194、 195、 196、 203 があり、他はX~%の遺存となっている。色調は 191 が暗褐色を呈し、他は赤褐色とな

る。

他の遺物に雲母片岩製の有孔円盤と勾玉がある(第 147 図 35~50)。臼玉(第 148 図)も製品が 140 点検出さ

れ、すべて滑石製。紡錘車も 1点出土し、側面はきれいに整形されている。滑石製の完形品である。第 149図2

~12 は滑石の素材であり、 2 では側面に擦痕がよく残っている。石製模造品の材料となろう。同 3~23 の石材は

雲母片岩で、上面には擦痕が著しい。砥石として利用していたものと思われるが、きれいな薄い剥片に剥離され

ているところから臼玉の素材とも考えられた。しかし、この種の製品が検出されていないため断言はできない。

同 24~35 は小形の軽石であり、これらの用途も明確には断言し得ないが、本社自体工房社であるため、その作業

行程で使用されたのかもしれなし、他に鉄製品(第 150図3)がある。腐蝕が著しく原形はとどめてはいないが、

鉄織とも考えられる。ただ中央に孔が 1個認められる。また、石斧(第 150図 1)と土製品(同 2)が出土して

いるが、本社に伴うかどうかは疑問である。

121 号住居祉(別図 70~72--204~225) (第 150図4) 

本社での出土遺物は 120号住居牡同様かなり多量となり、図示できた土器は 22点を数え、中でも聾は 16点と

多い。様々なタイプの聾があるものの基本的には 204、205の両タイプに分離できるようである。一方、土器以外

の遺物は少なく、原石と思われる雲母片岩が出土した。

204~218、 220 は聾であり、 204、 208 は完形に近い。 205 は口縁部の%ほどが欠損するだけで、他は遺存する。

また底部だけが欠損することが多く、 215などは一括で出土している。色調は 207、209、210、211、217は暗褐色

ないし黒褐色を呈し、 217の胴部にはスス状炭化物の付着が著しい。その他は淡褐色ないし褐色を呈し、 204では
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焼成に起因するものか一部に黒褐色の模様も認められる。整形はすべて同様な手法により行われ、217はへラ削り

後に若干ナデ整形が認められる程度である。 219は唯一の甑となり、器形だけをみると聾の形態をとる。約泌が遺

存し、胴下部では器面の剥離が若干認められる。火を受けているとも思われる。器面は粗いへラ削りにより整形

され、底部の孔周辺も簡単な作りとなり、器全体としては粗雑な仕上げといえる。 221は珍しい器形であり、浅鉢

の中に入るものであろうか。約%の遺存となる。大きく外反する口縁をもち、内外面に赤彩がほどこされるもの

の遺存はそれほど良くない。 222'-'-'225は椀あるいは杯の類ですべてに赤彩がほどこされる。遺存は 222、223は底

部を欠損するだけで、 224は約%遺存する。 225は約%しか遺存しないし、赤彩も残りが悪い。

他に原石がある。石材は雲母片岩、 9点の薄い剥片が接合したもので、他にも接合しない同一石材の剥片が存

在する。石製品の原材料となることは間違いあるまい。

122号住居祉(別図 72、73-226"'243)、(第 150図5'"10、第 151図 1"'3)

本社から出土した遺物もまた多量であり、聾、甑、椀、昨など図示できたものは 18点にのぼる。中でも境、村

には様々なタイプが存在する。また、石製品も少なからず出土しているところからやはり本社は工房祉の関連で

把えることが妥当となろう。

226"'231は薯である。 226は特異な口縁部を形成する。頭部から垂直に近い立ち上がりを示す口縁はていねい

にへラ削りで整形されている。遺存は口縁部は欠損しておらず、胴部は約%遺存する。色調は暗褐色を呈する 227

は胴部の一部を欠損するだけで他は遺存する。器面の整形はへラ削りによる。若干へラナデによる調整も認めら

れる。また、器面にはスス状炭化物が付着し、色調は暗褐色ないし黒褐色を呈する。他の聾は形の復元できるも

のはなく、遺存は 72"'YJ となる。胴部の作りは概して球形に近し ~o 232は口縁部だけの遺存で頭部に縦方向のてい

ねいなへラ削りが認められる。 233、234は甑であり、 233は%ほど遺存する小形品となる。へラ削りによる整形

は行われているものの仕上げは組雑である。色調は淡褐色。 234は底部片で約泌が遺存する。内面には刷毛目痕が

認められ、色調は淡褐色ないし黒褐色となる。 235"'243は椀あるいは係の類で、 235、236、240、242には赤彩が

施されている。遺存は 235、236、240が%"'72で、他に完形かそれに近い。 237は小形品で、簡単なへラ削りによ

る整形だけで、特に底部は整形されず雑な仕上げとなる。 243は形態だけみるとより後出の感じを受ける。底部に

は粗雑なへラ削りが認められる。色調は、 238は赤彩されてはいないが鮮かな赤褐色を呈す。他の赤彩きれないも

のは淡褐色ないし暗褐色を呈する。

その他の遺物も豊富であり、第 150図の 5は先端の打痕と破砕した剥離面から考えると石製模造品を製作する

工具となろう。石材は片岩の一種である。 6は120号住居祉で出土した砥石の剥片と同一個体と考えられる。剥

片が 1枚接合したが、表面はよく磨耗している。 7は土玉で 1点だけ出土した。 8は滑石の原石であり、表面は

よく磨かれており光沢をもっ。 9は砂岩製で砥石として使用したものであり、縄文時代の石皿の破片を利用して

いる。 10も9と同様に石皿の破片である。石材は砂岩。

135号住居士d:(別図 73-244"'247)

本社から出土した土器で図示できたのは 4点にとどまった。他には聾、原の小破片が若干出土しているだけで

遺物の量としては少ない。

244は聾の大形品で口縁部と胴部は接合しない。遺存は約泌で、胎土には小石を多量に含み脆い。色調は褐色を

呈す。 245は小形の甑で、遺存は%ほどとなる。器面はへラ削りによりていねいに整形され、色調は赤褐色を呈す

る。 246、247は何で遺存はそれぞれ%、-7，iとなる。いずれも器面はへラ削り、内面はへラ調整がほどこされてお

り、ていねいに仕上げている。ただ、 247は器面の剥離が著しく赤彩の有無は確認できない。ともに褐色を呈す

る。
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第 3節土壌の概要

鬼高期の遺構は既に述べたように第4次調査時において住居祉を 3棟分検出したことによって、その期の集落

の存在を予測したのであった。事実、次期調査時においても 8棟の住居祉の検出に成功して集落究明に一歩を進

めることができた。ところで住居祉の確認と併行して、新期テフラ上面に、住居祉と同様の覆土をもっ小土墳を

も確認することとなり、その後の調査の進捗に応じ、住居社群の造営と併んで特殊な土墳が数多く掘削された事

実を知るところになった。

鬼高期に対比しえた土墳は総数 19基である。他の土墳との関連は表 1に譲りたいが、 095号祉に代表される傾

向、すなわち、覆土内には、破砕土器片、貝穀、焼土などを雑然と含む例と、例えば 130号祉や 143号祉などに

見るごとく、墳底に焼土をおき、意図的破砕をうかがわせる土器をもっ例とに 2分されよう。前者は塵芥処理用

の土墳、後者は墓墳と推定されょうか。勿論、この二分法に律しきれぬものも多い。後者に関してはあるいはもっ

と別の機能を予想するべきかもしれないが、儀器の埋納は墓壌としての有力な証左となるであろう。分布は住居

牡群の南方に集中的に展開し住居牡とは別の価値意識を背景とする選地を認めてもよいかもしれない。

近接する白井先D地点での同期の土墳群に関する詳細な検討によれば、土壌には二者の別、すなわち貯蔵穴と

人体埋葬用機との別が指摘されている。本遺跡例とは細部に差異が認められようが、塵芥穴、若しくは貯蔵穴と

墓墳とに二分し得ることは、これを認めてもよいであろう。以下、その概要について記しておく。

095号祉(第 144図)

本社はC5-44グリッドを中心に検出され、一部がC5-54グリットに及ぶ。径が約1.5m のほぽ円形を呈

し、壁高は 55cmを測る。基底部は平坦面となり、中心部にかけてわずかに窪む。覆土には焼土が多量に認めら

れ、層厚は 25cmほどにもなる。上面は一部揖乱が入っていたため調査時のセクションは省略した。

覆土

1.黒色土層 2-""'3ミリメートル程度の焼土粒を

含みしまりがある。ローム粒も若干含む。

2.暗褐色土層 赤色化した焼土をプロック状に含

み、しまりがない。

3.焼土層 赤色化した焼土で土器片が多量に含ま

104号祉(第 144図)

れる。

4.暗褐色土層 組い焼土粒を若干含む。

5.黒色土層 ロームプロックを含みしまりがある。

6.暗褐色土層 ローム粒を含みしまりがある。

本社はB3-92グリッドで検出され、土墳群の中心と約 70mも離れている。規模は、径が1.2mの円形プラ

ンを呈し、壁高は 60cmを計測する。基底部は平坦で、壁は垂直に近い立ち上がりをもっ。覆土は自然堆積によ

るものと思われ、一応 7層に分類できた。遺物の出土は認められなかった。

覆土

1.黒色土層 テフラを斑点状に含みしまりがない。

2.黒色土層 1層よりテフラの混入が多くしまり

がない。

3.暗褐色土層 多量のテフラおよび若干のローム

粒を含むがしまりはし 2層よりある。

4.褐色土層 ローム粒を多量に含みしまりがない。

123号祉(第 144図)

5.暗褐色土層 若干のローム粒および焼土粒を含

み3、4層より暗い色調を呈する。

6. ローム粒混入土層 若干焼土粒を含みしまりが

ない。

7. ローム崩壊土層

C 5-32に位置し、1.45m X 1.45 mの円形プランを呈す。壁高は 50cmを基底部から直に立ち上っている。

基底部は若干の凹凸がみられ、ややしまりを欠く、覆土は自然堆積を示す。遺物の出土量は少ない。
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覆土

1.暗褐色土層 ローム粒を含みしまりがある。

2.黒色土層 若干のローム粒を含む。

3.暗褐色土層 ローム粒を斑点状に含む。

124号祉(144図)

C 5-31に位置し、 2.25m X 2.15 mのほぼ円形プランを呈す。壁高は 65cmを計り、垂直に近い立ち上がり

を示す。基底部は中央が若干窪み堅くしまる。覆土上層部は後世の土圧によりかたくしまり不整合となっている

が、下層部はほぼ自然堆積である。基底部壁側は、焼成を受けたとみえ焼土を検出している。遺物の出土量は少

覆土

1.明褐色土層 ローム細粒、焼土細粒を含み堅轍

である。

2.暗褐色土層 ロームを含みしまりがある。

3.黒褐色土層 ローム粒を含みしまりがある。

4.黒褐色土層 ローム粒を含みしまりがある。

4 '.黒褐色土層 4層に類似するが4層に比してや

や明るい色調を呈する。

128号祉(第 144図)

C 5-33、43に位置し、 2.4m x 1.5 mの隅丸長方形プランを呈す。基底部は平坦でよくしまり壁の立ち上り

は垂直である。覆土は自然堆積で、遺物は小片を 4点出土したにとどまる。

覆土

ない。

4.黒色土層 2層より暗い色調を呈し、ロームプ

ロックを若干含む。しまりがある。

5.黒色土層 ローム粒を若干含む。

5.暗褐色土層 ローム粒を含みしまりがある。

6.褐色土層 しまりがあり、やや粗い。

7.明褐色土層 ソフトロームを含みややしまりが

ない。

7 '.明褐色土層 7層に類似するが、やや明るい色

調を呈する。

4.暗褐色土層 土質は 2層と 5層の中間的な状態

である。

5.暗褐色土層 ローム粒、ロームプロックを含む。

6. ローム混入土層

1.褐色土層 ローム粒、スコリア粒を多量に含む。

2.暗褐色土層 腐植土ブロック、ソフトローム粒

を含みしまりがない。

3.黒褐色土層 2層に類似するやや黒味を帯びる。

129号祉(第 145図)

C 5-42、52に位置し、l.lmx1mのほぼ円形のプランを呈す。平坦でしまりの良い床面から壁は垂直に近

い立ち上りを示す。深さは 50cmである。覆土最下層で焼土を南東寄りに検出、土器片の出土も阿部分から数片

認めている。

覆土

1.暗褐色土層 ローム粒、赤色スコリアを多量に

含みしまりがある。

2.黒色土層 ローム土を斑点状に含みしまりがあ

る。

3.暗褐色土層焼土層、焼土粒を僅かに含みしま

りがある。

4.焼土層

130号祉(第 145図)

C 5-43、53に位置し、1.5mx 1.3 mの楕円形プランを呈す。基底部は平坦でしまり、壁の立ち上りも良好

で深さ 50cmを計る。基底部東側より焼土層を認め、同地点より椀が 2点重なって床面より出土した。覆土は全

体的にしまっていた。なお、東側に隣接して 148号祉がある。

内，“ntu
 

n
L
 



〉

JfdてLJ~
〉

日~
ー量

0.: 
国

メ夕、
イ. 瓜J

，:)・ ・3

.1'1' 

'~. 

7lJ::モ
!C2 

Eロo 
.8 

〉ー

104 

、弓

〉ヨ

095 

、、ト~ 回∞ ∞ 

n .A' A. 

A. 

て
A' 

¥、ニプ/
~、a

1 1E8 3 ∞ 
21.0伽n

21.00m 

I l一.一 ∞ -.A' 
国 A.- -A' 

回

iミ之gi)
一 --...-円

ト24
123 

¥ヘ
凶 E∞ 〉 〉

O.  

c. 
.C' 

N 

h吉 〉白 同

円し
伽

C

A
H
V
-

2
-

。 2 m 

第144図古墳時代土横実測図 (1)

q
d
 

q屯
u

n
，“
 



.B' 

:C 
A' 

J
刀
仏
l
l

A
 

.A' A 。
A' 

A.-

お
足|

'B' 

'C' 

A' 

c. 'A' 

129 3--"1主民d

イr、
凶

F
し

N
】

-gE

ー-〉、
21.00m 
一一・A'A'ー

21.00m 
一一・C'

130 
戸 148-. 
さにJ
o ・
司|

.B' 

にJ

ー
ハ
ハ
寸
iー

B・

E∞ 
:i 

∞ 

忘ヨア131

.A' 

21.00m 
-'A' 

オ逗7132

凶

∞ 
A.-

A. 

ー

ー

・

υ
「万(

U
1
1
 

21.000m 
-.A' 

v 

定巡洋~
A.-

mp 
ω
B
 

幻
一

133 

141 

E 
~<è ・・.
~ II ，~ 

E・‘孟_M

… 
1..1'、 c、a

、

〈

R
U
 

.A' 
B' 

A. 

B' 

〈

-+ミ込』

の .B' 

B子~B

B' 

N
C
・
印

C

ヨ
.
(
い
、

寸@「
B 

2 m 。

古墳時代土検実測図 (2)

aaτ 
q
J
 

ヮ“

第145図



覆土

1.暗褐色土層 ローム粒、赤色スコリア粒を多量

に含みしまりがある。

2.黒色土層 ローム土を斑点状に含みしまりがあ

る。

3.暗褐色土層 焼土粒を僅かに含みしまりがある。

4.焼士混入土層 椀の出土層位とみることができ

る。

131号祉(第 145図)

C 5-52、53に位置し、l.lmxlmのほぼ円形プランを呈す。深さは 15m前後で塊状に窪み、壁はなだら

かに立ち上る。遺物は出土しなかった。

覆土

2.褐色土層 ハードローム粒を含むがソフトロー

ムが主体となる。

1.黒色土層 ローム粒、スコリア粒を含みしまり

がない。ローム土を斑点状に僅かに含む。

132号祉(第 145図)

C 5-06に位置し、1.6mX 1 m の楕円形のプランを呈す。基底部は凹凸があり、しまりがなく南寄りに、 7~8

cm高い段を形成している。壁の立ち上りは緩い。覆土は焼土及びローム粒子を含有する層で、土墳中央に集中し

て多量の遺物を出土した。下層部にはほとんど遺物は認められなかった。ただし覆土下層部は自然堆積と考えら

れ、恐らく最下層が堆積してから遺物が多く混入したと推測される。

覆土

1.黒褐色土層 ローム細粒、焼土細粒を含み腐植

質でしまりがある。多量の土器片を含む。

2.黒褐色土層 ローム粒をやや多く含むが焼土粒

は含まない。土質は l層に類似するが土器片は本

133号祉(第 145図)

C 5-61、62に位置し、 2.1mx2.1 mの円形プランを呈す。土墳中央より北東側で一段高い段を形成する。比

層にも混入する。

3.黄褐色土層 よごれたソフトローム層。

3'.褐色土層 3層に類似するがやや暗い色調を呈

する。

高差は 20cm程で、不整合に立ち上りが開始している。基底部はもとに凹凸がある。基底部北西壁寄りに揖乱ピッ

トが 1ケある。壁の立ち上りは垂直に近い。

覆土

1.暗褐色土層 ロームブロック、ローム粒、スコ

リア粒を含む。

2. ローム混入土層 ハードロームブロックを多量

に含む。

138号祉(第 145図)

本社は土墳群の中心から東に約 30m離れ、 B5-50、51にかけて検出された。規模は径1.55mX 1.3 mでほ

3.黒色土層 小ロームブロック、ローム粒を含む。

4.暗褐色土層 ローム粒を多量に含みしまりがな

し〉。

ぽ円形を呈する。壁高は約 60cmを計測し、基底面は若干起伏が認められる。覆土は大きく 4層に分類でき、き

れいなレンズ状の堆積を示していた。遺物は両側壁に沿って聾が出土したが、基底面からは 25cmほど浮いた状

態にあった。

覆土

1.暗褐色土層 ローム粒を若干含みしまりがない。

自然堆積である。

2. ローム混入土層 ハードロームブロック、ロー

ム粒を多量に含みしまりがない。以下 2~4 層は

F
h
d
 

q
d
 

円

L

人為的にうめもどした層とみられる。

3.暗褐色土層 ローム粒を多量に含む。

4.暗褐色土層 3層に類似するがやや暗い。

5.焼土層



141号枇(第 145図)

本社は 161号祉と重複し、 C5-75グリッドで検出された。規模は、径が 70cmと小さい。基底面も凸凹が著

しく、鬼高期の土岐としてよいかに疑問も残る。しかし、遺物が少ないものの杯が出土していることもあり、こ

こに含めた。

覆土

1.暗褐色土層 ローム粒を若干含み、遺物が集中 2.黒色土層

3. ローム混入土層 ソフトローム粒を多量に含む。している。

143号祉(第 146図)

本社も D6-16、17グリットにかけて単独で検出された。規模は比較的大きく、径が 2.4mx 2.2 mのほぼ円

形を呈す。壁高は 65cmを計測し、基底面からの立ち上がりは垂直でbしっかりしたものであった。覆土は 6層に

分類できたが、焼土及び炭化物が充填していた。出土遺物も多量でト見るべき土器もあった。

覆土

1.灰褐色土層 ロームブロックを多量に含む。

2.暗褐色土層 ソフト、ハードローム粒を多量に

含む。

3.暗褐色土層 大粒ローム粒を含みしまりがない。

4. 黒褐色土層 ソフトローム粒を霜降状に含む黒

い腐植土層である。

5.焼土と多量の炭化物片から構成される層 炭化

物は小枝状の径の細いものばかりである。

6.純粋な焼土層

148号土Ii:(第 145図)

C 5-43、53にあり 130号祉に隣接する。l.3mX l.3 mの円形プランを呈す。深さは 55cmで壁の立ち上が

りもしっかりしており、床面はよくしまり西壁寄りに土器を検出、覆土中に焼土の混入をみないほかは形状、深

さ、遺物出土状況、覆土とも 130号祉に酷似している。

1.暗褐色土層 ロームブ、ロック、ローム粒を含み

しまりがなし、。

2.黒色土層 ローム粒を若干含む。

149号祉(第 146図)

C 5 -21に位置し、l.6mX l.8 mの楕円形プランを呈す。南西側及び北東部に撹乱を受けている。基底部はし

3.暗褐色土層 ロームをブロック状に含む。 130号

杜の 4層と同様の埋没状況を呈する。

まりがなく、壁はゆっくりと丸味を帯びて立ち上がる。深さは 30cm前後を計るやや浅い土績である。覆土中基

底部から壁ぎわにかけ、西壁から南壁側で焼土を検出。また覆土中位やや東側で焼土の混入をみた。遺物の出土

は少ない。

覆土

1.暗褐色土層 しまりがない。 い色調を呈する。

2.暗褐色土層 1層よりはしまりがあるがやや暗

154号祉(第 146図)

C 5-17に位置し、 2.8mX l.8 mの大型な楕円形のプランを呈し、基底部中央部でl.4mX l.3 m深さ 20cm

ほどのほぽ円形の窪みをもっ。土棋の深さは 60cmを計る。壁の立ち上りは全般的に緩い。土墳西側で流れ込む

ように焼土層の分布が認められ、さらに下層部でもロームブロック焼土粒の混入層を観察した。なお、覆土中よ

3.黒色土層 ローム土を若干含む。

り900点以上にのぼる多量の土器片と、若干量の滑石片を検出している。
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覆土

1.黒色土層 テフラを斑点状に含みしまりがなし当。

2.暗褐色土層 ローム粒、赤色スコリア粒を僅か

に含みしまりがなし )0

3.黒色土層 ローム粒、赤色スコリア粒を多量に

含みしまりがある。

4.焼土混入土層 赤褐色の焼土を含む。土機西側

に流れこむように分布する。

156号祉(第 146図)

5.暗褐色土層 2層より暗い色調を呈し、しまり

がある。ローム、スコリアを含む。

6.暗褐色土層 ハードロームブロック、焼土プロツ

クを含む。

7.暗褐色土層 しまりがある。

8.焼土混入土層 5層に類似するがやや暗い色調

を呈する。

本社はB4-40グリットで検出され、規模は小さし迎。径は 0.95mxO.9 mで不整円形を呈する。掘り込みも浅

く、壁及び基底面も軟弱な掘り方となり鬼高期の土墳としては疑問も残る。

覆土

1.暗褐色土層 炭化物の細片を含みしまりがない。

腐植質の土層で本層より土器片出土。

2.焼土層

172号枇(第 146図)

3.暗褐色土層 1層に類似するがテフラを多く含

み明るい色調を呈する。

C 4-57、58に位置し、1.3mX 1.3 mの円形プランを呈す。基底部は若干凹凸がみられるが、壁の立ち上りは

良好で、特に南壁はほぽ直立する。深さは 45cm前後である。覆土は全体的にロームプロックを多く含みしまり

も劣ることから、埋めもどしている可能性が強い。なお、覆土やや下位に土器を 1点出土した。覆土中にローム

粒子を多量に含む。なお、遺物の出土は少量であった。

覆土

1.黒色土層 ローム粒を僅かに含む。

2.暗褐色土層 ローム粒、ロームプロックを多量

に含みしまりがない。埋め戻しの層とみられる。

第 4節土墳出土の遺物

095号祉(別図 74-248""'-'251)

3.黒色土層 ローム粒を僅かに含みしまりがない。

上面より遺物出土。

4. ロームプロック混入土層 しまりがない。

本社から出土した土器は小破片が多く、図示できた土器は 4点にとどまり完形品はない。他に 100片以上の聾

郎等の破片が出土している。 248""'-'250は高村で赤彩がよく残っている。 251は椀の口縁部で約泌が遺存する。 3

片だけが接合したものであるが赤彩は鮮やかに残っている。

104号祉

遺物は出土しなかった。

123号祉(別図 74-252)

本社から出土した土器は図示できた高原以外には聾、原の小破片が 10片余と少ない。

高村は村部が約y2遺存する。内外面に赤彩が施され、よく遺存している。係部の中央には赤彩せず淡褐色の地

膚となっている。

124号祉

本社では要、何等の小破片が 10片ほど出土しているだけで図示できる遺物は皆無となっている。

-238-



128号祉

遺物は縄文式土器2片と鬼高式の聾2片が出土しただけである。

129号祉

本社も 128号社同様遺物は少なく、聾片が数点出土したにすぎず図示できるものはない。

130号祉(別図 74-253・254)

本社から出した遺物は図示した 2点の他に聾、高杯の小破片が若干出土したにとどまる。

2点はいづれも椀に近い形であり、赤彩が施されている。 253は完形で器面の剥離が著しい。また、スス状炭化

物の付着も認められる。 254は大形品で底部を欠損する。口縁部内外面の赤彩は薄く残っている程度である。器面

はへラ削りにより整形され、調整は認められなし〉。若干スス状炭化物の付着も認められるが、色調は淡褐色を呈

す。

131号祉

遺物は出土していない。

132号祉(別図 74-255)

本社から出土した土器で図示できたものは 1点にとどまった。破片は比較的多く、聾、高杯、杯等の破片が総

数では 50点を越える。

255の午は約Mが遺存するだけで、底部までに至っていない。赤彩は内外面に施され、よく残っている。器面は

へラ削りにより整形され、若干へラナデも認められる。口縁部がやや内湾する作りが特徴といえよう。

133号祉

本社から出土した遺物は土師器片が 4片と少なく、図示できるものはない。

138号祉(別図)74-256・257)

本社から出土した遺物で図示できた土器は 2点、他に 100片ほどの破片が検出されている。破片の器種には聾、

午の他弥生期の壷片もある。

256は聾の完形品で、口縁部は外反し、胴部は偏平な球形を呈する。器面はへラ削りにより整形されており、頚

部に顕著に削り痕が残る。色調は暗褐色ないし褐色を呈する。 257は椀に近い。遺存は約%口縁部はくの字状に外

反し、内側には明確な稜線が認められる。器面の整形はへラ削りによる。内面には若干調整が加えられている。

色調は淡褐色を呈す。

141号祉(別図 74-258)

本社から出土した遺物は、図示した土器の他は聾片が 2点と少ない。

258は不で、約%ほど遺存する。内外面には赤彩が施され、まだ良く残っている。器面はへラ削りで整形されて

いるものの、輪積成形が雑なためヒビ割れ状の線となって残っている。

143 号祉(別図 74-259~263)

本社からの出土遺物は、図示できた土器 5点の他 30片余の破片がある。

259~261 は聾で、 261 はかなり大形品となる。 259 は完形品で、底部周辺は火を受け脆く、若干器面剥離も認め

られる。またスス状炭化物の付着も著しい。色調は褐色ないし黒褐色を呈す。 260は胴部と底部の一部が欠損する

だけで完形に近い。器面はへラ削りにより横方向に整形されているが、頚部に接合痕を残す。色調は赤褐色。 261

は底部と胴部の一部が欠損する。器面はへラ削りにより整形されてはいるものの大形品のためか、粗雑な仕上げ

となる。色調は暗褐色を呈す。 262は口縁部が一部欠損するだけである。器面はていねいなへラ削りにより整形さ

れ、内面には弱い稜を有す。色調は赤褐色ないし暗褐色となる。 263は完形品で、器面の整形はていねいで内面も

よく調整されている。色調は淡褐色を呈す。
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148号祉(別図 75-264)

本社から出土した遺物で図示できた土器は 1点のみである。他には聾と甑の破片が 5片出土しているだけで遺

物の量としては少ない。

264は口縁部と底部を欠損し、遺存は胴部が約%となっている。球形の胴部を呈した聾で、器面はへラ削りによ

る整形後若干調整され、スス状炭化物の付着も認められる。色調は暗褐色ないし黒褐色となり、胎土には小石が

目立つ。

149号土Il:(別図 75-265・266)

本社から出土した土器には聾、杯、高郎があり、図示できたものは聾、杯の各 l点で、他は小破片が9点とな

る。

265は器厚のあるがっしりとした聾で、口縁部から胴部にかけて)1:3遺存する。器面は乱雑なへラ削りで整形さ

れ、色調は淡褐色となり、一部黒褐色を呈する。 266は郎で約%が遺存する。内外面が赤彩され、とくに内面はよ

く残っている。色調は焼成のためか底部が黒褐色で、他は赤褐色となる。

154 号祉(別図 75-267~286)

本社から出土した遺物は検出土峨群中もっとも多い。図示できた土器も 20点を数え器種も豊富なものとなる。

ただ、廃棄土器のためか、聾、甑等の土器には完形品は存在せず、祁などにしても完形に近いが一部欠損する。

267~271 、 273 は聾である。ただし、 269 については内外面に赤彩が施されているところから査としてもよいで、

あろう。遺存は約泌で底部を欠損する。 267、268は口縁部が遺存し、前者は約%、後者は)1:3ほどが残っている。

271、273は胴部から底部にかけて遺存する。いず、れも約泌が残っている。色調は 267が赤褐色で他は暗褐色を呈

する。 272、274は甑で、 272は胴部から底部にかけて約%が遺存する。胴部の作りは聾に類似し球形に近い。内

面はよく調整され、色調は淡褐色ないし黒褐色を呈する。 274は口縁部の形状から甑と判断できる。器面はへラ削

りにより整形されていたが一部に輪積痕も認められ、概して仕上げは雑となる。色調は赤褐色ないし暗褐色を呈

する。 275 は高村の裾部であり、%が遺存する。器面は赤彩されているが、色の剥げている部分が目立つ。276~286

は椀、村の類で、 276は約%が遺存し、口縁部は「く Jの字状に外反する。 277は比較的小形で口縁部が強く内湾

することが特徴的となる。 278の赤彩は薄く残っている程度で、遺存は 285とともに口縁部が若干欠損するだけで

ある。他の遺存は%ないし話で、 282、283の赤彩はよく残っている。色調は赤彩土器を除くと淡褐色、暗褐色と

なる。

156号祉

図示できる土器はなく、聾などの破片が計 7点出土したにとどまった。

172号祉

聾の小破片が計 3点出土しただけで、図示できるものは皆無である。
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第VI章歴史時代

歴史時代に属する確実な遺構としては住居社1基と大溝がある。住居祉から出土する土器はいわゆる国分式で

墨書土器も含まれていた。土器の器形から判断すれば、より後出の様相をもつものと考えられる。周辺には同時

期の住居社は存在せず、単独で検出されている。このような例は他の遺跡でも散見することができる。本社もそ

の一例に加えられよう。

一方、大溝は幅約 3m、深さは 1m前後の規模をもち北東の方向で谷津田に流れ込むような痕跡を残す。 097

号牡と命名して発掘を進めたが、本溝に伴う遺物は皆無であり正確な時期を判定するには至らなかった。しかも

覆土の状態及び 100号祉との関連で時期的にはかなり新しいものと考えられた。このため、本報告では削除する

こととした。

110号住居祉(第 152図) (別図 76-287'"'-'295)

本社は調査区南寄りのC5-47・48、C5-57・58に位置し、主軸方向N-15・-Eを指す 3.8(3.1) mx3.7 

mの台形プランを呈し、北壁中央にカマドをもっ。壁高は 40'"'-'50cmを計り、垂直に立ち上る。周溝は全周し

ていた。床面はわずかに凹凸があるが、全体的には中央部で若干窪む状態を示す。主柱穴は確認できなかった。

なお、住居社中央に 15cmの深さで焼土床を認めたが性格は不明である。カマドは山砂粘土で構築、袖部粘土は

外側に流出しているものの煙道部天井部の遺存は良好である。袖は 120cm前後伸び、壁面との交点にわずかに

窪んだ火床部を設けている。煙道は水平に 110cm程トンネル状に伸び、ほぽ垂直に立ち上って煙道出口となる。

住居祉覆土は下位層にロームを混入する。またカマド右側で炭化材を検出、一部焼土プロックも認めた、焼失住

居であろうか。遺物は土手形土器が床面付近で出土した。

N
H

・呂
E

l
l
-円、

8~cぢさ三重:::=:8

，8， 

、，・F、

ゐ〈

110号住居祉 。 4m 

第152図 歴史時代住居社実測図
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覆土

1.暗褐色土層 ローム粒子を含む。かたくしまる。

2.黒色土層 ローム、スコリア粒子を含む。部分

的に焼土含有。

3.暗褐色土層 ローム粒子を多量に含む。

4.褐色土層 ロームブロックを多量に含む、しま

りない。

5.暗褐色土層 ロームフ'ロックを多量に含む。 4

層よりしまりなし。

遺物 本社から出土した遺物は図示した他にrr<甑の破片が少量あるにすぎない。

294は甑であり、約%遺存する。胴部は叩目により、底部はへラ削りにより整形する。色調は暗褐色ないし赤褐

色となる。 287は高台付杯で一部を欠損する。午部の調整は著しい。底部にはわずかに糸切り痕が残る。墨書され

ており、 I文字なのか 2文字となるのか判然としなし )0 2文字となれば「山人」とも読める。色調は赤褐色を呈

す。その他の午でも墨書が認められる。 293は内黒土器となっており 2文字以上の墨書がある。また 289はへラ書

きにより 2文字が書かれて上の文字は「春」と読める。 288は約%が遺存し、糸切り痕がよく残っている。赤褐色

を呈し、きれいに仕上げられている。 290~292 までの杯は、見~~ほどが遺存しているにすぎない。

295は土製品であり、棒状に仕上げているおそらく土製支脚となろう。
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終章結 語一

復山谷遺跡は、その一部をすでに「千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書JVIとして昭和 53年度に刊行して

おり、今回の報告はその続編と考えてもらいたい。だが、今回の報告でも遺跡を全面にわたって調査したわけで

はなく、道路区域外にあたる部分については未調査となっている。遺構・遺物の検出状況から推定すれば、未掘

部についてもまだ 10基前後の住居祉が発見される可能性がある。また、調査の対象外となっている西側の台部に

も相当数の遺構が存在しているものと思われる。これらの未掘部が残っているため本遺跡の性格を詳述すること

はできないが、遺跡の概要を把握するには十分な成果を得たものと考えている。

先土器時代の調査は、一部で深掘りはなし得なかったものの大半が暗色帯(第7層)まで掘り下げ遺物の有無

を確認した。その結果、量的には少ないものの確実に暗色帯中での先土器時代人の足跡を見出すことができた。

これは前回の報告では 1か所にとどまったが、今回には 10か所以上の地点で遺物が確認されたため、広範にわ

たって人間活動が営まれていたと考えてよいであろう。もっとも遺物を多量に出土した層位は 3'"'"'4層にかけて

であり、このような出土は木苅峠遺跡(報告書凹)などでよく知られている。発見された遺物には、石器の他に

離、炭化材があった。とくに炭化材については各層で認められたが、検出量に、差はあるようで石器出土層に多

く認められる傾向にあった。しかし、遺物との関係が明確に把握できなかったため、図化して掲載するまでには

至らなかった。

縄文時代の遺物は草創期から後期に至るまで各型式の土器群が検出された。確実に遺構を伴う時期は、早期末

の茅山式と前期の黒浜式~諸磯式となる。茅山期の遺構には、重複した住居祉と炉穴がある。ともに掘り込みは

浅く、それほど良好な状態で検出されたわけではなかった。一方、前期の遺構は住居祉と土墳であり、とくに土

墳は最初の調査で検出され土墳群として把握できるものであった。ここでの遺物出土状況は、船橋市「飯山満遺

跡J*と共通しており「土墳墓群Jと理解できる内容であった。今回の報告でも「群Jとして把えることはできな

いが、 2'"'"'3の土嬢(墓墳)を検出している。

弥生時代では住居杜の他に方形周溝墓が 1基検出された。すべて弥生時代終末期に位置づけられる遺構・遺物

であり、古式土師器への移行期として興味のもたれる内容を含むものであった。方形周溝墓は前回の報告でも明

らかにされたとおり、その一部を削平され全容を知ることはできなかったが、集落を営む弥生終末期の人々の中

でも支配者的な地位にいた人の墓であろうことは間違いあるまい。出土土器についても住居祉からの出土品と大

きな差は認められなかった。しかも、出土土器を全体から見ると、本文でも触れたとおりきわめて変化に富む形

態を有しており、既存の形式の中において把えることは困難であり周辺地域との同時期の資料を比較しつつ土器

群の検討を進めていかなければなるまい。

次に古墳時代に関連する遺構では、住居祉と土墳群がある。住居祉は 10基前後の数しか検出できず、小集落の

構成であったものと思われる。住居を建てかえて居住した(第 120号住居牡)痕跡も認められるところからある

程度の居住期間は保っていたらしい。遺物には土器の他に石製模造品が発見されており、いわゆる鬼高期でも古

い時期に位置づけられよう。この点から周辺遺跡で類例を求めようとすれば船橋市「小室遺跡」を想起すること

ができる。本遺跡で出土した石製品の主な器種は臼玉と双孔円盤であるが、出土状態から工房社であることは間

違いなく小室遺跡等に供給していたものとも考えられる。他に注目できる遺構として土墳が検出された。住居杜

に固まれるような形で多数の土墳が台地の先端に存在し、報告でも触れているとおり土墳墓として把握できょう。

議 野村幸希他 1975 r飯山満東遺跡』 千葉県都市公社

療援 杉山林継他 1974 ["小室u千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書』 千葉県都市公社
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あまり類例がないため詳しい記述はしていないが、明らかに住居社出土土器と同時期に置かれる土器群であり居

住と墓域という関連で担えることのできるものであった。

それ以降の時期では、いわゆる国分期の住居祉が 1基検出された。糸切痕を有する土器の出土からすればかな

り時期的には下降するものであろう。しかも単独出土の住居祉は、他の遺跡でもしばしば発見されており、「離れ

国分」として表現されているものの中に含めて考えてよいであろう。

難 中山吉秀 1976 r離れ国分考」古代 62
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表 1 検出遺構一覧嫌

遺構番号 遺構名 時期 備 考 遺構番号 遺構名 時 期 備 考

042 住居 杜 古墳 080 土 墳

043 住 居社 弥生 鬼高期と重複 081 Tピット

044 住居牡 古墳 082 住居牡 弥生

045 住居 牡 弥生 083 土 靖

046 住 居祉 弥生 084 土 壊

047 住 居 牡 弥生 085 住居牡 弥生

048 住居社 弥生 086 住居牡 弥生

049 土 1廃 087 欠 番

050 Tピット 088 Tピット

051 住居祉 弥生 089 Tピット

052 Tピット 090 Tピット

053 住居牡 弥生 091 Tピット

054 住居牡 弥生 092 溝 近世? 図示ナシ

055 住居杜 弥生 093 土 1廃

056 住居牡 弥生 094 土 .lj員

057 土 1噴 095 土 墳 古墳

058 住 居牡 弥生 096 欠 番

059 住 居杜 弥生 097 溝 近世? 図示ナシ

060 住 居牡 弥生 098 住居祉 古墳

061 住居牡 弥生 099 住居牡 古墳

062 住居 牡 弥生 100 Tピット

063 住居祉 弥生 101 溝 近世? 図示ナシ

064 住居社 弥生 102 配 石 縄文 図示ナシ

065 住居士止 弥生 103 炉 穴 縄文

066 土 1廃 104 土 1噴 古墳

067 土 1廃 105 土 墳

068 土 1廃 106 炉 穴 縄文

069 住 居杜 弥生 107 土 墳

070 土 1廃 108 炉 穴 縄文

071 住居 杜 弥生 109 小竪穴 縄文

072 住 居祉 弥生 110 住居牡 歴史

073 住居牡 弥生 111 Tピット

074 住居 牡 弥生 112 土 墳

075 住居牡 弥生 113 Tピット

076 住 居 社 弥生 114 土 壊

077 住居 牡 弥生 115 欠 番

078 住居 牡 弥生 116 土 墳

079 住居祉 弥生 117 土 墳

援遺構番号 OOl~041 は『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書jVIに掲載
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遺構番号 遺構名 時 期 備 考

118 住居社 古墳|

119 住居社 古墳

120 住居祉 古墳

121 住居祉 古墳

122 住居社 古墳

123 土 墳 古墳

124 土 壌 古墳

125 炉 穴 縄文

126 炉 穴 縄文

127 Tピット

128 土 1慶 古墳

129 土 墳 古墳

130 土 1噴 古墳

131 土 横 古墳

132 土 境 古墳

133 土 墳 古墳

134 Tピット

135 住居牡 古墳

136 Tピット

137 土 壌

138 土 境 古墳

139 土 境

140 炉 穴 縄文

141 土 壌 古墳

142 炉 穴 縄文

143 土 壌 古墳

144 Tピット

145 土 壌

146 炉 穴 縄文

147 炉 穴 縄文

148 土 墳 古墳

149 土 嬢 古墳

150 住居牡 縄文

151 住居牡 縄文

152 欠 番

153 Tピット

154 土 境 古墳

155 Tピット

遺構番号 遺構名 時 期 b蒲 考

156 土 墳 古墳|

157 炉 穴 縄文

158 炉 穴 縄文

159 炉 穴 縄文

160 炉 穴 縄文

161 炉 穴 縄文

162 炉 穴 縄文

163 炉 穴 縄文

164 炉 穴 縄文

165 炉 穴 縄文

166 土 1度

167 炉 穴 縄文

168 炉 穴 縄文

169 炉 穴 縄文

170 Tピット

171 !炉 穴 縄文

172 土 墳 古墳

173 土 墳

174 Tピット

175 Tピット

176 Tピット

177 小竪穴 縄文

178 炉 穴 縄文

179 Tピット

180 炉' 穴 縄文

181 土 墳 縄文

182 土 境

183 Tピット

184 炉 穴 縄文

185 炉 穴 縄文

186 土 境 縄文

187 土 1度 縄文

188 土 横 縄文

189 土 境

190 欠 番

191 Tピット

192 Tピット

193 Tピット

F
同
d

q'u 



表 2 先土器時代主要母岩一覧

WIII層

母岩番号 石 材 総計 内 訳 関連ブロック

3-1 里 曜 石 7 !MJ片 2.使用痕ある剥片 2.細石刃 2.細石核 1• III7.8 

← 2 珪質粘板岩 10 削片 9.石槍削片 1• III8.9 

-9 泥 岩 147 
剥l片33.打面修正和l片ムナイフ形石器16.端削器 1.使用痕ある剥

III2.3.4.5. 
片13.削片54.打断剥片19.調整剥片 4.尖頭器 1.彫器 1.削器 2.

10 
チャー ト

70 
尖頭器 2. 使用痕あるま~J片 6. !MJ片 6.削片31.打断剥片17.台形石器

1112.3.6.ブロック周辺部
(メノウ) 2.ナイフ形石器 4.調整!MJ片 1.打面修正和l片 1.

-11 泥 岩 27 
打断剥片 2.打面修正剥l片 2.使用痕ある剥片 3.削片7'.石核 1.剥

111 3 .ブロック周辺部
片 7.調整剥片 3.尖頭器 1.打面調整剥片 1.

-18 黒 曜 石 9 剥片 5.打面調l片3. 1112.5. 

-25 皇 曜 石 11 打面剥片 3.!MJ片6.調整剥片 1.石核 1• 1113.5.ブロック周辺部

35 泥 岩 105 
使用痕ある剥片 4.剥片15.調整剥片 2.折断!JiJ片12.彫器 1.打面修

1111， 
正剥片 5.削片45.ナイフ形石器 9.打面調整剥片 8.模状石器 4.

36 泥 石ι.L/ 79 
剥片20.折断剥片10.削片40.模状石器 1.ナイフ形石器 4.調整剥片

111 1 • 
1 .使用痕ある!JiJ片2.打面修正剥片 1.

← 37 メ ノ ウ 36 
削片14.!JiJ片 6.石核 1.彫器 2.使用痕ある剥片 3.ナイフ形石器

111 1 • 
6.折断剥片 3.打面調整剥片 1.

41 砂 岩 26 削片10.剥片12.折断剥l片2.打面修正剥片 1.台形石器 1• 111 1 • 

← 44 チャート 20 磯片18.削片 2. 111 1 • 

47 泥 岩 5 石核 2.削片 2. 1111， 

-50 凝 灰 岩 6 石核 5.剥片 1. 111 1 • 

66 砂質泥岩 5 片刃打割器 5. 111 1 • 

73 砂 岩 5 磨石 5. 111 1 • 

86 花闘閃緑岩 5 機片 5. 111 1 • 

WIV層

母岩番号 石 材 総計 内 訳 関連ブロック

4← 3 黒 曜 石 42 
折断剥片 7.ナイフ形石器 4.調整剥片 1.尖頭器様石器 1.使用痕

IV 2.4. 
ある剥片 2.削片26.剥片 1.

-5 黒 曜 石 31 削片26.折断剥片 1.石核 1.蜘l片 2.調整剥片 1• IV3. 

6 黒 曜 石 43 削片35.使用痕あるま日l片 1.石核 1.!JiJ片 6. IV 3.5. 

-7 黒 曜 石 6 削片 3.折断剥片 1.角鍾状石器 1.石核 1• IV 4. 

-8 泥 岩 2 剥片 1.使用痕ある虫剤l片 1• IV 4. 

-9 玄 武 岩 14 剥片 7.削片 5.石核 1.折断剥片 1• IV 5. 

10 泥
石Lよ， 8 I~引l片 3. 削片 2. 折断剥片 2. 石核 1. IV 5. 

WVI層

石 材

黒 曜石

内 訳 関連ブロック

71折断剥片 2.削片 4.剥片 1• VI 

円
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WIX層

母岩番号

9~1 

~3 

4 

~5 

~6 

7 

~8 

~10 

~11 

~13 

~17 

EIII直上

EIII層

母岩番号

3← 116 

~117 

118 

~119 

~124 

石 材

泥 岩

チャート

玄 武 岩

チ ャー ト

五少 岩

i疑 灰 石'-'-' 

玄 武 岩

チ ャー ト

チャート

里 曜 石

玄 武 岩

石材

凝灰岩

石 材

玄 武 岩

玄 武 岩

泥 岩

泥 岩

泥 岩

総計 内 訳 関連ブロック

26 削片17，*，J片5，折断*，J片3，石核 1， IX 1， 3， 6， 

45 
調整*，J片 2，折断剥片 7，石核 1，使用痕ある剥片 1，削片32，剥片

IX 1， 5， 6 
2， 

44 模状石器 1，削片36，折断剥片 3，*，J片3，石核 1， IX 1， 6， 

9 析断*，J片 1，削片 7，調整担l片 1， IX 1， 

30 削片26，折断剥片 2，調整剥片 1，削器 1， IX 1， 

105 折断剥片 3，削片96，石核 2，*，J片3，ナイフ形石器 1， IX 1， 6， 

7 削片 2，~印l片 3 ，石核 1 ，調整剥片 1， IX3，5，6，8， 

7 調整剥片 1，削片 5，剥片 1， IX 5， 

3 削片 2，使用痕ある*，J片 1， IX 6，7， 

2 *，J片2， IX4， 

56 折断宣明l片8，削片38，剥l片9，石核 1， IX8， 

内 訳 関連フ、ロック

使用痕ある*，J片1， *，J片7，削器 1，石核 1， III直上

総計 内 訳 関連フ?ロック

19 *，J片3，削片 9，石槍 1，折断剥片 2，石核 4， III 1， 2， 

4 石槍削片 1，削片 1，剥片 1，折断*，J片1， III 1， 2， 

78 
削片47，ナイフ形石器 3，使用痕あるま日l片3，折断剥片 7，石槍 4，彫

IIIl，2，プロック外
器3，石槍削片 4，*，J片3，端削器 1，彫器削片 2，調整剥片 1) 

117 
削片78，折断剥片 9，石槍 4，彫器 6，石槍削片 6，端削器 2，彫器削

IIIl，2，プロック外片4，剥片 7，尖頭器 1，

6 削片 3，磯片 3， IIIl，2， 

253 



EIV層

母岩番号 石 材 総計 内 訳 関連ブロック

4 -13 チャート 19 
削片 3，使用痕ある剥片 1，折断寺町l片8，!foiJ片 4，石核 2，調整剥片

IV 1， 1， 

-14 泥 岩 35 
削片12，折断喜朗l片6，剥片13，使用痕ある剥片 2，調整剥片 1，打面修

IV 3， 7 ， 8， 9， 10， 12， 
正剥片 1，

-15 珪質粘板岩 8 削片 4，折断剥片 1，!foiJ片1，凹削器 1，石錐 1， IV 1 ， 12， 14， 15 

-17 時璃質安山岩 9 !foiJ片4，石核 2，削片 3， IV 3， 5，13， 

ー21 珪質粘板岩 48 
削片20，ナイフ形石器 1，使用痕ある剥片 3，折断剥片 7;!foiJ片13，端

IV 1， 2， 3， 
削器 1，石核 2，側削器 1，

-23 玄 武 岩 27 
削片10，ナイフ形石器 1，折断剥片 1，剥片 7，調整剥片 1，石錐 1，

IV 2， 5， 6， 7 ， 10， 11， 14， 
尖頭器様石器 4，端削器 2，

-24 泥 岩 9 削片 2，ナイフ形石器 2，折断剥片 1，剥片 3，調整剥片 1， IV 5， 6，10， 

-25 凝 灰 岩 13 
削片 1，ナイフ形石器 1，使用痕あるま日l片 1，折断剥片1，!foiJ片5，調

IV 5， 
整剥片 1，切出形石器 3，

-26 泥 岩 7 削片 2，剥片 2，石核 1，傑片 2， IV 5， 7，10， 

-85 安 山 岩 34 傑片34， IV 5，13， 

-99 里 曜 石 26 
削片 1，ナイフ形石器 6，!foiJ片3，石核 1，調整剥片 1，側削器 2，切

IV 1 ， 7， 8， 9，10，13，14， 
出形石器 1，折断剥片11，

-100 黒 曜 石 16 削片 4，ナイフ形石器 1，折断剥片 4，!foiJ片3，石核 4， IV 7 ， 8，11， 

102 黒 曜 石 4 削片 1，折断剥片 1，剥片 2， IV 9，10 

EV層

石材

黒曜石

内 訳 関連ブロック

21削片 1，ナイフ形石器 1， V 

E VII層

母岩番号 石 材 総計 内 訳 関連ブロック

7-1 玄 武 岩 16 寺町j片3，削片 9，折断!foiJ片2，使用痕ある剥片 1，石核 1， VII上

-2 凝灰質粘板岩 8 新l片6，打面修正剥片 1，石核 1， VII上

-8 凝 灰 岩 2 ナイフ形石器2 VII 

-12 チャート 2 親l片2， VII 

-29 石英斑岩 3 際片 3， VII 

4
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EIX層

母岩番号 石 材 総計 内 訳 関連ブロック

9-22 チャ ート 76 削片48，折断書目l片14，ナイフ形石器 1，喜朗l片13， IX2，3，4，5， 

-23 チャー 卜 13 
和l片 5，調整剥片 2，折断宮町l片 3，削片 1，使用痕ある剥片 1，石核

IX1，2，4，5， 
1， 

24 チャ ート 35 削片27，折断剥片 5 ， ~J片 3 ， IX 2，3， 
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The Outline of the Fukusanya Relics 

The site of the Fukusanya Relics is 1322 Fuku-Aza-Sanya， Shiroi-Machi 1mba-Gun Chiba Prefecture. 

These relics were investigated before preparing works of road construction for building a new town in this 

area. This investigation was started in 1976 and it lasted unti11979. A part of the report of this investigation 

has already been published. in the "Excavation Researches on the Cultural Properties in Chiba New Town. 

VI." 

This report， therefore， is the second one. From the investigation during the past three years we gained 

much new and useful knowledge. We found that this site has been lived in by people in various ages as the 

focus of their lives. A great many relics or remains of each period have been excavated， that is， the Pre 

← ceramic Age， the J omon Age， the Yayoi Age， the Kofun Age (the Tumulus Age) and the Historic Times. 

1. The Pre-ceramic Age 

The remains of this period are stone implements， flakes and pebbles. However， remains of ancient 

structures were not discovered around here. All these remains were found in Tachikawa Loam Formation. 

The types of stone implements from this period are knife-shaped vessels， points， scrapers， gravers， 

microliths and so on. 

These can be divided into three periods according to the stratum they were buried in. 

i. There is a group of stone implements which belongs to the last of the three periods. They were 

excavated from the upper part of the soft stratum， called Tachikawa Loam Formation. A series of 

such stone ware can be further divided into three or four periods. 

ii. Another type of stone implements was found in the hard loam formation. They are mainly knife 

-shaped stone implements. We have found many places where this kind of stone-ware can be 

excavated. 

iii. The last type is a group of the oldest stone implements， which were found in the dark belt of lower 

part of Tachikawa Loam Formation. Through reseach it was found that stone implements are few 

in numbre and flakes are more. This dark belt is thought to date back to about 30，000 years ago 

according to radioactive carbon analysis or the fission track method. 

2. The J omon Age 

The remains of the J omon Age are aboundant in earthen vessels and we notice types of each age. Earthen 

vessels of only the latter period of the age were not discovered. The discovered stone implements were 

comparatively large in number， but most of them were broken--perfect shapes are very few. Among them 

stone arrow heads were remarkable. The relics of the habitation and the hearth place including early 

Kayama earthen vessels have been excavated. There are relics of habitation and graves in the early part of 

the next period. Graves exist in a group and form a cemetery. Such cases are scarce even on the national 

scale and contribute valuable data to the people concerned. 
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3. The Yayoi Age 

The remains of ancient structures of the Yayo凶iAge had relics of a habitation which had formed a 

community and one Hδk王eis油hl1kδbo(quadrangular ditch supposed to be the tomb in N ara or Heia加nPe町ri句od.)

More than 30 relics of the habitation have been already discovered and it was assumed that a large 

community was formed. Taking these remains into consideration it is presumable that the grave was that 

of an influential person in this community. There were few relics of value to see except earthen vessels. 

Howerer， since these earthen vessels belong to the last period of the Yayoi Age， namely about the 3 rd 

century， they can be of great help to us when we think of the formation of the old type Hajiki. 

4. The Kofun Age (The Tumulus Age) 

1n the remains of ancient structures of the Kofun Age， beside the relics of the habitation， a group of graves 

was discovered. The graves of the rulers in this period are reprsented by Zenpokoenhun which are ancient 

tombs， and accordingly these graves could be assumed to be those of the subject poeple of this period. And 

since the stone products were found in large numbers in the relics of the habitation， it could be assumed that 

this site was the remains of the workshops. Judging frum the great quantities of stone implements that were 

produced， the age can be estimated at the 5th or 6th century. 

5. The Historic Times 

The remains of this era were few--only one site of habitation and several ditches. The relics of the 

habitation belong to 8th or 9th century and the ditches are newer than the former. And the earthen vessels 

found in the relics of the habitation had characters as if the surface had been brushed with ink (Japanese 

Sumi made of burned wood.) 
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1. 航空写真(第4次調査区全景)

2. 航空写真 (第5次調査区全景)
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1. 遺跡遠景(第4次)

2. 遺跡遠景(第5次)

3. 航空写真(第5次)



1. 先土器時代遺物出土状態

(H 3 -12・22)

2. 先土器時代遺物出土状態

(J 2 -09) 

3. 先土器時代遺物出土状態
(J 2 -09) 
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図版 4 4次

1. 先土器時代遺物出土状態
(1 2 -75付近)

2. 土層断面 (H3 -02-22) 

3. 土層断面 (K2一79-77)
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1. 縄文時代遺物出土状態
(H 2) 

2. 縄文時代遺物出土状態
(1 2) 

3. 縄文時代遺物出土状態
(J 2) 



図版 6 4次

1. 042号住居社

2. 043-A・B号住居祉

3. 044号住居祉
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1. 056号住居祉

2. 058号住居社

3. 059号住居牡
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1. 060号住居社

2. 061号住居社

3. 063号住居祉
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1. 064号住居祉

2. 065号住居牡

3. 071号住居社
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1. 072号住居牡遺物出土状態

2. 072号住居牡

3. 073号住居牡
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1. 074号住居牡炭化材出土状態

2. 076号住居祉遺物出土状態

3. 076号住居牡
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1. 075号住居杜

2. 077号住居牡

3. 082号住居祉
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1. 先土器時代遺物出土状態
(C 4 -56-58・66-68)

2. 先土器時代遺物出土状態
(C 4 -86・97)

3. 先土器時代遺物出土状態

(C 5 -06・16)



1. 先土器時代遺物出土状態

(C 4 -82・83)

2. 先土器時代遺物出土状態

(C 4 -35付近)

3. 先土器時代遺物出土状態
(B 2) 
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1. 先土器時代遺物出土状態
(C 4 -99) 

2. 先土器時代遺物出土状態
(C 4 -99) 

3. 先土器時代遺物出土状態

(B 2 -82) 
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1. 縄文時代遺物出土状態
(C 4) 

2. 縄文時代遺物出土状態
(B 3) 

3. 縄文時代遺物出土状態
(B 3) 
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1. 150・151号住居社

2. 151号住居牡遺物出土状態

3. 177号住居牡
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1. 098号住居社土層断面

2. 098号住居牡遺物出土状態

3. 099号住居枇カマド断面
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1. 099号住居牡

2. ll(}号住居社

3. 12(}号住居祉遺物出土状態
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1. 118号住居牡

2. 118号住居祉遺物出土状態

3，4. 118号住居祉遺物出土状態
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1. ll!}号住居祉

2. ll!}号住居牡遺物出土状態

3. ll!}号住居社土層断面
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1. 121号住居社

2. 121号住居牡土層断面

3. 121号住居祉遺物出土状態
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1. 122号住居社

2. 122号住居社土層断面

3. 135号住居社
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1. 095号社(土境)

2. 130・148号牡(土嬢)

3. 138号社(土境)

遺物出土状態
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1. 土境群全景

2. 141号祉(土墳)土層断面

3. 143号祉(土墳)

遺物出土状態
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1. 166号社(土横j

2. 097号社(溝)

3. 097号祉(溝)土層断面
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III層出土石器(別図 5・6• 7・8)
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III層出土石器(別図16・17)
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1II層出土石器(別図18・19・20)
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III層出土石器(別図21・22)
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III層出土石器(別図23・24・25)
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W層出土石器(別図26・27・28)
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III層出土石器(別図37)
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W層出土石器(別図38・39)
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W層出土石器(別図42・43)
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W層出土石器(別図46・47・48)
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99図 1

1 グリッド出土の土器(縄文時代)

2. グリッド出土の土製品(縄文時代)
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縄文土器(第60図)
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縄文土器(第69図)
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縄文土器(第70図)
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縄文土器(第71図)
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